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■ 自 治 体 経 営 編 の 見 方 
 

【まちの状態を表す指標】は、「基本施策の目的：目

指すまちの姿」にどの程度近づいているのかを客観

的に確認するための指標です。 

基準値は原則として平成 30 年度実績値、それ以外

の場合は（ ）書きで基準年度を示しています。 

【展開方向の進捗状況を測定するための指標】は、展開

方向の手段を実施したことで目標にどの程度近づいてい

るのかを客観的に確認するための指標です。 

基準値は原則として平成 30 年度実績値、それ以外の場

合は（ ）書きで基準年度を示しています。 

計画期間中に実施する具体的な取組項目名

と所管課、現状と課題、取組内容、年度ごと

の取組みを示しています。 
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基本施策１ 協働・情報共有 

◆基本施策の目的 

市民と行政が適切な役割分担や情報共有のもと、信頼関係を深め
ながら同じ目的・目標を共有する協働によるまちづくりを推進します。 

【まちの状態を表す指標】 

指標名 基準値 R1 Ｒ２ 目指す方向 

区（自治会）や市民活動団体など

が開催する活動に過去１年間で１

回以上参加したことがある市民の

割合 

38.2％ 34.4％ 23.4％ ➚ 

区（自治会）加入率 80.9％ 80.6％ 80.1％ ➚ 

パブリックコメント１件あたりの意見

数 
0.5 件 4.9 件 2.7 件 ➚ 

◆展開方向１：協働によるまちづくりの環境を充実します 

指標名 基準値 R1 Ｒ２ 目指す方向 

市民活動団体数 112 団体 107 団体 111 団体 ➚ 

協働による事業実施数 43 事業 52 事業 50 事業 ➚ 

◆展開方向２：地域コミュニティ活動を推進します 

指標名 基準値 R1 R2 目指す方向 

地域ポイント（地域協議会関係）の

参加者数 
8 人 16 人 33 人 ➚ 

地域ポイント制度を活用している地

域協議会の数 
１協議会 2 協議会 3 協議会 ➚ 

区長を対象にした研修会などの参

加者数 
232 人 223 人 58 人 ➚ 
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◆展開方向３：情報共有を推進します 

 
 

指標名 基準値 R1 R2 目指す方向 

市ホームページへのアクセス

件数 
491,599 件/月 556,295 件/月 998,702 件/月 ➚ 

市ＳＮＳのフォロワー数 6,324 人 8,970 人 24,245 人 ➚ 

広報こまきを毎号読んでいる市

民の割合 
69.7％ 71.7％ 72.8％ ➚ 
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集会施設整備事業       
 

 

１ 予  算  額   １２,０００千円 

 

２ 目的及び効果   区（自治会）など活動の拠点である集会施設の機 

能や利便性等を向上させるために地元が行う事業に 

対して補助をすることで、自治会活動の促進を目指し 

ます。 

 

３ 事 業 概 要     

（１）新規 集会施設照明設備ＬＥＤ化事業費補助金 

区（自治会）が集会施設の照明設備をＬＥＤ化するこ

とに対して補助します。 

【補助額】対象経費の１/２（上限６０万円）・予算額６,０００千円 

※1 施設 1 回限り 

（２）新規 集会施設備品購入費補助金 

区（自治会）が集会施設にある老朽化した会議用の 

長机、いすを購入することに対して補助します。 

【補助額】対象経費の１/２ （上限額は集会施設の 

延床面積毎に設定）・予算額５,０００千円 ※1 施設 1 回限り 

（３）集会施設ＡＥＤ設置費補助金 

区（自治会）が集会施設にＡＥＤを購入し設置することに

対して補助します。 

【補助額】対象経費の１/２（上限２０万円）・予算額１,０００千円 

市民生活部 自治会支援室 

充実 
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区長事務デジタル化推進事業       
 

 

１ 予  算  額   １,４８８千円 

 

２ 目的及び効果   専用アプリケーションを導入し、区長への連絡網等 

を整備することで、区長郵便の郵便物の削減をはじめ 

とした区長事務の軽減を目指します。併せて、モデル

となる区（自治会）を募集し当該アプリケーションを使

用する実証実験を行い、電子回覧板や資料共有な

どを区で体験していただき、新しい生活様式を踏まえ

た効率的な区の運営体制の構築を目指します。 

 

３ 事 業 概 要     

（１） 区長会連絡網 

希望する区長のスマートフォンなどに専用アプリをダウンロードしていた

だき、アプリを通じた連絡や資料の共有などを行います。 

 

（２） モデル区実証実験 

モデルとなる区（自治会）を募集し、こ

のアプリの機能である電子回覧板や日

程調整、資料の共有などを実際に使っ

ていただき、その効果を検証します。 

市民生活部 自治会支援室 

新規 
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市民活動総合補償事業 
 

 

１ 予  算  額   ２,４３６千円 

 

２ 目的及び効果   市民が行う、市民活動やボランティア活動に対して、 

市が補償を行うことで、保険未加入の状態をなくし、安

心して市民が市民活動等を行えるようサポートします。 

また、市民活動等を一層推進していきます。 

 

３ 事 業 概 要    

ボランティア活動や自治会活動など、市民活動中の事故を補償する

制度です。 

〇市が保険料を負担するため、市民が保険料を負担する必要がありま 

せん。 

〇市民活動等の活動中の事故等によるけがの傷害補償と、活動中に 

物を破損してしまった時など賠償責任が発生した場合の賠償責任補 

償があります。 

〇事前に名簿等を提出する必要はありません。 

市民生活部 市民安全課 

新規 
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基本施策２ 行政サービス 

◆基本施策の目的 

サービスの受益者であり負担者でもある市民に対し、質の高い行政
サービスを提供します。 

【まちの状態を表す指標】 

指標名 基準値 R1 R2 目指す方向 

届出・手続き・証明書交付など

の窓口サービスや公共施設が

利用しやすい、便利と思う市民

の割合 

89.5％ 89.5％ 88.6％ ➚ 

証明などの年間交付件数のうち

本庁舎以外での交付件数の割

合（住民票の写し、印鑑登録証

明書、所得・課税証明書） 

45.6％ 30.6％ 34.0％ ➚ 

指定管理者制度導入施設の利

用者数（児童館など） 
1,952,083 人 1,877,286 人 796,253 人 ➚ 

◆展開方向１：ＩＣＴ（ＡＩ）を活用し市民の利便性を向上します 

指標名 基準値 R1 R2 目指す方向 

マイナンバーカードの交付率 13.73％ 17.2％ 32.1％ ➚ 

コンビニ交付の交付件数 3,873枚 5,548 枚 10,925 枚 ➚ 

市民レポートシステムを知っている

市民の割合 
7.6％ 6.3％ 9.9％ ➚ 

◆展開方向２：窓口業務などを改善・充実します 

指標名 基準値 R1 R2 目指す方向 

休日窓口（市民窓口課）での取扱

件数 

20,361 件 

（令和元年度） 
― 19,279 件 ➚ 

支所窓口（拡充業務）での取扱件

数 

3,538件 

（令和元年度） 
― 5,094件 ➚ 

取扱業務を拡充した支所数 1 1 3 ➚ 
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◆展開方向３：民間活力の活用や連携を推進します 

指標名 基準値 R1 R2 目指す方向 

指定管理者制度導入施設に満足し

ている利用者の割合 

84.8％ 

（令和元年度） 
― 86.2％ ➚ 

新規に外部委託した業務の件数 0 件 1 件 4 件 ➚ 
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キャッシュレス決済推進事業       
 

 

 

１ 予  算  額   ３９９千円 

 

２ 目的及び効果     

各種証明書交付手数料、公共施設の入場料及び市税等の支払

いにおける、市民の利便性向上や非接触決済による新型コロナウイル

ス感染症の感染リスク軽減を図るため、キャッシュレス決済を導入します 。 

 

３ 事 業 概 要     

●新規 市民窓口課 証明書交付窓口 

市民窓口課の証明書交付窓口において、マルチペイメント（クレジット

カード、電子マネー及びＱＲコード決済）に対応したキャッシュレス決済を

導入します。 

●新規 味岡支所、篠岡支所及び北里支所 証明書交付窓口 

各支所において、ＱＲコード決済（ＰａｙＰａｙ）を導入します。 

●新規 こまきこども未来館 入館料 

こまきこども未来館の入館料において、ＱＲコード

決済を導入します。 

●市税等収納 

令和２年度に運用を開始したスマートフォン決済アプリ「ＰａｙＢ」に続き、

令和３年４月から新たに「ＰａｙＰａｙ」、「ＬＩＮＥPay」を活用した市税等の納付

を開始しました。

福祉部 市民窓口課 

味岡支所・篠岡支所・北里支所 

こども未来部 多世代交流プラザ 

総務部 収税課 

新規 
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スマート窓口導入事業       
 

 

 

１ 予  算  額   １１,２９８千円 

 

２ 目的及び効果   住民異動（転入・転居・転出）や証明書発行等の 

手続きにおいて、申請書等へ住所や氏名などを記載

する負担を軽減するため、～書かずに簡単らくらく窓口

～こまきスマート窓口を導入することにより、スムーズに

手続きを済ませることができるようにします。 

 

３ 事 業 概 要     

窓口利用者が職員に申請内容を伝え、本人確認書類を提示した後、

職員が作成した申請書等を「確認・署名」するのみで手続きを済ますこ

とができます。 

そのために、総合行政システムの改修を行うとともに、こまきスマート窓

口を実施する各窓口に端末を設置します。また、窓口が狭隘である味

岡支所の窓口改修工事を行い、こまきスマート窓口が実施できる環境

を整えます。 

 

 

 

 

 

 

市 長 公 室 行政改革課 

健康生きがい支え合い推進部 味岡市民センター 

充実 

【こまきスマート窓口の流れ】 
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【実施時期】 

証明書発行、転居・転出の手続き…令和４年２月～ 

転入の手続き…令和４年６月～ 

各支所における手続き…令和４年１１月～ 

 

【対象課】 

本庁舎１階・・・市民窓口課、保険医療課、介護保険課、 

障がい福祉課 

本庁舎２階・・・市民税課、収税課、こども政策課 

味岡支所・篠岡支所・北里支所 

 

 

 

１ 予  算  額  ２,３７６千円（歳入） 

 

２ 事 業 概 要   

本庁舎建設時（平成２４年度）に導入された窓口呼び出しシステ

ムを令和３年度に更新しました。機器の機能充実や適正配置等によ

り、市民に利用しやすく，分かりやすいシステム 

としました。 

併せて、広告放映モニターを設置したことに 

より、このシステムの設置及び維持管理にかか 

る全ての経費については、広告収入により賄わ 

れるとともに、新たな財源を確保しました。 

広告付き窓口呼出しシステムを導入し、 
財源を確保します 

福祉部 市民窓口課 

企 業 

広 告 

 

502 番の方 

窓 口 に お 越 し く だ さ い 
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基本施策３ 行政運営 

◆基本施策の目的 

これからの時代に必要とされる人材の育成や課題解決につながる組
織体制の構築、経営資源の適正配分などを通じて効果的・効率的な
行政運営を推進します。 

【まちの状態を表す指標】 

指標名 基準値 R1 Ｒ２ 目指す方向 

類似団体における職員数の順位 4/20団体 4/20団体 4/19団体 ➚ 

市役所における育児休業取得率 52.7％ 67.1％ 64.5％ ➚ 

分野別計画編のまちの状態を表

す指標の改善数 

37 

（令和元年度） 
― 35 ➚ 

◆展開方向１：時代に即した人材マネジメントの推進と組織体制の整備を行います 

指標名 基準値 R1 R2 目指す方向 

自課の組織目標を認識して職務に

取り組んでいる職員の割合 

97.9％ 

（令和 2 年度） 
― ― ➚ 

行動規範の内容を理解している職

員の割合 
― ― ― ➚ 

窓口などでの職員の応対に満足し

ている市民の割合 
87.3％ 87.9％ 90.3％ ➚ 

組織横断的なプロジェクトチームの

設置数 
3 4 5 ➚ 

◆展開方向２：人と組織を生かす内部統制体制を整備します 

指標名 基準値 R1 R2 目指す方向 

リスク評価でのリスク対応状況の不

備割合 

19.1％ 

（令和元年度） 
― 17.6％ ➘ 

自分の職場のリスクを認識している

職員の割合 

90.6％ 

（令和元年度） 
― 91.4％ ➚ 
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◆展開方向３：ＩＣＴ（ＡＩ・ＲＰＡ）も活用しながら効果的・効率的な行政運営を推進します 

指標名 基準値 R1 R2 目指す方向 

行政評価による削減額（累計） 20,697 千円 29,697 千円 40,401 千円 ➚ 

提案制度に基づく取組みの実施

件数 
9 件 8 件 11 件 ➚ 

ＡＩ・ＲＰＡを導入した事業数 0 0 23 ➚ 
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保育園等職場環境向上事業       
 

 

１ 予  算  額   ５,７４３千円 

 

 ２ 目的及び効果   保育現場における業務の負担軽減とＩＣＴ（情報通

信技術）の活用を推進するため、公立保育園、第一

幼稚園にＷｉ‐Ｆｉ環境を整備し、各園にタブレット端末な

どのＩＣＴ機器の配備を行います。 

３ 事 業 概 要     

各園にタブレット端末を１台、各クラスに小型のモバイル端末を１台配備

します。 

オンライン会議への参加やオンデマンド研修の受講、保

育室や園庭での日常的な子どもたちの姿を写真等にて記

録し、保護者に向けた情報発信に活用するとともに、研修・

研究に活用し保育の質の向上に繋げます。 

 

 

 

 

 

  

  

   

こども未来部 幼児教育・保育課 

新規 

共働きの増加などによる保育需要の増大に加え、新型コロナウイル

ス感染症への対応が重なり、保育現場の業務負担が大きくなっている

現状において、保育士のモチベーションアップを図るため、保育業務に

対する業務手当を新設します。 

【支給額】 正規職員の勤務時間を基本として、毎月９,０００円支給 

         （勤務時間に応じた支給額の調整あり） 

      ※私立保育園等については、国の処遇改善臨時特例 

       事業に基づき補助を行う。 

頑張る保育士応援手当の創設（令和３年度３月補正） 
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小牧市まちづくり推進計画改定事業  
 

 

１ 事 業 年 度   令和４年度～５年度 

 

２ 予  算  額   １１,５００千円（債務負担行為１０,０００千円） 

 

３ 目 的   令和２年２月に策定した市の最上位計画である「小 

牧市まちづくり推進計画 第１次基本計画」を見直しま

す。 

 

４ 事 業 概 要     

令和４年度 

・基礎調査（現計画の評価・検証、市民アンケート等） 

・庁内組織における調査・研究 

令和５年度 

・まちづくり推進計画審議会の開催 

・庁内組織における計画（案）の策定 

・パブリックコメントの実施 

 

 

 

 

 

市長公室 秘書政策課 

新規 
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ＳＤＧｓ未来都市推進事業 
 

 

１ 予  算  額   ７,８８２千円 

 

２ 目 的   令和３年５月に内閣府より「ＳＤＧｓ未来都市」に選定 

されたことを踏まえ、 

これまで以上に 

ＳＤＧｓの達成に 

向けた取組を進 

めます。 

 

３ 事 業 概 要     

○ＳＤＧｓ未来都市の推進 

企業や市民活動団体等との連携強化及び効果的な周知啓発を進 

めます。 

○小牧市版ＳＤＧｓ登録制度の構築 

市全体でＳＤＧｓを推進していく機運を高めるため、小牧市独自の登録

制度を構築するとともに、登録制度の専用サイトを作成します。 

 

○職員研修の開催 

ＳＤＧｓに関する職員の理解

促進のため、職員研修を行い

ます。 

 

市長公室 秘書政策課 

充実 
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課題提案型実証事業       
 

 

１ 予  算  額   ４,５１０千円 

 

２ 目的及び効果    事業者等のＩＴ技術等を活用し、地域課題や行政

課題を解決できるか検証を行います。 

 

３ 事 業 概 要    令和３年度に選定した実証事業のテーマに対して

課題解決のための技術を有する事業者を広く公募し、

課題解決の実現性や費用対効果等を検証して事

業者を決定します。決定した事業者と協働して、事

業者が有するＩＴ技術等を活用して実証実験を行い、

課題解決を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長公室 行政改革課 
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基本施策４ 財政運営 

◆基本施策の目的 

将来にわたって、健全財政を維持します。 

【まちの状態を表す指標】 

指標名 基準値 R1 Ｒ２ 目指す方向 

経常収支比率（参考：類似団体

順位） 

82.5％

（4/19 団体） 

83.4％ 

（3/19 団体）

88.7％ 

（－） 
→（➚） 

財政力指数（参考：類似団体順

位） 

1.21

（3/19 団体） 

1.23 

（3/19 団体）

1.25 

（－） 
→（➚） 

有形固定資産減価償却率（資産

老朽化比率） 

56.2％ 

（平成 29 年度） 
55.6％ 51.4％ ➘ 

◆展開方向１：歳入確保の取組みを強化します 

指標名 基準値 R1 R2 目指す方向 

市税収納率 96.6％ 96.8％ 96.2％ ➚ 

◆展開方向２：歳出の削減と合理化を推進します 

指標名 基準値 R1 R2 目指す方向 

前年度当初予算と比べた経常事

業経費の削減額（累計） 
22,004千円 49,785千円 87,991千円 ➚ 

◆展開方向３：健全で計画的な財政運営を推進します 

指標名 基準値 R1 R2 目指す方向 

実質公債費比率 △0.5％ △0.3％ 0.0％ 2.5％以内 

◆展開方向４：計画的な公共ファシリティマネジメントを推進します 

指標名 基準値 R1 R2 目指す方向 

保全計画に基づいて実施した施

設の修繕・改修費 
― ― ― ➚ 
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◆自治体経営の体系 

「小牧市まちづくり推進計画第１次基本計画」の第Ⅳ章自治体経営編
に位置付けられた４つの基本施策の展開方向に対して、計画期間内に
本市が取り組むべき具体的な事項を定めるものとします。 
ただし、環境変化等によって新たに取り組むべき課題が発生するなどし

た場合は、適宜取組項目の見直し等を行い、その時々の状況に応じた
最適な手法により行政改革を推進します。 

 

 
 

まちづくり推進計画 

No. 取組項目 担当課 基本 

施策 

展開方向 

１ 
協
働

・
情
報
共
有 

１ 協働による

まちづくりの環

境を充実します 

1 自治基本条例の推進 支え合い協働推進課 

2 

こまき市民交流テラス ワクティブこまきの

整備 

支え合い協働推進課 

3 市民活動支援、協働機会の充実 支え合い協働推進課 

4 産学官連携の充実 支え合い協働推進課 

２ 地域コミュ

ニティ活動を推

進します 

5 地域協議会の設立・活動支援 支え合い協働推進課 

6 

こまき支え合いいきいきポイント制度（地域

ポイント）の推進 

支え合い協働推進課 

7 自治会活動等の支援 

自治会支援室 

支え合い協働推進課 

３ 情報共有を

推進します 

8 情報提供の充実 広報広聴課 

9 広聴機能の充実 広報広聴課 

10 審議会等の市民参画の推進 行政改革課 

11 情報公開の推進 総務課 

12 オープンデータの整備・拡充 行政改革課 
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まちづくり推進計画 

No. 取組項目 担当課 基本 

施策 

展開方向 

２ 

行
政
サ
ー
ビ
ス 

１ ICT を活用し

市民の利便性を

向上します 

13 

個人番号カード（マイナンバーカード）の普

及・各種サービスの利便性向上 

秘書政策課 

市民窓口課（各支所） 

関係課 

14 自動応答システムの導入 広報広聴課 

15 

市民レポートシステム「まちレポこまき」の

運用 

広報広聴課 

16 施設予約システムの改善 

文化・スポーツ課 

関係課 

２ 窓口業務な

どを改善・充実し

ます 

17 窓口業務の改善 

行政改革課 

市民窓口課（各支所） 

関係課 

18 オンライン申請の拡充 行政改革課 

３ 民間活力の

活用や連携を推

進します 

19 指定管理者制度、民間移管の活用 行政改革課 

20 民間委託、連携の推進 行政改革課 

３ 

行
政
運
営 

１ 時代に即し

た人材マネジメ

ントの推進と組

織体制の整備を

行います 

21 定員管理の適正化及び多様な人材の確保 人事課 

22 柔軟な職員体制・配置 人事課 

23 人事評価制度の推進 人事課 

24 人材育成方針、行動規範の策定・推進 人事課 

25 ハラスメント防止体制の強化 人事課 

26 職員研修制度の充実 人事課 

27 ワーク・ライフ・バランスの推進 人事課 

28 職員の接遇能力の向上 人事課 
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まちづくり推進計画 

No. 取組項目 担当課 基本 

施策 

展開方向 

３ 

行
政
運
営 

 

29 創造性・機動性の高い組織体制の整備 行政改革課 

30 組織横断的なプロジェクトチームの活用 行政改革課 

２ 人と組織を

生かす内部統制

体制を整備しま

す 

31 内部統制の機能強化 行政改革課 

３ AI・RPA 等も

活用し効果的・効

率的な行政運営

を推進します 

32 行政評価制度の推進 行政改革課 

33 戦略会議の開催 

秘書政策課 

関係課 

34 広域連携の推進 

秘書政策課 

関係課 

35 提案・改善報告制度の推進 行政改革課 

36 業務の棚卸 行政改革課 

37 ＡＩ、ＲＰＡなどの導入・活用 行政改革課 

38 入札制度改革の推進 契約検査課 

39 ウェブ会議の活用 行政改革課 

４ 

財
政
運
営 

１ 歳入確保の

取組みを強化し

ます 

40 使用料・手数料の見直し 財政課 

41 新たな自主財源の確保 

財政課 

関係課 

42 市税等の収納率維持のための取組み 

収税課 

債権回収特別対策室 
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まちづくり推進計画 

No. 取組項目 担当課 基本 

施策 

展開方向 

４ 

財
政
運
営 

２ 歳出の削減

と合理化を推進

します 

43 経常的経費の削減 財政課 

44 

小牧市公共工事コスト改善プログラムの推

進 

契約検査課 

45 既存補助金等の見直し 財政課 

３ 健全で計画

的な財政運営を

推進します 

46 基金や市債の計画的な活用 財政課 

47 公金運用の推進 会計課 

４ 計画的な公

共ファシリティ

マネジメントを

推進します 

48 公共施設適正配置計画の見直し 資産管理課 

49 

公共施設のバリアフリー化・省エネルギー化

の推進 

資産管理課 

50 公共施設の保全計画の構築 資産管理課 
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◆具体的な取組項目 

Ｎｏ．１  自治基本条例の推進 担当課  支え合い協働推進課 

現状と課題 

（～H30）  

平 成 27 年 度 に 施 行 し た 自 治 基 本 条 例 に つ い て 、パ ン フ レ ッ ト の 作 成・配 布 や こ

ま き 地 域 づ く り フ ォ ー ラ ム 、広 報 こ ま き へ の 掲 載 等 を 通 じ て 周 知 啓 発 に 努 め て い

る 。し か し な が ら 、自 治 基 本 条 例 を 知 っ て い る 市 民 の 割 合 は 低 位 で 推 移 し て き て

お り 、 さ ら な る 周 知 啓 発 が 必 要 で あ る 。  

取組内容  

(R1～ R4) 

効 果 的 な 周 知 啓 発 の 取 組 み を 企 画 実 施 す る と と も に 、 一 定 期 間 を 経 過 し た 時 点

で 、 条 例 に よ る 効 果 等 に つ い て 検 証 を 行 う 。  

取組計画 
R1 R2 R3 R4 

実績  予定 

条 例 の 周 知 及 び 普 及 の 取 組 み  
 

   

条 例 の 第 一 次 検 証      

R1 実 績  

自 治 基 本 条 例 の 内 容 に つ い て 理 解 し た 上 で 、自 ら ま ち づ く り に つ い て 考 え て

い た だ く た め 、職 員 及 び 市 民 か ら そ れ ぞ れ「 自 治 基 本 条 例 川 柳 」を 募 集 す る

こ と と し 、 職 員 か ら は 15 名 33 句 、 市 民 か ら は 30 名 94 句 の 応 募 が あ っ

た 。  

優 秀 な 川 柳 に つ い て は 、様 々 な 掲 示 物 や 刊 行 物 へ 標 語 的 に 掲 載 し 、さ ら な る

広 が り を 図 っ た 。  

ま た 、2 月 に は 、市 内 で 地 域 活 動 を し て い る 様 々 な 団 体 か ら 、特 色 あ る 取 組

み を 発 表 し て い た だ く「 令 和 元 年 度 こ ま き 地 域 づ く り フ ォ ー ラ ム 」を 通 じ て 、

参 加 者 へ“ 気 づ き ”や“ 発 見 ”を 促 す こ と に よ り 、市 民 主 体 の ま ち づ く り の

意 識 醸 成 を 図 っ た 。  

R2 実 績  

自 治 基 本 条 例 の 認 知 度 を 高 め る と と も に 、内 容 に つ い て 理 解 し た 上 で 、自 ら

ま ち づ く り に つ い て 考 え て い た だ く た め 、市 民 か ら「 自 治 基 本 条 例 川 柳 」を

募 集 し 、 20 名 47 句 の 応 募 が あ っ た 。  

条 例 に 謳 う「 ま ち づ く り の 基 本 原 則 」を 検 証 す る た め の 指 標 の 設 定 や 体 系 化

を 行 う な ど 、 社 会 情 勢 と の 適 合 性 を 検 証 す る 方 法 の 検 討 を 進 め た 。  

R3 実 績  

（ R3.12 現 在 ）  

引 き 続 き 、条 例 に 謳 う「 ま ち づ く り の 基 本 原 則 」を 検 証 す る た め の 指 標 の 設

定 や 体 系 化 を 行 う な ど 、社 会 情 勢 と の 適 合 性 を 検 証 す る 方 法 の 検 討 を 進 め る

と と も に 、 新 た な 啓 発 方 法 の 検 討 を 進 め る 。  
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Ｎｏ．２  
こまき市民交流テラス ワクティブこまき

の整備 
担当課  支え合い協働推進課 

現状と課題 

（～H30）  

市 民 活 動 セ ン タ ー に つ い て は 、市 内 に お け る 市 民 活 動 を 活 性 化 す る た め の 核 的 拠

点 と し て 、平 成 17 年 度 に 市 公 民 館 内 に 開 設 し 、さ ま ざ ま な 市 民 活 動 支 援 の 取 組

み を 通 じ て 多 く の 市 民 活 動 団 体 等 の 育 成 支 援 や 協 働 の ま ち づ く り の 推 進 に 努 め

て き た 。  

し か し な が ら 、 現 在 の セ ン タ ー の 面 積 は 約 100 ㎡ で あ り 、 セ ン タ ー の 役 割 や 重

要 性 が 年 々 高 ま っ て き て い る 中 、 狭 隘 化 が 否 め な い 状 況 に な っ て き て い る た め 、

新 た な 市 民 活 動 セ ン タ ー を 整 備 し 、 さ ら な る 機 能 拡 充 を 図 る 。  

取組内容 

(R1～ R4) 

新 た な こ ま き 市 民 交 流 テ ラ ス  ワ ク テ ィ ブ こ ま き に 必 要 な 機 能 を 整 備 す る と と も

に 、セ ン タ ー の 位 置 づ け や 役 割 を あ ら た め て 見 直 し 、設 置 の 目 的 や 役 割 、名 称 等

を 設 置 管 理 条 例 で 担 保 す る 。ま た 、関 係 す る 部 署 や 機 関 に よ っ て 構 成 さ れ る 会 議

体 を 設 置 し 、 定 期 的 に セ ン タ ー の あ り 方 等 に つ い て 協 議 を 行 う 。  

取組計画  
R1 R2 R3 R4 

実績  予定  

セ ン タ ー の 機 能 や 役 割 等 の 検 討  
 

   

施 設 整 備      

会 議 体 の 設 置      

R1 実 績  

新 た な セ ン タ ー の あ り 方 や 役 割 、機 能 等 に つ い て 、関 係 主 体 と の 協 議 を 行 い

な が ら 検 討 を 進 め 、設 置 場 所 を ラ ピ オ ビ ル 2 階 、施 設 名 称 を「 こ ま き 市 民 交

流 テ ラ ス 」 と 定 め 、 設 置 管 理 条 例 を 制 定 し た 。  

令 和 2 年 9 月 の オ ー プ ン に 向 け 、令 和 元 年 3 月 、施 設 整 備 工 事 に 着 手 し た 。 

R2 実 績  

施 設 整 備 工 事 の 進 捗 に 併 せ て 必 要 な 什 器 等 備 品 を 購 入 し 、 7 月 末 に 竣 工 し

た 。  

施 設 整 備 と 並 行 し て 指 定 管 理 者 の 指 定 、愛 称 の 募 集 等 を 行 い 、当 初 の 予 定 ど

お り 9 月 1 日 に「 こ ま き 市 民 交 流 テ ラ ス  ワ ク テ ィ ブ こ ま き 」と し て オ ー プ

ン し た 。  

各 種 講 座 や 事 業 、 指 定 管 理 者 の 自 主 事 業 の 開 催 等 に よ り 、 令 和 ２ 年 度 （ 9～

3 月 ） は 2,178 件 4,970 名 の 利 用 が あ っ た 。  

今 ま で 市 民 活 動 団 体 の み で 行 っ て い た「 団 体 交 流 会 」に 生 涯 学 習 団 体 も 参 加

を し て も ら う な ど 、 こ ま き 市 民 文 化 財 団 と の 連 携 を 深 め た 。  
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R3 実 績  

（ R3.12 現 在 ）  

各 種 講 座 や 相 談 業 務 、指 定 管 理 者 の 自 主 事 業 等 を 通 じ て 、様 々 な 分 野 で 活 動

す る 団 体 の 支 援 を 行 っ て い く 。  

令 和 ３ 年 度 は 、３ 年 ご と に 開 催 し て い る「 こ ま き 市 民 活 動 祭 」の 開 催 年 で あ

り 、ラ ピ オ に 移 転 し た 強 み を 活 か し て「 こ ま キ ッ ズ フ ェ ス タ 」や「 ワ イ ワ イ

っ と ま つ り 」と の 同 時 開 催 、さ ら に は 中 央 図 書 館 と も 連 携 を 図 り 、大 幅 に 規

模 を 拡 充 し て 開 催 す る 予 定 で あ っ た が 、新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 感 染 拡

大 に よ り 令 和 ４ 年 度 に 延 期 と な っ た 。  

市 民 活 動 団 体 と 生 涯 学 習 団 体 、市 民 講 師 の 情 報 を 掲 載 し て い る「 こ ま き 団 体

情 報 ガ イ ド 」に つ い て 、新 た に 小 牧 市 社 会 福 祉 協 議 会 ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー

に 登 録 し て い る ボ ラ ン テ ィ ア グ ル ー プ の 情 報 を 加 え る と と も に 、開 設 １ 周 年

イ ベ ン ト な ど の 各 種 事 業 の 際 、こ ま き 市 民 文 化 財 団 や 小 牧 市 社 会 福 祉 協 議 会

ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー に 登 録 し て い る 団 体・グ ル ー プ に も 協 力 を 仰 ぐ な ど 連

携 を 深 め 、 多 く の 市 民 や 団 体 の 交 流 拠 点 と な る よ う 努 め て い く 。  

12 月 末 時 点 、 2,222 件 10,134 名 の 利 用 が な さ れ て い る 。  
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Ｎｏ．３  市民活動支援、協働機会の充実 担当課  支え合い協働推進課 

現状と課題 

（～H30）  

市 民 活 動 に 対 す る 金 銭 的 支 援 策 と し て 、平 成 17 年 度 か ら「 市 民 活 動 助 成 金 交 付

制 度 」を 運 用 し 、市 民 が 自 主 的・自 立 的 に 行 う 公 益 活 動 に 要 す る 必 要 の 一 部 を 助

成 し て い る 。  

ま た 、 市 内 に お け る 市 民 活 動 の 総 合 的 な 拠 点 で あ る 市 民 活 動 セ ン タ ー を 開 設 し 、

活 動 に 対 す る 相 談 ・ 助 言 等 の 支 援 を 行 っ て い る 。  

さ ら に は 、平 成 24 年 度 に「 協 働 提 案 事 業 化 制 度 」を 創 設 し 、協 働 事 業 を 実 施 し

や す い 環 境 づ く り に 努 め る と と も に 、平 成 29 年 度 か ら 令 和 元 年 度 の ３ ヶ 年 に か

け て「 協 働 診 断 業 務 」を 実 施 し 、協 働 事 業 化 が 可 能 な 事 業 の 分 析・検 討 を 進 め て

い る 。  

あ わ せ て 、 市 民 の ま ち づ く り の 意 識 の 向 上 の 場 と し て 市 民 討 議 会 を 開 催 し た 。  

取組内容 

(R1～ R4) 

「 協 働 提 案 事 業 化 制 度 」及 び「 市 民 活 動 助 成 金 交 付 制 度 」に つ い て は 、そ れ ぞ れ

の 制 度 の 活 用 度 を 高 め る た め 、引 き 続 き 協 働 や 市 民 活 動 へ の 意 識 啓 発 と 、制 度 の

Ｐ Ｒ に 取 り 組 む と と も に 、 市 民 討 議 会 を 開 催 す る 。  

ま た 、 新 し く 整 備 し 、 機 能 を 強 化 す る こ ま き 市 民 交 流 テ ラ ス  ワ ク テ ィ ブ こ ま き

を 核 と し て 、 新 た な 支 援 制 度 を 検 討 ・ 実 施 す る 。  

取組計画  
R1 R2 R3 R4 

実績  予定  

協 働 提 案 事 業 化 制 度  
 

   

NPO・ 市 民 活 動 支 援 制 度      

協 働 診 断 業 務      

新 た な 支 援 制 度 の 検 討      

R1 実 績  

協 働 提 案 事 業 化 制 度 に つ い て は 、 市 民 提 案 型 3 事 業 （ 新 規 1 継 続 2） 及 び

行 政 提 案 型 11 事 業（ 新 規 3 継 続 8）の 14 事 業 を 実 施 し た 。令 和 2 年 度 か

ら 実 施 す る 市 民 提 案 型 3 事 業 （ 新 規 3） 及 び 行 政 提 案 型 2 事 業 （ 新 規 1 再

提 案 1） の 5 事 業 を 決 定 し た 。  

市 民 活 動 助 成 金 に つ い て は 、 10 団 体 （ 団 体 助 成 6 事 業 助 成 4） へ の 交 付 を

決 定 し た 。  

9 月 に は 協 働 の ま ち づ く り 実 務 者 会 議 サ ポ ー タ ー 及 び 5 年 目 、10 年 目 の 職

員 を 対 象 と し た 協 働 推 進 に 関 す る 研 修 会 を 実 施 し 、 10 月 に は 協 働 の 意 識 啓

発 と し て 、 職 員 と 市 民 活 動 団 体 が 交 流 す る 、 「 ま ち を 育 む  市 民 と 行 政 の 協

働 交 流 会 」 に お い て 39 名 （ 市 民 19 名 、 職 員 20 名 ） が 参 加 し 、 相 互 理 解

を 図 っ た 。  

平 成 29 年 度 か ら 開 始 し 、最 終 年 と な る 協 働 診 断 業 務 で は 、平 成 29、30 年

度 に 診 断 を 行 っ た 事 業 の う ち 、協 働 事 業 化 の 可 能 性 が あ る 事 業 に つ い て 協 働

事 業 化 サ ポ ー ト を 行 う と と も に 、 本 事 業 を 実 施 し た 3 年 間 の 総 括 を 行 っ た 。 
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R2 実 績  

 

協 働 提 案 事 業 化 制 度 に つ い て は 、 市 民 提 案 型 6 事 業 （ 新 規 4 継 続 2） 及 び

行 政 提 案 型 9 事 業 （ 新 規 1 継 続 8） の 15 事 業 を 実 施 し て い る 。 令 和 3 年

度 か ら 実 施 す る 市 民 提 案 型 2 事 業 （ 新 規 1 再 提 案 1） 及 び 行 政 提 案 型 1 事

業 （ 新 規 1） の 3 事 業 を 採 択 し た 。  

市 民 活 動 助 成 金 に つ い て は 、 10 団 体 へ の 交 付 を 決 定 し た 。 こ の う ち 、 新 型

コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 拡 大 防 止 対 策 に 係 る 活 動 に つ い て は 交 付 条 件 を 緩 和

す る 特 例 措 置 を 設 け 、 市 民 の 「 学 び 」 を 地 域 に 還 元 す る 仕 組 み を 構 築 し 、 3

団 体 へ 交 付 し た 。  

R3 実 績  

（ R3.12 現 在 ）  

協 働 提 案 事 業 化 制 度 に つ い て は 、市 民 提 案 型 ７ 事 業（ 新 規 １ 継 続 ６ ）及 び 行

政 提 案 型 ９ 事 業（ 新 規 1 継 続 ８ ）の １ ６ 事 業 を 実 施 し て い る 。令 和 ４ 年 度 か

ら 実 施 す る 市 民 提 案 型 ４ 事 業（ 新 規 ３ 再 提 案 １ ）及 び 行 政 提 案 型 ４ 事 業（ 再

提 案 ４ ） の ８ 事 業 を 採 択 し た 。  

市 民 活 動 助 成 金 に つ い て は 、 ３ 団 体 へ の 交 付 を 決 定 し た 。  

ま た 、令 和 ３ 年 度 か ら 、市 民 が こ れ ま で 培 っ て き た 学 び の 成 果 を 地 域 に 還 元

す る「 地 域 に 還 元 チ ャ レ ン ジ 助 成 金 」を 新 た に 創 設 し 、８ 団 体 へ の 交 付 を 決

定 し た 。  
 

    

Ｎｏ．４  産学官連携の充実 担当課  支え合い協働推進課 

現状と課題 

（～H30）  

産 学 官 そ れ ぞ れ が 持 つ 知 的・人 的・物 的 資 源 を 相 互 活 用 す る こ と で 、魅 力 あ る ま

ち づ く り 及 び 地 域 産 業 の 振 興 を 図 る た め 、平 成 20 年 １ 月 に 小 牧 市・小 牧 商 工 会

議 所 ・ 近 隣 ５ 大 学 に よ る 産 学 官 連 携 協 定 を 締 結 し た 。  

地 域 の 課 題 に 対 し て 、学 術 研 究 の 成 果 を 活 か し た 効 果 的 な 施 策 展 開 を 図 る と と も

に 、次 代 を 担 う 人 材 を 育 成 す る た め 、産 学 官 連 携 を 実 施 し て き た が 、そ の 連 携 事

業 数 は 若 干 減 少 し て い る 。  

取組内容  

(R1～ R4) 

こ れ ま で の 連 携 事 業 を 実 施 す る と と も に 、新 た な る 連 携 事 業 の 推 進 に 向 け て 取 り

組 む 。  

取組計画 
R1 R2 R3 R4 

実績  予定 

産 学 官 連 携  
 

   

R1 実 績  

庁 内 各 課 及 び 商 工 会 議 所 、近 隣 5 大 学 に 対 し 、翌 年 度 新 規 連 携 事 業 の 要 望 調

査 を 行 い 、 連 携 の 促 進 に 努 め た 。  

令 和 元 年 度 実 施 事 業 42 事 業 （ 継 続 41 事 業 、 新 規 1 事 業 ）  

R2 実 績  

庁 内 各 課 及 び 商 工 会 議 所 、近 隣 5 大 学 に 対 し 、翌 年 度 新 規 連 携 事 業 の 要 望 調

査 を 行 い 、 連 携 の 促 進 に 努 め た 。  

令 和 ２ 年 度 実 施 事 業 35 事 業 （ 継 続 35 事 業 ）  

  

 

 



第Ⅳ部 自治体経営編 

 

242 

 

R3 実 績  

（ R3.12 現 在 ）  

庁 内 各 課 及 び 商 工 会 議 所 、近 隣 5 大 学 に 対 し 、翌 年 度 新 規 連 携 事 業 の 要 望 調

査 を 行 い 、 連 携 の 促 進 に 努 め る 。  

ま た 、他 の 大 学 よ り 連 携 の 依 頼 が あ っ た 際 に は 、必 要 に 応 じ て 関 係 部 署 と の

調 整 を 行 う 。  

  

Ｎｏ．５  地域協議会の設立・活動支援 担当課  支え合い協働推進課 

現状と課題 

（～H30）  

地 域 協 議 会 は 8 小 学 校 区 で 設 立 さ れ 、「 学 区 防 災 訓 練 」「 地 域 ポ イ ン ト 制 度 を 活

用 し た 高 齢 者 の 生 活 支 援 」な ど の 課 題 解 決 事 業 を 実 施 し 、市 と し て も 人 的・財 政

支 援 を 行 っ て い る 。今 後 も 未 設 立 の 小 学 校 区 に 対 し て 、設 立 に 向 け 働 き か け る と

と も に 、市 が 地 域 協 議 会 を 支 援 す る 根 拠 と な る 条 例 の 制 定 も 含 め た 認 定 制 度 の 構

築 が 必 要 で あ る 。  

取組内容 

(R1～ R4) 

全 16 小 学 校 区 の 設 立 を 推 進 す る と と も に 、設 立 さ れ た 地 域 協 議 会 に 対 し て 活 動

を 支 援 す る 。ま た 、地 域 協 議 会 推 進 市 民 会 議 の 検 討 を 経 て 地 域 協 議 会 の 認 定 制 度

の 構 築 を 図 る と と も に 、地 域 協 議 会 代 表 者 会 議 を 通 じ た 地 域 協 議 会 間 の 情 報 共 有

を 図 る こ と で 活 動 の 活 性 化 を 図 る 。  

取組計画  
R1 R2 R3 R4 

実績  予定  

地 域 協 議 会 設 立 の 推 進  
 

   

地 域 協 議 会 認 定 制 度      

地 域 協 議 会 の 活 動 支 援      

R1 実 績  

平 成 30 年 度 ま で に 設 立 さ れ た 8 小 学 校 区 に 加 え 、令 和 元 年 度 に 設 立 さ れ た

桃 ヶ 丘 小 学 校 区 地 域 協 議 会 、小 牧 小 学 校 区 地 域 協 議 会 及 び 北 里 小 学 校 区 地 域

協 議 会 が 実 施 す る 事 業 に 対 し て 地 域 助 け 合 い 交 付 金 を 交 付 す る と と も に 、地

域 パ ー ト ナ ー 制 度 に よ る 職 員 の 人 的 支 援 を 行 っ た 。  

ま た 、地 域 協 議 会 推 進 市 民 会 議 を 通 じ て 地 域 協 議 会 の 設 立 推 進 や 、継 続 し た

活 動 支 援 の 根 拠 と な る 条 例 を 策 定 す る と と も に 、条 例 に 基 づ い た 認 定 制 度 の

構 築 、 及 び 制 度 方 針 等 の 見 直 し を 図 っ た 。  

未 設 立 の 小 学 校 区 に つ い て は 、三 ツ 渕 学 区 コ ミ ュ ニ テ ィ 推 進 協 議 会 に お い て

認 定 制 度 の 説 明 会 を 行 っ た り 、一 色 小 学 校 区 に お い て 設 立 準 備 委 員 会 を 設 置

し 、 設 立 に 向 け た 準 備 を 進 め た 。  
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R2 実 績  

既 存 の 11 小 学 校 区 に 加 え 、三 ツ 渕 学 区 コ ミ ュ ニ テ ィ 推 進 協 議 会 及 び 一 色 小

学 校 区 地 域 協 議 会 を 加 え た 13 小 学 校 区 の 地 域 協 議 会 を 認 定 し た 。  

地 域 協 議 会 推 進 市 民 会 議 に お い て は 、 未 設 立 の 3 小 学 校 区 に お け る 地 域 協

議 会 設 立 に 向 け た 検 討 や 、 地 域 協 議 会 の 今 後 の 活 動 の 活 性 化 や ICT の 活 用

に 向 け た 意 見 交 換 を 行 っ た 。  

R3 実 績  

（ R3.12 現 在 ）  

未 設 立 の ３ 小 学 校 区 に お い て 、設 立 に 向 け て 地 域 住 民 と 接 触 し 、機 運 の 向 上

に む け た 活 動 を 行 っ た 。  

地 域 協 議 会 推 進 市 民 会 議 に お い て 地 域 協 議 会 の 今 後 の 活 動 の 活 性 化 に 向 け

た 手 引 書 を 作 成 し 、地 域 協 議 会 に 配 布 す る と と も に 広 く 市 民 活 動 団 体 へ の 周

知 を 図 っ た 。ま た 、地 域 協 議 会 代 表 者 会 議 に お い て コ ロ ナ 禍 に お け る 協 議 会

活 動 の 推 進 に 向 け た 事 例 共 有 や 郵 便 局 、KIA な ど と の 事 業 連 携 を 見 据 え た 情

報 交 換 を 行 っ た 。  

ま た 、コ ロ ナ 禍 で の 地 域 協 議 会 で 役 立 つ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ツ ー ル を 学 ぶ 機

会 と し て 、 一 部 地 域 で 地 域 協 議 会 委 員 向 け の ス マ ホ 教 室 を 行 っ た 。  
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Ｎｏ．６  
こまき支え合いいきいきポイント制度（地

域ポイント）の推進 
担当課  支え合い協働推進課 

現状と課題 

（～H30）  

市 民 が 、地 域 で の 支 え 合 い 助 け 合 い 活 動 に 参 加 す る き っ か け づ く り と し て 、平 成

29 年 10 月 に 本 制 度 を 施 行 し た 。  

設 立 済 み の 地 域 協 議 会 に お い て 、地 域 福 祉 の 取 組 み が 協 議 さ れ る 場 で 他 市 町 の 活

動 事 例 や 制 度 の 説 明 を し 、本 制 度 を 活 用 し た 住 民 主 体 の 高 齢 者 支 援 活 動 を 推 進 し

た 。  

平 成 30 年 ６ 月 に は 篠 岡 小 学 校 区 地 域 協 議 会 が 市 内 で 最 初 の 高 齢 者 支 援 チ ー ム

「 し の お か  お た す け 隊 」を 結 成 し 、庭 の 草 取 り や 電 球 交 換 な ど の 支 援 を 行 っ た 。 

他 の 地 域 協 議 会 に 対 し 、篠 岡 小 学 校 区 の 取 組 み を 参 考 に 横 展 開 を 図 り 、地 域 ポ イ

ン ト を 活 用 し た 支 援 活 動 が 市 内 全 域 に 広 ま る よ う 、地 域 協 議 会 の 設 立 推 進 と 併 せ

て 啓 発 す る 。  

取組内容 

(R1～ R4) 

平 成 31 年 ４ 月 に 味 岡 小 学 校 区 地 域 協 議 会 が 、篠 岡 小 学 校 区 の 活 動 を 参 考 に「 あ

じ お か  お た す け 隊 」 を 結 成 し 、 地 域 ポ イ ン ト を 活 用 し て い る 。  

小 牧 原 、大 城 、本 庄 、桃 ヶ 丘 小 学 校 区 に つ い て は 既 に 福 祉 活 動 に 関 す る 協 議 が な

さ れ て い る た め 、篠 岡 小 、味 岡 小 の 取 組 み を 情 報 提 供 し 、必 要 性 や 実 現 性 を 吟 味

し た 上 で 展 開 で き る よ う 支 援 し て い く 。  

あ わ せ て 、お 互 い さ ま サ ポ ー タ ー に 対 し 、研 修 会 や 勉 強 会 等 を 実 施 し 、質 の 向 上

に 努 め る 。  

取組計画  
R1 R2 R3 R4 

実績  予定  

地 域 協 議 会 に よ る 地 域 ポ イ ン ト

の 活 用  

 
   

お 互 い さ ま サ ポ ー タ ー の 質 の 向

上 （ 支 援 範 囲 の 拡 充 ）  
    

R1 実 績  

篠 岡 小 学 校 区 地 域 協 議 会 及 び 味 岡 小 学 校 区 地 域 協 議 会 に 加 え 、小 牧 原 小 学 校

区 地 域 協 議 会 に お い て「 地 域 ポ イ ン ト を 活 用 し た 高 齢 者 等 の 生 活 支 援 」の 実

施 に 向 け て 、 支 援 内 容 の 検 討 及 び メ ン バ ー 募 集 等 の 準 備 を 進 め た 。  

大 城 、本 庄 小 学 校 区 地 域 協 議 会 に つ い て は 、他 の 協 議 会 の 活 動 事 例 を 情 報 提

供 し 、活 動 の 必 要 性 に つ い て 勉 強 会 や 検 討 会 を 開 催 し 、桃 ヶ 丘 小 学 校 区 地 域

協 議 会 に つ い て は 各 区 の 高 齢 者 サ ロ ン の 代 表 者 が 集 い 意 見 交 換 す る な ど 、３

小 学 校 区 に お い て 地 域 ポ イ ン ト の 活 用 を 含 め た 福 祉 活 動 の 展 開 に 向 け て 協

議 し た 。  
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R2 実 績  

小 牧 原 小 学 校 区 地 域 協 議 会 が 9 月 か ら 「 小 牧 原 お た す け 隊 」 を 結 成 し 、 民

生・児 童 委 員 と 情 報 共 有 し な が ら 活 動 し て い る 。本 庄 小 学 校 区 地 域 協 議 会 は  

１ ２ 月 に 福 祉 活 動 の 先 駆 け と し て「 福 祉 に 関 す る ア ン ケ ー ト 調 査 」を 学 区 内

全 世 帯 に 実 施 し 、大 城 小 学 校 区 地 域 協 議 会 も 同 様 の ア ン ケ ー ト 調 査 の 実 施 に

向 け て 検 討 し て い る 。  

令 和 3 年 度 か ら 予 定 し て い た お 互 い さ ま サ ポ ー タ ー 向 け の 研 修 を 、 交 換 説

明 会 に 参 加 す る 受 入 団 体 代 表 者 を 対 象 に 、介 護 保 険 事 業 者 に よ る 活 動 事 例 紹

介 と い う 形 で 実 施 し た 。サ ロ ン ポ イ ン ト を 活 用 し て い る サ ポ ー タ ー が 全 体 の

約 9 割 占 め て い る 現 状 か ら 、 地 域 ポ イ ン ト や 介 護 施 設 ポ イ ン ト 活 用 の 推 進

に も つ な げ る こ と を 目 的 と す る 。  

R3 実 績  

（ R3.12 現 在 ）  

本 庄 小 学 校 区 地 域 協 議 会 は 、既 に お た す け 隊 を 結 成 し て い る 篠 岡 小 学 校 区 地

域 協 議 会 と 意 見 交 換 を 行 う な ど し 、令 和 ４ 年 １ 月 に お た す け 隊 を 結 成 す る 準

備 を 進 め て い る 。大 城 小 学 校 区 地 域 協 議 会 は 、令 和 ３ 年 ５ 月 に 福 祉 活 動 の 先

駆 け と し て「 福 祉 に 関 す る ア ン ケ ー ト 調 査 」を 各 区 役 員 、民 生・ 児 童 委 員 及

び サ ロ ン 代 表 者 を 対 象 に 実 施 し た 。  

ま た 、介 護 保 険 課 が 行 う 訪 問 介 護 研 修 を 活 用 し 、地 域 ポ イ ン ト の 支 援 範 囲 の

拡 充 に 努 め て い く 。  

  

Ｎｏ．７  自治会活動等の支援 担当課  
自 治 会 支 援 室  

支え合い協働推進課 

現状と課題 

（～H30）  

住 民 自 治 の 推 進 が 図 ら れ る よ う 、地 域 の リ ー ダ ー で あ る 区 長 及 び 区 長 会 の 活 動 に

対 し て 支 援 を 行 っ た 。ま た 、地 域 の コ ミ ュ ニ テ ィ 活 動 の 拠 点 と な る 集 会 施 設 及 び

コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー に つ い て は 、指 定 管 理 者 に 管 理 運 営 を 委 託 し 、利 用 者 の 利

便 性 向 上 及 び 地 域 活 動 の 活 性 化 を 図 っ た 。  

取組内容  

(R1～ R4) 

自 治 会 活 動 マ ニ ュ ア ル の 充 実 や 区 長 を 対 象 に し た 研 修 会 を 実 施 す る な ど 自 治 会

活 動 へ の 支 援 を 行 う 。ま た 、集 会 施 設・コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー の 適 切 な 管 理 に 努

め る 。  

取組計画 
R1 R2 R3 R4 

実績  予定 

区 長 会 活 動 の 支 援  
 

   

集 会 施 設 ・ コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ

ー の 管 理  
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R1 実 績  

区 長 を 対 象 に し た 勉 強 会（ 5 月 、1 月 の 2 回 ）を 実 施 し た 。ま た 、１ １ 月 に

各 自 主 防 災 会 の 中 で 構 成 さ れ る 自 主 防 災 救 助 隊 の 先 進 地 視 察 （ 静 岡 県 焼 津

市 ） を 行 っ た 。  

集 会 施 設 は 、 屋 上 防 水 ・ 外 壁 塗 装 工 事 を 計 ３ 施 設 （ 小 針 会 館 、 小 牧 原 会 館 、

間 々 原 会 館 ）、修 繕 業 務 を 3３ 件 実 施 。維 持 管 理 費 交 付 金 に つ い て は 、99 施

設 に 対 し て 交 付 を 行 っ た 。  

ま た 、 集 会 施 設 AED 設 置 費 補 助 金 制 度 を 創 設 し 、 集 会 施 設 の 利 用 に つ い て

の 安 心 ・ 安 全 の 確 保 と 施 設 の さ ら な る 利 活 用 の 促 進 に 努 め た 。  

コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー は 、民 間 業 者 を 指 定 管 理 者 と し 、地 域 住 民 に よ り 構 成

さ れ る 運 営 協 議 会 と 連 携 し な が ら 施 設 運 営 を 行 っ た 。  

R2 実 績  

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 拡 大 防 止 の 観 点 か ら 、区 長・集 会 施 設 管 理 者 あ て

に ６ 月 １ 日 か ら の 区 行 事 等 の 取 扱 い や 集 会 施 設 の 利 用 に つ い て の 手 引 き を

配 布 、併 せ て 各 集 会 施 設 に １ ０ 本 程 度 手 指 消 毒 液 を 配 布 し 、コ ロ ナ 禍 に お け

る 区 の 活 動 支 援 を 行 っ た 。  

ま た 、年 内 に は 区 に 対 す る 新 し い 支 援 策 を 検 討 す る た め 、市 政 モ ニ タ ー や 区

長 に ア ン ケ ー ト 等 を 実 施 し た 。  

ま た 集 会 施 設 で は 、屋 上 防 水・ ト イ レ 男 女 別 化 工 事 を ３ 施 設（ 上 末 会 館 、小

木 中 会 館 、 横 内 会 館 ） 、 設 計 ・ 工 事 等 を 実 施 し た 。 修 繕 業 務 を ３ １ 件 実 施 。

維 持 管 理 費 交 付 金 に つ い て は 、 99 施 設 に 対 し て 交 付 を 行 っ た 。  

コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー は 、民 間 業 者 を 指 定 管 理 者 と し 、地 域 住 民 に よ り 構 成

さ れ る 運 営 協 議 会 と 連 携 し な が ら 施 設 運 営 を 行 っ た 。  

R3 実 績  

（ R3.12 現 在 ）  

区 長 を 対 象 に し た 勉 強 会（ ７ 月 、1 月 の 2 回 ）を 実 施 す る 。区 長 お よ び 区 役

員 等 を 対 象 に し た 区 長 会 PC 講 座 を 拡 充 し 、ス マ ホ 講 座・オ ン ラ イ ン 会 議 体

験 講 座 を 実 施 し た 。  

集 会 施 設 は 、屋 上 防 水・ト イ レ 男 女 別 化 工 事 、バ リ ア フ リ ー 化 工 事 を ３ 施 設

（ み ど り 台 会 館 、二 重 堀 会 館 、池 之 内 川 南 集 会 場 ）、年 度 内 に 完 了 す る 予 定

で 設 計 ・ 工 事 等 を 実 施 す る 。 維 持 管 理 費 交 付 金 に つ い て は 、 99 施 設 に 対 し

て 交 付 を 行 っ た 。  

コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー は 、民 間 業 者 を 指 定 管 理 者 と し 、地 域 住 民 に よ り 構 成

さ れ る 運 営 協 議 会 と 連 携 し な が ら 施 設 運 営 を 行 っ た 。  

ま た 、 南 部 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー に つ い て は 、 令 和 4 年 度 か ら 令 和 8 年 度

ま で の 指 定 管 理 者 選 定 の た め の プ ロ ポ ー ザ ル を 実 施 し 、 12 月 議 会 に て 指 定

管 理 者 の 指 定 に 関 す る 議 案 が 議 決 さ れ た 。  
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Ｎｏ．８  情報提供の充実 担当課  広 報 広 聴 課  

現状と課題 

（～H30）  

市 政 情 報 や 市 の 魅 力 の 発 信 な ど 、市 内 外 に 広 く Ｐ Ｒ す る た め 、広 報 こ ま き を は じ

め と し た 紙 媒 体 に よ る 情 報 提 供 の ほ か 、市 ホ ー ム ペ ー ジ 、SNS に よ る 情 報 発 信 、

ケ ー ブ ル テ レ ビ で の 市 政 情 報 番 組 の 放 映 な ど 、様 々 な 媒 体 を 活 用 し 、幅 広 い Ｐ Ｒ

活 動 に 努 め て い る 。  

ま だ ま だ 十 分 な 情 報 が 市 民 に 行 き 渡 っ て い な い 現 状 も あ り 、時 流 に 合 っ た 情 報 提

供 の 方 法 を 研 究・検 討 す る と と も に 、届 け た い 情 報 の タ ー ゲ ッ ト を 意 識 し た 、常

に 新 し い Ｐ Ｒ 活 動 に チ ャ レ ン ジ す る こ と も 重 要 で あ る 。  

取組内容  

(R1～ R4) 

市 民 に 市 政 情 報 を わ か り や す く 提 供 す る と と も に「 広 報 こ ま き 」、ホ ー ム ペ ー ジ 、

Ｓ Ｎ Ｓ を 組 み 合 わ せ て 、 効 果 的 に 情 報 を 発 信 す る 。  

取組計画 
R1 R2 R3 R4 

実績  予定 

広 報 こ ま き の 発 行  
 

   

ホ ー ム ペ ー ジ の 活 用      

SNS の 活 用      

R1 実 績  

4 月 に 、 小 牧 市 出 身 の タ レ ン ト 、 井 戸 田 潤 氏 に 小 牧 市 PR 隊 長 を 委 嘱 。 8

月 に は 「 小 牧 市 PR 隊 」 の イ ン ス タ グ ラ ム ア カ ウ ン ト を 開 設 し 、 イ ン ス タ

内 で PR 隊 員 10 名 を 募 集 し 、 委 嘱 し た 。 さ ら に 、 1 月 に 、 隊 長 、 隊 員 が 集

い 、 市 の PR に つ い て 考 え る ワ ー ク シ ョ ッ プ を 開 催 し た 。  

令 和 2 年 1 月 1 日 号 広 報 こ ま き か ら 新 コ ー ナ ー 「 広 報 ク イ ズ 」 を 開 始 し 、

読 者 参 加 型 の 広 報 紙 づ く り を 推 進 し た 。  

令 和 元 年 度 末 時 点 の 公 式 フ ェ イ ス ブ ッ ク の フ ォ ロ ワ ー 数 は 2,604 と な り 、

公 式 LINE ア カ ウ ン ト の 令 和 元 年 度 末 時 点 の 「 友 だ ち 」 数 は 4,340 と な っ

た 。  

R2 実 績  

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 流 行 に よ り 、 市 の ホ ー ム ペ ー ジ に 情 報 を 取 り

ま と め た 特 設 ペ ー ジ を 作 成 し 、 5 月 に は 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 に つ

い て の 広 報 こ ま き 特 別 号 を 発 行 す る と と も に 、 LINE な ど の SNS で も 積 極

的 な 情 報 提 供 を 行 っ た 。  

そ の 結 果 、 令 和 2 年 度 末 時 点 の 公 式 フ ェ イ ス ブ ッ ク の フ ォ ロ ワ ー 数 は

3,094 と な り 、 公 式 LINE ア カ ウ ン ト の 令 和 2 年 度 末 時 点 の 「 友 だ ち 」 数

は 18,357 と な っ た 。  

R3 実 績  

（ R3.12 現 在 ）  

令 和 3 年 ４ 月 よ り 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス ワ ク チ ン の 接 種 が 始 ま り 、 予 約 の 受

付 の 入 口 を 市 公 式 LINE に 設 置 し た と こ ろ LINE の 「 友 だ ち 」 数 が 大 幅 に 増

加 し た 。  

令 和 ３ 年 9 月 末 時 点 の 公 式 フ ェ イ ス ブ ッ ク の フ ォ ロ ワ ー 数 は 3,220 と な

り 、 公 式 LINE ア カ ウ ン ト の 令 和 3 年 12 月 末 時 点 の 「 友 だ ち 」 数 は

54,600 と な っ た 。  
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Ｎｏ．９  広聴機能の充実 担当課  広 報 広 聴 課  

現状と課題 

（～H30）  

市 民 ニ ー ズ に 基 づ く 市 政 を 実 現 す る た め 、ま た 市 民 の 意 見 を 聴 く 機 会 の 充 実 を 図

る た め 、 タ ウ ン ミ ー テ ィ ン グ 、 市 民 の 声 を 実 施 し た 。  

取組内容 

(R1～ R4) 

広 聴 機 能 の 充 実 の た め 、タ ウ ン ミ ー テ ィ ン グ の 実 施 や 市 民 の 声・パ ブ リ ッ ク コ メ

ン ト の 推 進 に 取 り 組 む 。  

取組計画  
R1 R2 R3 R4 

実績  予定  

タ ウ ン ミ ー テ ィ ン グ の 実 施  
 

   

市 民 の 声 ・ パ ブ リ ッ ク コ メ ン ト

の 推 進  
    

R1 実 績  

・ グ ル ー プ ワ ー ク 形 式 の タ ウ ン ミ ー テ ィ ン グ を ２ 回 、 中 学 生 ・ 高 校 生 ま ち

づ く り ス ク ー ル ミ ー テ ィ ン グ を 各 １ 回 、 計 ４ 回 開 催 し た 。  

・ 市 民 の 声 を 228 件 受 け 付 け た 。  

・ パ ブ リ ッ ク コ メ ン ト に つ い て は 12 件 実 施 し 、 計 59 件 の 意 見 を い た だ

い た 。  

R2 実 績  

・ 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 拡 大 防 止 の 観 点 か ら 、 ウ ェ ブ 会 議 シ ス テ ム

「 ZOOM」 を 活 用 し 、 オ ン ラ イ ン タ ウ ン ミ ー テ ィ ン グ を ２ 回 (対 象 ： 中 学

生 保 護 者 、 保 育 園 児 保 護 者 )、 高 校 生 ま ち づ く り ス ク ー ル ミ ー テ ィ ン グ を

1 回 開 催 し た 。  

・ 市 民 の 声 を ３ ９ ５ 件 受 け 付 け た 。  

・ パ ブ リ ッ ク コ メ ン ト に つ い て は 10 件 実 施 し 、 計 27 件 の 意 見 を い た だ

い た 。  

R3 実 績  

（ R3.12 現 在 ）  

・ 中 学 生 ま ち づ く り ス ク ー ル ミ ー テ ィ ン グ を 1 回 開 催 し た 。  

・ パ ブ リ ッ ク コ メ ン ト の ホ ー ム ペ ー ジ 掲 載 時 、 メ ー ル 提 出 用 の 意 見 提 出 フ

ォ ー ム を 埋 め 込 ん だ 専 用 テ ン プ レ ー ト を 利 用 す る こ と と し 、 あ わ せ て 、

LINE に よ り 周 知 を 図 る こ と と し た 。  

・ 市 民 の 声 に つ い て は 引 き 続 き 推 進 に 取 り 組 ん で い く 。  
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Ｎｏ．１０  審議会等の市民参画の推進 担当課  行 政 改 革 課  

現状と課題 

（～H30）  

平 成 27～ 28 年 度 に か け 、 要 綱 等 に 基 づ き 設 置 し て い る 審 議 会 等 に つ い て 、 全

庁 的 に 位 置 付 け を 見 直 し 、条 例 設 置 に よ る「 附 属 機 関 」と そ れ 以 外 の「 附 属 機 関

に 準 ず る 機 関 」 へ 整 理 を 行 っ た 。  

「 小 牧 市 審 議 会 等 設 置 及 び 運 営 指 針 」に 基 づ き 、審 議 会 等 の 公 募 委 員 の 登 用 に 取

り 組 ん で き た が 、会 議 の 性 質 上 、公 募 に な じ ま な い 会 議 も あ り 公 募 委 員 の 登 用 率

は 伸 び 悩 ん で い る 一 方 で 、近 年 の 市 政 へ の 市 民 参 加 に つ い て は 、パ ブ リ ッ ク コ メ

ン ト 制 度 や ワ ー ク シ ョ ッ プ 手 法 な ど が 活 用 さ れ て お り 、多 様 な 市 民 参 加 形 式 の 中

で の 審 議 会 等 の あ り 方 に つ い て 整 理 す る 必 要 が あ る 。  

取組内容  

(R1～ R4) 

市 政 へ の 市 民 参 加 を 促 進 し 、透 明 で 開 か れ た 市 政 を 推 進 す る た め 、他 自 治 体 の 取

組 事 例 を 調 査 し 、登 用 率 の 向 上 策 や 他 の 市 民 参 加 手 法 の 活 用 状 況 、審 議 会 等 の あ

り 方 に つ い て 検 討 し 、 「 小 牧 市 審 議 会 等 設 置 及 び 運 営 指 針 」 の 見 直 し を 行 う 。  

取組計画 
R1 R2 R3 R4 

実績  予定 

小 牧 市 審 議 会 等 設 置 及 び 運 営 指

針 の 見 直 し  

 
   

R1 実 績  
令 和 元 年 ５ 月 に 、 審 議 会 等 の 一 覧 及 び 委 員 名 簿 を と り ま と め 、 公 募 委 員 及

び 女 性 委 員 の 積 極 的 な 登 用 な ど に 努 め る よ う に 各 課 に 通 知 し た 。  

R2 実 績  

令 和 ２ 年 ６ 月 に 、 審 議 会 等 の 一 覧 及 び 委 員 名 簿 を と り ま と め 、 公 募 委 員 及

び 女 性 委 員 の 積 極 的 な 登 用 な ど に 努 め る よ う に 各 課 に 通 知 し た 。  

ま た 、 「 小 牧 市 審 議 会 等 設 置 及 び 運 営 指 針 」 の 見 直 し を 図 る た め 、 他 自 治

体 へ の 調 査 を 行 う 準 備 を 進 め た 。  

R3 実 績  

（ R3.12 現 在 ）  

市 政 へ の 市 民 参 加 促 進 に つ い て 、 他 自 治 体 の 取 組 事 例 を 参 考 に 「 小 牧 市 審

議 会 等 設 置 及 び 運 営 指 針 」 の 見 直 し の 検 討 を 進 め て い る 。  

  

Ｎｏ．１１  情報公開の推進 担当課  総 務 課  

現状と課題 

（～H30）  

公 開 会 議 の 開 催 案 内 及 び 会 議 録 を ホ ー ム ペ ー ジ 等 に 掲 載 し て い る が 、会 議 録 の 公

開 が 速 や か に 行 わ れ て い な い も の が あ る 。  

平 成 24 年 9 月 か ら は 、 告 示 ・ 公 告 を ホ ー ム ペ ー ジ に 掲 載 す る こ と と し た 。  

取組内容  

(R1～ R4) 

全 庁 的 な 周 知 、 研 修 等 を 実 施 し 、 速 や か な ホ ー ム ペ ー ジ へ の 掲 載 に 努 め る な ど 、

行 政 の 透 明 化 を 図 る た め に 情 報 の 公 開 を 一 層 推 進 さ せ る 。  

取組計画 
R1 R2 R3 R4 

実績  予定 

公 開 会 議 の 開 催 案 内 及 び 会 議 録

の ホ ー ム ペ ー ジ 等 へ の 掲 載  

 
   

告 示 及 び 公 告 の ホ ー ム ペ ー ジ へ

の 掲 載  
    

 

 



第Ⅳ部 自治体経営編 

 

250 

 

R1 実 績  

会 議 の 公 開 件 数 138 件 （ う ち 会 議 録 の 公 開 済 み 件 数 134 件 ）  

公 開 会 議 の 会 議 録 の 速 や か な 公 表 を 促 し て い る 。  

令 和 2 年 2 月 に 、 情 報 公 開 及 び 個 人 情 報 保 護 に 関 す る 基 礎 研 修 を 開 催 し 、

職 員 34 人 が 参 加 し た 。  

告 示 、 公 告 し た も の を ホ ー ム ペ ー ジ へ 掲 載 し た 。  

R2 実 績  

会 議 の 公 開 件 数 80 件 （ う ち 会 議 録 の 公 開 済 み 件 数 78 件 ）  

公 開 会 議 の 会 議 録 の 速 や か な 公 表 を 促 し て い る 。  

令 和 3 年 １ 月 に 、 個 人 情 報 保 護 に 関 す る 職 員 研 修 を 開 催 し 、 職 員 29 人 が

参 加 し た 。  

告 示 、 公 告 し た も の を ホ ー ム ペ ー ジ へ 掲 載 し た 。  

R3 実 績  

（ R3.12 現 在 ）  

会 議 の 公 開 件 数 72 件 （ う ち 会 議 録 の 公 開 済 み 件 数 70 件 ） （ R3.12 月

末 ）  

公 開 会 議 の 会 議 録 の 速 や か な 公 表 を 促 し て い る 。  

告 示 、 公 告 し た も の を ホ ー ム ペ ー ジ へ 掲 載 し た 。  

  

Ｎｏ．１２  オープンデータの整備・拡充 担当課  行 政 改 革 課  

現状と課題 

（～ R1）  

平 成 26 年 よ り オ ー プ ン デ ー タ の 推 進 に 取 り 組 ん で き た 。各 課 よ り オ ー プ ン デ ー

タ と し て 公 開 可 能 な デ ー タ を 提 出 し て も ら い 、 小 牧 市 公 式 Ｈ Ｐ に 公 開 し て い る 。 

し か し 、公 開 し て い る デ ー タ 形 式 が 、国 の 指 定 す る 推 奨 デ ー タ セ ッ ト の 標 準 フ ォ

ー マ ッ ト で は な い こ と 、公 開 し て い る デ ー タ 数 が 少 な い こ と 及 び 公 開 頻 度 が 低 い

こ と が 課 題 と し て 挙 げ ら れ る 。  

ま た 、 公 開 し た デ ー タ の 利 用 を 促 進 す る 必 要 が あ る 。  

取組内容 

(R2～ R4) 

オ ー プ ン デ ー タ 推 進 に よ る 市 政 の 透 明 性 の 向 上 や 経 済 活 性 化 、市 民 や 地 域 コ ミ ュ

ニ テ ィ と 一 体 と な り 地 域 課 題 を 解 決 す る 取 組 み を 推 進 す る た め に「 小 牧 市 オ ー プ

ン デ ー タ 推 進 に 関 す る 基 本 方 針 」を 策 定 し た 。庁 内 へ の オ ー プ ン デ ー タ 推 進 に 関

す る 取 組 み を 周 知 し 、公 開 デ ー タ の 拡 充 、標 準 フ ォ ー マ ッ ト へ の 対 応 及 び 定 期 的

な デ ー タ の 更 新 を 実 施 す る 。  

取組計画  
R1 R2 R3 R4 

実績  予定  

オ ー プ ン デ ー タ の 公 開  
 

   

オ ー プ ン デ ー タ の 整 備 ・ 拡 充      

オ ー プ ン デ ー タ の 利 用 促 進      
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R2 実 績  
令 和 2 年 12 月 に 「 小 牧 市 オ ー プ ン デ ー タ 推 進 に 関 す る 基 本 方 針 」 を 策 定

し 施 行 し た 。 庁 内 の 公 開 可 能 な デ ー タ の 洗 い 出 し を 実 施 し た 。  

R3 実 績  

（ R3.12 現 在 ）  

市 公 式 ホ ー ム ペ ー ジ に オ ー プ ン デ ー タ ラ イ ブ ラ リ と し て 17８ 件 の オ ー プ ン

デ ー タ を 公 開 し た 。 ま た 、 写 真 ラ イ ブ ラ リ と し て 114 件 の 写 真 を 公 開 し

た 。  

令 和 3 年 11 月 に オ ー プ ン デ ー タ 研 修 を 実 施 し た 。  

オ ー プ ン デ ー タ の 掲 載 年 月 日 を 記 載 し た 。  

  

Ｎｏ．１３  
個人番号カード（マイナンバーカード）の

普及・各種サービスの利便性向上 
担当課  

秘 書 政 策 課  

市民窓口課（各支所） 

関 係 課  

現状と課題 

（～H30）  

こ れ ま で 、住 民 票 の 写 し な ど の 各 種 証 明 書 を コ ン ビ ニ エ ン ス ス ト ア 等 で 交 付 す る

サ ー ビ ス を 導 入 し 、 平 成 30 年 4 月 か ら コ ン ビ ニ 交 付 手 数 料 を 窓 口 交 付 手 数 料

の 半 額 の 100 円 に 引 き 下 げ た 。 ま た カ ー ド 交 付 促 進 の た め 、 窓 口 で 写 真 の 無 料

撮 影 を 含 め た マ イ ナ ン バ ー カ ー ド の 申 請 補 助 を 行 っ て い る 。  

マ イ ナ ン バ ー カ ー ド を 健 康 保 険 証 と し て 利 用 す る こ と が 予 定 さ れ て い る こ と 等

か ら 、 さ ら な る 交 付 促 進 が 必 要 と な る 。  

取組内容 

(R1～ R4) 

個 人 番 号 カ ー ド （ マ イ ナ ン バ ー カ ー ド ） の 多 目 的 利 用 に 向 け た 調 査 検 討 を 行 う 。

公 共 施 設 の 利 用 カ ー ド と し て の 利 用 に つ い て 導 入 の 検 討 を 進 め る 。  

国 の 消 費 活 性 化 策 に 対 応 し た 市 民 の マ イ ナ ポ イ ン ト 予 約 ・ 申 込 支 援 を 行 う 。  

企 業 等 へ 出 向 き マ イ ナ ン バ ー カ ー ド の 申 請 受 付 を 行 う 。  

マ イ ナ ン バ ー カ ー ド の 申 請 時 来 庁 方 式 （ 本 人 限 定 郵 便 で 受 け 取 る 方 式 ） を 行 う 。 

マ イ ナ ン バ ー カ ー ド 交 付 円 滑 化 計 画 に 基 づ き 令 和 4 年 度 中 に ほ と ん ど の 住 民 が

マ イ ナ ン バ ー カ ー ド を 保 有 で き る よ う に 普 及 促 進 を 行 っ て い く 。  

取組計画 
R1 R2 R3 R4 

実績  予定 

カ ー ド の 多 目 的 利 用  
 

   

消 費 活 性 化 策 へ の 対 応      

マ イ ナ ン バ ー カ ー ド の 出 張 申 請

受 付 の 実 施  
    

申 請 時 来 庁 方 式 の 導 入      
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R1 実 績  

マ イ ナ ン バ ー カ ー ド の 多 目 的 利 用 を 進 め る た め 、プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム を 設 置

し 、 調 査 研 究 を 行 っ た 。 令 和 2 年 3 月 よ り 、 小 牧 市 民 病 院 に お い て マ イ ナ

ン バ ー カ ー ド の 診 察 券 利 用 を 開 始 し た 。  

８ 月 か ら マ イ ナ ン バ ー カ ー ド の 交 付 方 法 と し て 「 交 付 時 来 庁 方 式 」 に 加 え 、

「 申 請 時 来 庁 方 式 」 を 導 入 し た 。  

マ イ ナ ン バ ー カ ー ド の 小 牧 市 民 病 院 の 診 察 券 と し て 利 用 登 録 及 び 開 始 時 期

に 合 わ せ 、 市 民 病 院 で の 出 張 申 請 受 付 を 行 っ た （ 計 ７ 日 、 １ ４ ９ 名 ） 。  

令 和 ２ 年 度 か ら 企 業 等 へ の マ イ ナ ン バ ー カ ー ド 出 張 申 請 受 付 を 開 始 す る た

め 、 市 内 事 業 所 １ ２ ７ 社 へ 事 前 周 知 と ア ン ケ ー ト を 行 っ た 。  

R2 実 績  

令 和 3 年 3 月 の 新 図 書 館 開 館 に 合 わ せ 、 マ イ ナ ン バ ー カ ー ド を 図 書 貸 出 券

と し て 利 用 で き る よ う に し た 。  

国 の 消 費 活 性 化 策 で あ る マ イ ナ ポ イ ン ト 事 業 の 実 施 に 関 し て 、支 所 及 び 市 役

所 本 庁 舎 1 階 の マ イ ナ ン バ ー カ ー ド 申 請 受 付 特 設 ブ ー ス に て 市 民 の マ イ ナ

ポ イ ン ト 予 約 と 申 込 み 支 援 を 行 っ た 。  

商 業 施 設 や 市 公 共 施 設 、市 内 小 中 学 校 等 へ 職 員 が 出 向 き 、マ イ ナ ン バ ー カ ー

ド の 「 出 張 申 請 受 付 」 を 行 っ た （ 延 べ 21 回 、 計 553 名 ） 。  

マ イ ナ ン バ ー カ ー ド の よ り 円 滑 な 交 付 の た め 、８ 月 か ら 支 所 に お い て 、毎 月

第 ４ 日 曜 日 の 午 前 中 に 交 付 臨 時 窓 口 を 開 設 し た 。  

（ 令 和 ２ 年 度 交 付 枚 数 22,529 枚 、 交 付 率 32.14％ ）  

R3 実 績  

（ R3.12 現 在 ）  

国 の 消 費 活 性 化 策 で あ る マ イ ナ ポ イ ン ト 事 業 の 実 施 に 関 し て 、支 所 及 び 市 役

所 本 庁 舎 1 階 の マ イ ナ ン バ ー カ ー ド 申 請 受 付 特 設 ブ ー ス に て 市 民 の マ イ ナ

ポ イ ン ト 申 込 み 支 援 を 行 っ た 。ま た 、支 所 及 び 本 庁 保 険 医 療 課 に て マ イ ナ ン

バ ー カ ー ド の 保 険 証 利 用 登 録 支 援 を 行 っ た 。  

市 中 央 図 書 館 や こ ま き こ ど も 未 来 館 、老 人 福 祉 セ ン タ ー 等 人 の 集 ま る 場 所 に

て マ イ ナ ン バ ー カ ー ド の 「 出 張 申 請 受 付 」 を 行 っ た （ 延 べ 16 回 、 計 285

名 ） 。  

マ イ ナ ン バ ー カ ー ド の 円 滑 な 交 付 の た め 、１ ０ 月 ま で 支 所 に お け る 交 付 臨 時

窓 口（ 月 １ 回 ）を 行 っ た 。ま た 受 取 希 望 の 多 か っ た ６ ～ ７ 月 に 本 庁 に て 木 曜

日 の 時 間 外 と 土 曜 日 に 交 付 臨 時 窓 口 を 行 っ た （ 延 べ ６ 回 ） 。  

８ 月 下 旬 か ら 開 庁 時 間 以 外 で も 申 請・受 取 の 予 約 が で き る イ ン タ ー ネ ッ ト 予

約 受 付 を 開 始 し た 。  
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Ｎｏ．１４  自動応答システムの導入 担当課  広 報 広 聴 課  

現状と課題 

（～H30）  

市 民 か ら の 問 合 せ は 、日 々 多 く 寄 せ ら れ て い る が 、受 付 時 間 は 市 役 所 の 開 庁 時 間

に 限 ら れ て い る 。一 方 、仕 事 な ど で 開 庁 時 間 に 問 合 せ が で き な い 市 民 も 少 な く な

い 。こ の よ う な 状 況 に 対 し て 、市 で は ホ ー ム ペ ー ジ の 内 容 を 充 実 さ せ る 等 、対 応

を 行 っ て い る も の の 、掲 載 さ れ て い る 多 く の 情 報 か ら 市 民 が 必 要 と す る 情 報 に た

ど り 着 く こ と が 容 易 で は な い 状 況 も あ る 。  

取組内容  

(R1～ R4) 

AI 技 術 を 活 用 し た 自 動 応 答 シ ス テ ム を 導 入 し 、市 民 が ２ ４ 時 間 ３ ６ ５ 日 、い つ で

も 気 軽 に 問 合 せ が で き る 環 境 を つ く り 、 市 民 サ ー ビ ス の 向 上 を 図 る 。  

取組計画 
R1 R2 R3 R4 

実績  予定 

自 動 応 答 シ ス テ ム の 導 入  
 

   

R1 実 績  

令 和 元 年 11 月 に 自 動 応 答 シ ス テ ム を 導 入 し 、 「 こ ま き 山 コ ン シ ェ ル ジ ュ

サ ー ビ ス 」 と し て 試 行 運 用 を 開 始 し た 。 導 入 当 初 の 主 な 取 扱 内 容 は 、 「 住

民 票 ・ 戸 籍 ・ マ イ ナ ン バ ー カ ー ド 等 の 市 民 窓 口 業 務 」 と 「 ご み に つ い て 」

と し た 。  

R2 実 績  

運 用 の 中 で 日 常 的 に 対 応 ロ グ を チ ェ ッ ク し 、 必 要 に 応 じ て 随 時 Ｆ Ａ Ｑ の 追

加 ・ 修 正 な ど を す る こ と で 、 利 便 性 の 向 上 に 努 め た 。  

ま た 、 画 面 表 示 の 見 や す さ や 検 索 内 容 の 追 加 等 、 シ ス テ ム の リ ニ ュ ー ア ル

を 行 っ た 。  

R3 実 績  

（ R3.12 現 在 ）  

運 用 の 中 で 日 常 的 に 対 応 ロ グ を チ ェ ッ ク し 、 必 要 に 応 じ て 随 時 Ｆ Ａ Ｑ の 追

加 ・ 修 正 な ど を す る こ と で 、 利 便 性 の 向 上 に 努 め た 。  

ま た 、 愛 知 県 が 共 同 で 調 達 し て い る 自 動 応 答 シ ス テ ム に つ い て 、 小 牧 市 で

の 導 入 の 可 能 性 に つ い て 調 査 研 究 を 進 め て い る 。  

  

Ｎｏ．１５  
市民レポートシステム「まちレポこまき」

の運用 
担当課  広 報 広 聴 課  

現状と課題 

（～H30）  

道 路 の 陥 没 な ど 地 域 の 課 題 に つ い て 、市 民 か ら 情 報 提 供 い た だ く 新 た な シ ス テ ム

の 導 入 に 向 け 、 調 査 ・ 研 究 を 進 め 、 検 討 を 行 っ た 。  

取組内容  

(R1～ R4) 

令 和 元 年 ７ 月 よ り 、 LINE を 活 用 し た 市 民 レ ポ ー ト シ ス テ ム 「 ま ち レ ポ こ ま き 」

の 運 用 を 開 始 し 、 道 路 の 不 具 合 に お い て 、 市 民 か ら の 情 報 提 供 を 受 け 対 応 す る 。 

取組計画 
R1 R2 R3 R4 

実績  予定 

市 民 レ ポ ー ト シ ス テ ム 「 ま ち レ

ポ こ ま き 」 の 運 用  

 
   

R1 実 績  

令 和 元 年 ７ 月 に 「 道 路 の 不 具 合 」 を 対 象 に 、 Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ を 活 用 し た 「 ま ち レ

ポ こ ま き 」 の 試 行 運 用 を 開 始 し た 。  

試 行 運 用 開 始 か ら 年 度 末 ま で に 、 44 件 の 案 件 を 受 理 し た 。  
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R2 実 績  

「 ま ち レ ポ こ ま き 」 の 試 行 運 用 に お け る 検 証 結 果 を ま と め る と と も に 、 ６

月 に は 情 報 提 供 対 象 を 増 や す 目 的 で 各 課 照 会 を 行 い 、 本 格 実 施 に 向 け 検 討

を 行 っ た 。  

８ 月 か ら 、 道 路 の 不 具 合 に 、 「 ガ ー ド レ ー ル 」 「 街 路 灯 」 「 公 園 の 遊 具 」

の 不 具 合 を 加 え 、 本 格 運 用 を 開 始 し 、 そ の 周 知 に 努 め た 。  

R3 実 績  

（ R3.12 現 在 ）  

「 ま ち レ ポ こ ま き 」 の 情 報 提 供 項 目 を 増 や す た め 、 ４ 月 に 各 課 照 会 を 行

い 、 ５ 月 か ら 「 違 反 屋 外 広 告 物 」 を 追 加 し た 。  

「 ま ち レ ポ こ ま き 」 の さ ら な る 利 用 促 進 や 、 正 し い 使 い 方 を PR す る た

め 、 LINE で 不 具 合 を 通 報 す る 際 の 「 ま ち レ ポ こ ま き 」 の 使 い 方 や 操 作 方 法

な ど を 、 ケ ー ブ ル テ レ ビ を 活 用 し 、 広 く 啓 発 し た 。  

  

Ｎｏ．１６  施設予約システムの改善 担当課  
文化・スポーツ課 

関 係 課  

現状と課題 

（～H30）  

市 内 の 文 化 施 設 、 体 育 施 設 等 に 端 末 40 台 を 設 置 し 、 利 用 者 の 身 近 な 施 設 で 施

設 予 約 が で き る よ う に し て い る 。  

イ ン タ ー ネ ッ ト 上 で 、 施 設 の 予 約 状 況 を 確 認 で き る が 、 予 約 は で き な い 仕 様 と

な っ て い る 。  

令 和 元 年 10 月 に 、リ ー ス 満 了 に 伴 う シ ス テ ム 機 器 の 更 新 に あ わ せ て 、現 行 シ ス

テ ム の 更 新 を 行 っ た 。  

取組内容 

(R1～ R4) 

シ ス テ ム 機 器 の 次 回 更 新 時 期 を 念 頭 に 、キ ャ ッ シ ュ レ ス 決 済 や イ ン タ ー ネ ッ ト 予

約 等 に 対 応 し た 新 予 約 シ ス テ ム の 導 入 を 検 討 す る 。  

取組計画  
R1 R2 R3 R4 

実績  予定  

料 金 支 払 い 方 法 の 見 直 し  
 

   

新 施 設 予 約 シ ス テ ム の 導 入      

施 設 予 約 ル ー ル の 見 直 し      

新 施 設 予 約 シ ス テ ム の 構 築      

R1 実 績  

小 牧 市 に お け る 現 行 シ ス テ ム の 課 題 整 理 を 行 っ た 。  

ま た 、 愛 知 県 シ ス テ ム に 加 え 、 施 設 予 約 シ ス テ ム を 導 入 し て い る 他 の 自 治

体 に 聞 き 取 り 等 を し 、 小 牧 市 に 最 適 な シ ス テ ム の 検 討 を 行 っ た 。  
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R2 実 績  

施 設 利 用 者 の 利 便 性 を 高 め る た め 、 施 設 予 約 端 末 を 所 有 す る 施 設 も 交 え 、

使 用 料 の 支 払 い 方 法 等 に つ い て 、 運 用 上 の 課 題 ・ 対 応 等 の 検 討 を 行 っ た 。  

ま た 、 小 牧 市 デ ジ タ ル イ ノ ベ ー シ ョ ン 推 進 委 員 会 作 業 部 会 （ 公 共 施 設 予 約

シ ス テ ム チ ー ム ） に て キ ャ ッ シ ュ レ ス 決 済 や イ ン タ ー ネ ッ ト 予 約 等 の 機 能

の 検 討 を は じ め 、 新 施 設 予 約 シ ス テ ム 導 入 に 向 け 、 必 要 な 機 能 の 精 査 を 行

っ た 。  

R3 実 績  

（ R3.12 現 在 ）  

小 牧 市 デ ジ タ ル イ ノ ベ ー シ ョ ン 推 進 委 員 会 作 業 部 会 （ 公 共 施 設 予 約 シ ス テ

ム チ ー ム ） を 開 催 し 、 キ ャ ッ シ ュ レ ス 決 済 や イ ン タ ー ネ ッ ト 予 約 等 の 機 能

の 検 討 を は じ め 、 新 施 設 予 約 シ ス テ ム 導 入 に 向 け 、 必 要 な 機 能 、 運 用 の 精

査 を 行 っ た 。 令 和 ５ 年 １ 月 の 稼 働 を 目 指 し 、 令 和 ４ 年 ２ 月 上 旬 に 構 築 業 務

委 託 契 約 が で き る よ う 、 プ ロ ポ ー ザ ル を 行 う 。  

  

Ｎｏ．１７  窓口業務の改善 担当課  

行 政 改 革 課  

市民窓口課（各支所） 

関 係 課  

現状と課題 

（～H30）  

平 成 29 年 度 よ り 順 次 、市 民 課 証 明 等 発 行 窓 口 や 異 動 窓 口 で の 取 扱 業 務 を 拡 充 し

た 。  

平 成 30 年 10 月 よ り 、 市 民 の 利 便 性 の 向 上 と 本 庁 舎 の 混 雑 の 緩 和 を 図 る た め 、

篠 岡 支 所 に お け る 取 扱 業 務 を 拡 充 す る と と も に 、同 年 度 末 よ り 繁 忙 期 の 臨 時 窓 口

の 開 設 や 月 1 回 の 休 日 窓 口 を 実 施 し た 。  

今 後 も 様 々 な 手 段 に よ り 、窓 口 業 務 の 手 続 き の 簡 素 化 や 迅 速 化 な ど 利 便 性 の 向 上

を 推 進 す る 必 要 が あ る 。  

取組内容  

(R1～ R4) 

日 曜 日 の 休 日 窓 口 の 開 庁 日 時 を 拡 充 す る と と も に 、 取 扱 業 務 の 拡 充 を 検 討 す る 。 

お く や み コ ー ナ ー（ 死 亡 に 伴 う 各 種 手 続 き を 行 う ワ ン ス ト ッ プ 窓 口 ）の 開 設 、さ

ら な る 支 所 窓 口 業 務 の 拡 充 を 実 施 す る ほ か 、窓 口 業 務 の 改 善 に 継 続 的 に 取 り 組 み

市 民 の 利 便 性 向 上 を 図 る 。  

取組計画 
R1 R2 R3 R4 

実績  予定 

窓 口 業 務 の 改 善  
 

   

お く や み コ ー ナ ー の 開 設      

味 岡 支 所 ・ 北 里 支 所 窓 口 業 務 の

拡 充  
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R1 実 績  

平 成 3１ 年 4 月 よ り 、市 民 の 利 便 性 の 向 上 を 図 る た め 、年 末 年 始 を 除 く 毎 週

日 曜 日 に 住 民 異 動 届 や 市 税 等 の 収 納 等 の 取 扱 業 務 を 拡 充 し 休 日 窓 口 を 実 施

し た 。主 な 取 扱 件 数 と し て 住 民 異 動 届 出 が １ ，３ ９ ５ 件 、証 明 書 発 行 が １ ５ ，

１ ９ ８ 件 、 市 税 等 の 収 納 が １ ， １ ０ ０ 件 で あ っ た 。  

ま た 、 お く や み コ ー ナ ー 開 設 に 向 け 、 先 進 地 視 察 （ 大 分 県 別 府 市 及 び 兵 庫

県 三 田 市 ） に よ り ノ ウ ハ ウ や 資 料 の 提 供 を 受 け た 後 、 庁 内 の 関 係 部 署 と 連

携 し て 対 象 業 務 の 整 理 や 運 用 方 針 の 検 討 を 行 う な ど 準 備 を 進 め た 。  

さ ら に 、 篠 岡 支 所 で の 取 扱 業 務 の 拡 充 実 績 を 踏 ま え 、 味 岡 支 所 ・ 北 里 支 所

で も 国 民 年 金 、 国 民 健 康 保 険 、 後 期 高 齢 者 医 療 、 子 ど も 医 療 、 児 童 手 当 の

手 続 き が で き る よ う 、 関 係 各 課 と 調 整 し 、 人 員 配 置 、 フ ロ ア 配 置 及 び シ ス

テ ム 改 修 な ど 業 務 実 施 体 制 や 費 用 に つ い て 検 討 を 行 っ た 。  

R2 実 績  

お く や み コ ー ナ ー は 、試 行 期 間 を 経 て 令 和 2 年 10 月 か ら 事 前 予 約 制 で 受 付

を 開 始 し た 。あ わ せ て 、遺 族 の 方 が 死 亡 届 提 出 後 に 必 要 と な る 手 続 き に つ い

て ま と め た 「 お く や み ハ ン ド ブ ッ ク 」 を 作 成 し 、 配 布 を 開 始 し た 。  

ま た 、令 和 ２ 年 10 月 よ り 、市 民 の 利 便 性 の 向 上 と 本 庁 舎 の 混 雑 の 緩 和 を 図

る た め 、北 里 ・ 味 岡 支 所 に お け る 取 扱 業 務（ 国 民 年 金 、国 民 健 康 保 険 、後 期

高 齢 者 医 療 、 子 ど も 医 療 、 児 童 手 当 ） を 拡 充 し た 。  

本 庁 舎 １ 階 の 窓 口 呼 出 し シ ス テ ム の 更 新 に 向 け た 検 討 を 行 っ た 。  

R3 実 績  

（ R3.12 現 在 ）  

本 庁 舎 １ 階 の 窓 口 呼 出 し シ ス テ ム の 更 新 の た め に 、 プ ロ ポ ー ザ ル を 実 施 し 、

業 者 を 決 定 し た 。令 和 ４ 年 ２ 月 よ り 、新 た な 呼 出 し シ ス テ ム を 導 入 す る 事 に

よ り 、 案 内 掲 示 板 や WEB 上 で 待 ち 人 数 が 確 認 で き る な ど 、 市 民 の 利 便 性 の

向 上 を 図 る 。  

令 和 ４ 年 ２ 月 か ら ～ 書 か ず に 簡 単 ら く ら く 窓 口 ～『 こ ま き ス マ ー ト 窓 口 』の

実 施 を 予 定 し て い る 。「 こ ま き ス マ ー ト 窓 口 」で は 証 明 発 行 や 住 民 異 動 等 の

窓 口 に お い て 、職 員 が 利 用 者 の 本 人 確 認 を し た う え で 用 件 を 聞 き 取 り 専 用 シ

ス テ ム か ら 申 請 書 等 を 作 成 す る た め 、利 用 者 が 申 請 書 等 に ほ と ん ど 記 載 す る

こ と な く 手 続 き が で き る 。「 こ ま き ス マ ー ト 窓 口 」の 導 入 に よ り 、市 民 の 手

続 き に か か る 負 担 や 時 間 を 軽 減 す る こ と が で き る 。  
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Ｎｏ．１８  オンライン手続きの拡充 担当課  行 政 改 革 課  

現状と課題 

（～ R1）  

こ れ ま で も 転 出 届 や 上 下 水 道 使 用 中 止 届 な ど の 窓 口 サ ー ビ ス と し て 行 っ て い る

各 種 手 続 き に つ い て 、 あ い ち 電 子 申 請 ・ 届 出 シ ス テ ム を 利 用 し 、 PC や ス マ ー ト

フ ォ ン の イ ン タ ー ネ ッ ト を 通 じ て 、行 政 手 続 の 受 付・申 込 を 行 っ て い る が 、新 型

コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 拡 大 防 止 の 観 点 か ら 、非 対 面・非 接 触・ペ ー パ ー レ ス で 完 結

で き る 仕 組 み が 必 要 で あ る 。  

取組内容  

(R2～ R4) 

国 の 動 向 を 注 視 し つ つ 各 種 手 続 き に つ い て 、受 付・申 込 か ら 決 済 、受 け 取 り ま で

完 了 で き る よ う な オ ン ラ イ ン 上 で の 手 続 き の 拡 充 に 向 け た 環 境 整 備 を 進 め る 。  

取組計画 
R1 R2 R3 R4 

実績  予定 

オ ン ラ イ ン 申 請 （ あ い ち 電 子 申

請 ・ 届 出 シ ス テ ム ）  

 
   

行 政 手 続 等 に お け る 押 印 の 廃 止      

オ ン ラ イ ン 上 で の 手 続 き の 拡 充      

R2 実 績  

令 和 ３ 年 １ 月 １ 日 か ら 、法 令 や 国・県 の 制 度 等 に よ り 押 印 を 必 要 と す る 手 続

を 除 く 約 2,000 種 類 に つ い て 押 印 を 廃 止 し た 。  

非 対 面・非 接 触・ペ ー パ ー レ ス が 可 能 と な る オ ン ラ イ ン 上 で の 手 続 き の 拡 充

に 向 け 、 情 報 収 集 を 行 っ た 。  

R３ 実 績  

（ R３ .12 現 在 ）  

本 市 に お け る 行 政 手 続 き の オ ン ラ イ ン 化 実 施 方 針 を 取 り 決 め 、行 政 手 続 き の

棚 卸 し を 行 う と と も に 、オ ン ラ イ ン 上 で の 手 続 き の 拡 充 を 検 討 し 、５ 月 か ら

こ ど も 政 策 課 で「 児 童 ク ラ ブ 休 会 届 」「 児 童 ク ラ ブ 退 会 届 」「 児 童 ク ラ ブ 加

入 期 間 変 更 届 」の オ ン ラ イ ン 受 付 を 開 始 し 、８ 月 か ら 市 民 窓 口 課 で「 マ イ ナ

ン バ ー カ ー ド 受 取 ・ 申 請 イ ン タ ー ネ ッ ト 予 約 」 を 始 め た 。  

ま た 、全 庁 的 に 行 政 手 続 き の オ ン ラ イ ン 化 を 進 め る た め 、条 例 や 規 則 の 改 正

お よ び 要 綱 制 定 を 行 う た め に 準 備 を 進 め て い る 。  

な お 、国 の 動 向 を 踏 ま え る 必 要 が あ る 手 続 き に つ い て は 、国 の オ ン ラ イ ン 化

の ス ケ ジ ュ ー ル に 沿 っ て 、 関 係 課 と 連 携 を 図 り な が ら 拡 充 を 進 め て い く 。  

さ ら に 、 来 年 度 よ り 、 子 育 て 世 代 包 括 支 援 セ ン タ ー で 「 産 後 ケ ア 事 業 申 請 」

「 低 体 重 児 届 出 」「 こ ま き 妊 娠 Ｓ Ｏ Ｓ 」の オ ン ラ イ ン 化 お よ び 、こ ど も 政 策

課 で「 児 童 ク ラ ブ 加 入 申 込 」「 児 童 ク ラ ブ 費 用 減 免 申 請 」を オ ン ラ イ ン 上 で

手 続 き が 行 え る よ う 担 当 課 と 調 整 し て 進 め て い る 。  
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Ｎｏ．１９  指定管理者制度、民間移管の活用 担当課  行 政 改 革 課  

現状と課題 

（～H30）  

「 小 牧 市 指 定 管 理 者 制 度 に 関 す る 指 針 」 を 適 宜 見 直 す と と も に 、 指 針 に 基 づ き 、

指 定 管 理 者 制 度 の 適 正 な 活 用 に 取 り 組 ん で き た 結 果 、 平 成 ３ １ 年 ４ 月 １ 日 現 在 、

公 の 施 設 352 施 設 の う ち 、118 施 設 に 指 定 管 理 者 制 度 を 導 入 し た 。（ う ち 公 募

は １ ４ 施 設 ）  

ま た 、保 育 園 に つ い て は 、延 長 保 育 や 休 日 保 育 な ど 多 様 な 保 育 ニ ー ズ に 対 応 し な

が ら 民 間 移 管 を 進 め た 。  

取組内容 

(R1～ R4) 

民 間 活 力 の 導 入 に よ る サ ー ビ ス の 向 上 を 図 る た め 、指 定 管 理 者 制 度 を 活 用 し な が

ら 、 制 度 の 効 果 的 か つ 円 滑 な 運 用 に 向 け て 指 針 の 見 直 し を 随 時 行 う 。  

ま た 、制 度 導 入 か ら １ ０ 年 以 上 が 経 過 し 、施 設 の 適 切 な 管 理 運 営 が 継 続 で き る よ

う モ ニ タ リ ン グ 手 法 の 改 善 に 向 け た 検 討 を 行 う 。  

取組計画  
R1 R2 R3 R4 

実績  予定  

指 定 管 理 者 制 度 に 関 す る 指 針 の

見 直 し  

 
   

モ ニ タ リ ン グ 手 法 の 改 善      

R1 実 績  

平 成 ３ １ 年 ４ 月 現 在 、 指 定 管 理 者 制 度 導 入 施 設 は 118 施 設 （ う ち 、 公 募 選

定 14 施 設 ） 。  

平 成 ３ １ 年 ４ 月 ２ ５ 日 よ り 小 牧 山 城 史 跡 情 報 館（ れ き し る こ ま き ）に つ い て 、

任 意 指 定 に よ る 管 理 運 営 を 開 始 し た 。  

モ ニ タ リ ン グ の 改 善 に 向 け て 施 設 利 用 者 の 満 足 度 が よ り 分 か り や す く 集 計

で き る よ う ア ン ケ ー ト 様 式 の 改 善 を 行 っ た 。  

R2 実 績  

令 和 ２ 年 ４ 月 現 在 、 指 定 管 理 者 制 度 導 入 施 設 は 118 施 設 （ う ち 、 公 募 選 定

14 施 設 ） 。  

ま た 、 令 和 ２ 年 ９ 月 １ 日 よ り こ ま き 市 民 交 流 テ ラ ス に つ い て 、 任 意 指 定 に

よ る 管 理 運 営 を 開 始 し た 。  

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 感 染 拡 大 防 止 に 伴 う 指 定 管 理 者 制 度 導 入 施 設

の 様 々 な 対 応 に 係 る 指 定 管 理 料 の 精 算 の 考 え 方 （ 返 還 対 象 ） に つ い て 、 全

庁 的 に 整 理 を 行 い 各 施 設 の 状 況 に あ わ せ て 対 応 し た 。  

R３ 実 績  

（ R３ .12 現 在 ）  

令 和 ３ 年 ４ 月 現 在 、 指 定 管 理 者 制 度 導 入 施 設 は １ １ ９ 施 設 （ う ち 、 公 募 選

定 14 施 設 ） 。  

よ り 適 切 な モ ニ タ リ ン グ 手 法 の 実 施 を 図 る た め の 検 討 を 行 っ て い る 。  
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Ｎｏ．２０  民間委託、連携の推進 担当課  行 政 改 革 課  

現状と課題 

（～H30）  

「 民 間 委 託 推 進 計 画（ 平 成 25～ 30 年 度 ）」を も と に 、新 た な 対 象 業 務 を 追 加 し

な が ら 、ご み 収 集 業 務 、東 部 学 校 給 食 セ ン タ ー の 調 理 及 び 配 膳 業 務 等 の 民 間 委 託

を 実 施 す る と と も に 、平 成 30 年 4 月 か ら は 、ク リ ー ン セ ン タ ー（ し 尿 及 び し 尿

浄 化 槽 汚 泥 の 処 理 施 設 ） の 長 期 包 括 施 設 管 理 委 託 業 務 を 開 始 し た 。  

取組内容  

(R1～ R4) 

限 ら れ た 人 材 で 様 々 な 業 務 に 効 果 的・効 率 的 に 対 応 す る た め 、今 後 も「 民 間 委 託

の 推 進 に 関 す る 指 針 」に 基 づ き 、市 民 サ ー ビ ス の 向 上 や 経 費 削 減 等 の 費 用 対 効 果

を 見 極 め な が ら 業 務 の 委 託 を 進 め る 。  

ま た 、必 要 に 応 じ て 民 間 事 業 者 と の 対 話（ サ ウ ン デ ィ ン グ 調 査 ）な ど の 効 果 的 な

事 業 実 施 に 向 け た 連 携 を 行 う 。  

取組計画 
R1 R2 R3 R4 

実績  予定 

指 針 に 基 づ く 新 規 委 託 の 検 討   
 

  

R1 実 績  
平 成 ３ １ 年 4 月 か ら 障 が い 福 祉 課 で 定 型 的 な 申 請 受 付 及 び 内 部 事 務 の 業 務

に つ い て 民 間 委 託 を 開 始 し た 。  

R2 実 績  
令 和 ２ 年 10 月 か ら 保 険 医 療 課 医 療 係 の 窓 口 業 務 （ 福 祉 医 療 、 後 期 高 齢 者

医 療 等 ） に つ い て 民 間 委 託 を 開 始 し た 。  

R３ 実 績  

（ R３ .12 現 在 ）  

令 和 ３ 年 度 は 、 「 民 間 委 託 の 推 進 に 関 す る 指 針 」 に 基 づ く 新 規 委 託 を 行 っ

て い な い 。  
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Ｎｏ．２１  定員管理の適正化及び多様な人材の確保 担当課  人 事 課  

現状と課題 

（～H30）  

こ れ ま で も 定 員 管 理 の 適 正 化 を 進 め て き た 中 で 、引 き 続 き 、定 員 管 理 の 適 正 化 を

進 め る と と も に 、少 数 精 鋭 な が ら も 市 民 サ ー ビ ス の 維 持・向 上 を 図 る た め に 多 様

な 人 材 を 確 保 ・ 活 用 す る 必 要 が あ る 。  

ま た 、 令 和 2 年 度 か ら 開 始 す る 会 計 年 度 任 用 職 員 の 適 切 な 活 用 も 含 め て 検 討 す

る 必 要 が あ る 。  

取組内容 

(R1～ R4) 

簡 素 で 効 率 的 な 行 財 政 運 営 を 行 う た め に 、職 員 数 の 適 正 な 管 理 と 会 計 年 度 任 用 職

員 を 含 め た 適 正 な 職 員 配 置 を 進 め て い く 。  

ま た 、効 率 的 で 質 の 高 い 行 財 政 運 営 を 展 開 す る 上 で 、必 要 と な る 人 材 を 確 保 す る

た め に 、キ ャ リ ア や 経 験 を 重 視 し た 社 会 人 採 用 や 専 門 的 知 識 を 保 有 し た 人 材 の 採

用 を 行 う 。  

取組計画  
R1 R2 R3 R4 

実績  予定  

職 員 配 置 の 適 正 化  実 施     

社 会 人 採 用 の 実 施      

任 期 付 職 員 の 採 用      

R1 実 績  

キ ャ リ ア や 経 験 を 重 視 し た 、 民 間 企 業 等 職 務 経 験 者 の 採 用 試 験 を 実 施 す る

と 共 に 採 用 が 困 難 な 土 木 技 師 な ど 専 門 職 の 採 用 が 可 能 と な る よ う 、 そ の 試

験 を 統 一 試 験 よ り 前 に 実 施 し た 。 な お 、 保 育 士 に つ い て 採 用 予 定 数 を 下 回

っ た た め 、 ２ 月 に 追 加 募 集 を 実 施 し た 。 ま た 、 育 児 休 業 の 職 員 の 代 替 と し

て の 一 般 任 期 付 職 員 の 採 用 試 験 を 行 っ た 。  

R2 実 績  

令 和 ２ 年 度 は 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 に よ り 、 採 用 困 難 な 土 木 職 や 保

育 士 の 採 用 試 験 を 先 行 し て 実 施 で き な か っ た も の の 、 民 間 企 業 等 職 務 経 験

者 の 採 用 試 験 を 行 う と 共 に 、 9 月 及 び １ １ 月 に 土 木 職 な ど の 追 加 募 集 を 実

施 し 、 専 門 職 の 採 用 予 定 数 の 確 保 に 取 り 組 ん だ 。 ま た 、 育 児 休 業 の 職 員 の

代 替 と し て の 一 般 任 期 付 職 員 の 採 用 試 験 を 行 っ た 。  

R３ 実 績  

（ R３ .12 現 在 ）  

令 和 ３ 年 度 は 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 も あ っ た が 、 採 用 困 難 な 土 木

職 、 保 育 士 、 保 健 師 の 採 用 試 験 を 先 行 し て ５ 月 に 実 施 し た 。 ま た 、 民 間 企

業 等 職 務 経 験 者 の 採 用 試 験 を 行 う と 共 に 、 令 和 ３ 年 度 か ら 新 た に 保 育 士 経

験 者 の 採 用 枠 を 設 け 即 戦 力 と な る 職 員 の 確 保 に 努 め た 。 １ １ 月 に は 土 木 職

や 保 育 士 な ど の 追 加 募 集 を 実 施 し 、 専 門 職 の 採 用 予 定 数 の 確 保 に 取 り 組 ん

だ 。 ま た 、 令 和 ３ 年 度 は 、 育 児 休 業 の 職 員 の 代 替 と し て の 一 般 任 期 付 職 員

の 採 用 試 験 を １ １ 月 の 一 般 職 の 追 加 募 集 に 併 せ て 行 っ た 。  
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Ｎｏ．２２  柔軟な職員体制・配置 担当課  人 事 課  

現状と課題 

（～H30）  

年 度 単 位 を 基 本 と し た 、行 政 活 動 に あ わ せ た 職 員 配 置 を 基 本 に 、人 事 異 動 等 を 実

施 し て い る が 、社 会 情 勢 の 変 化 や 行 政 需 要 の 急 速 な 拡 大 に 迅 速 か つ 柔 軟 に 対 応 す

る 必 要 が あ る 。  

取組内容  

(R1～ R4) 

引 き 続 き 、行 政 運 営 の 効 率 化 及 び 円 滑 化 並 び に 迅 速 化 を 図 る た め に 、年 度 途 中 の

人 事 異 動 や 、 職 員 の 流 動 的 配 置 な ど 柔 軟 で 機 能 的 な 職 員 配 置 制 度 を 活 用 す る 。  

取組計画 
R1 R2 R3 R4 

実績  予定 

年 度 途 中 の 人 事 異 動      

流 動 的 配 置 制 度 の 活 用      

R1 実 績  

令 和 元 年 度 に つ い て は 例 年 7 月 に 実 施 し て い る 主 に 窓 口 部 門 の 繁 忙 期 を 避

け た 異 動 を 8 月 1 日 の 旧 都 市 建 設 部 の 組 織 改 正 に 伴 う 人 事 異 動 と 併 せ て 実

施 し た 。 ま た 、 業 務 の 繁 閑 に 対 応 す る た め に 、 職 員 の 流 動 的 配 置 (地 域 活 性

化 営 業 部 1 名 、 市 民 生 活 部 ３ 名 、 こ ど も 未 来 部 1 名 、 旧 都 市 建 設 部 2 名 )

を 実 施 し た 。  

R2 実 績  

令 和 2 年 度 に つ い て は 、 4 月 の 定 期 人 事 異 動 は 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響

に よ り 最 小 限 の 異 動 と な っ た 。 そ の 後 、 5 月 1 日 に は 特 別 定 額 給 付 金 支 給

事 務 に 伴 う 人 事 異 動 を 、 7 月 1 日 に は ４ 月 の 人 事 異 動 を 補 う 人 事 異 動 を 行

っ た 。  

さ ら に 、 10 月 に は 職 員 の 欠 員 に 対 応 す る た め の 人 事 異 動 を 行 い 、 12 月 に

は 多 世 代 交 流 プ ラ ザ の 供 用 開 始 に 向 け て 人 事 異 動 を 行 っ た 。  

ま た 、 業 務 の 繁 閑 に 対 応 す る た め に 、 職 員 の 流 動 的 配 置 (総 務 部 ２ 名 、 地 域

活 性 化 営 業 部 １ 名 、 健 康 生 き が い 支 え 合 い 推 進 部 １ 名 、 都 市 政 策 部 ３ 名 )を

実 施 し 、 市 民 サ ー ビ ス の 維 持 ・ 向 上 に 対 応 す る 職 員 配 置 を 行 っ た 。  

R３ 実 績  

（ R３ .12 現 在 ）  

令 和 ３ 年 度 に つ い て は 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス ワ ク チ ン 接 種 推 進 室 の 体 制 強

化 を 図 る た め 、 事 業 の 進 捗 状 況 を 踏 ま え な が ら 職 員 の 兼 務 発 令 な ど を 年 度

途 中 に 実 施 し (6 月 に 2 回 、 9 月 )、 ７ 月 に は 例 年 実 施 し て い る 窓 口 部 門 の

繁 忙 期 を 避 け た 異 動 を 実 施 す る と と も に 、 １ ２ 月 に は ワ ク チ ン 接 種 推 進 室

の さ ら な る 体 制 強 化 を 図 る た め に ３ 名 の 専 任 職 員 の 増 員 を 行 っ た 。 ま た 、

業 務 の 繁 閑 に 対 応 す る た め に 、 職 員 の 流 動 的 配 置 (総 務 部 １ 名 、 福 祉 部 ２

名 )を 実 施 し た 。  
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Ｎｏ．２３  人事評価制度の推進 担当課  人 事 課  

現状と課題 

（～H30）  

平 成 ２ ０ 年 度 に 人 事 評 価 制 度 を 本 格 導 入 し 、平 成 ２ １ 年 度 か ら 評 価 結 果 を 管 理 職

に 反 映 。 平 成 ２ ４ 年 度 か ら は 主 査 以 上 の 役 職 者 へ 反 映 し た 。  

取組内容 

(R1～ R4) 

引 き 続 き 給 与 水 準 の 適 正 化 に 努 め る と と も に 、 行 政 サ ー ビ ス の 一 層 の 向 上 に 向

け 、職 員 の モ チ ベ ー シ ョ ン 向 上 や 成 長 を 図 る た め 、引 き 続 き 人 事 評 価 制 度 の 改 善

を 施 し な が ら 推 進 す る 。  

取組計画  
R1 R2 R3 R4 

実績  予定  

給 与 水 準 の 適 正 化  
 

   

人 事 評 価 制 度 の 運 用      

R1 実 績  

主 査 級 以 上 の 役 職 者 ３ ０ ７ 人 に 対 し て 人 事 評 価 結 果 を 勤 勉 手 当 に 反 映 さ せ

た 。 引 き 続 き 、 ５ ５ 歳 を 超 え る 職 員 に つ い て 昇 給 停 止 を 行 う と と も に 、 人

事 評 価 結 果 を 昇 給 に 反 映 さ せ た 。 人 事 院 勧 告 に 基 づ き 、 給 与 改 定 を 行 い 適

正 化 に 努 め た 。  

R2 実 績  

主 査 級 以 上 の 役 職 者 ３ １ ２ 人 に 対 し て 人 事 評 価 結 果 を 勤 勉 手 当 に 反 映 さ せ

た 。 引 き 続 き 、 ５ ５ 歳 を 超 え る 職 員 に つ い て 昇 給 停 止 を 行 う と と も に 、 人

事 評 価 結 果 を 昇 給 に 反 映 さ せ た 。 人 事 院 勧 告 に 基 づ き 、 給 与 改 定 を 行 い 適

正 化 に 努 め た 。  

R３ 実 績  

（ R３ .12 現 在 ）  

主 査 級 以 上 の 役 職 者 ４ ０ ７ 人 に 対 し て 人 事 評 価 結 果 を 勤 勉 手 当 に 反 映 さ せ

た 。 引 き 続 き 、 ５ ５ 歳 を 超 え る 職 員 に つ い て 昇 給 停 止 を 行 う と と も に 、 人

事 評 価 結 果 を 昇 給 に 反 映 さ せ た 。 ま た 、 今 後 、 ハ ラ ス メ ン ト の 根 絶 に 向 け

た 提 言 書 を 踏 ま え 、 人 事 評 価 制 度 の 見 直 し に つ い て 検 討 を 進 め て い く 。  

  

Ｎｏ．２４  人材育成方針、行動規範の策定・推進 担当課  人 事 課  

現状と課題 

（～H30）  

現 在 の 人 材 育 成 基 本 方 針 は 策 定 か ら 15 年 近 く が 経 過 し 、こ れ か ら の 時 代 に 対 応

し た 人 材 育 成 方 針 や 行 動 規 範 の 策 定 が 必 要 と な っ て い る 。  

取組内容 

(R1～ R4) 

高 度・多 様 化 す る 市 民 要 望 に 応 え る た め に 、こ れ か ら の 時 代 に 対 応 し た 人 材 育 成

方 針 と 職 員 の 行 動 規 範 を 策 定 す る 。  

取組計画  
R1 R2 R3 R4 

実績  予定  

人 材 育 成 方 針 の 策 定 ・ 運 用  
  

  

行 動 規 範 の 策 定 ・ 運 用  
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R1 実 績  

他 自 治 体 に お け る 人 材 育 成 基 本 方 針 の 策 定 内 容 や 運 用 状 況 な ど に つ い て 調

査 を 行 う 。 ま た 、 職 員 の 行 動 規 範 に つ い て 他 市 の 事 例 に つ い て 調 査 を 行

う 。  

R2 実 績  
引 き 続 き 他 自 治 体 の 基 本 方 針 も 参 考 に 、 こ れ か ら の 時 代 に 対 応 し た 人 材 育

成 基 本 方 針 と す る た め 、 従 来 の 基 本 方 針 の 一 部 改 正 の 準 備 を 進 め た 。  

R３ 実 績  

（ R３ .12 現 在 ）  

人 材 育 成 基 本 方 針 の 改 正 を 検 討 す る に あ た っ て 、 現 在 、 本 市 が 力 を 入 れ て

い る 職 場 ハ ラ ス メ ン ト の 根 絶 や コ ン プ ラ イ ア ン ス 意 識 の 向 上 な ど 、 時 代 に

即 し た 内 容 に 改 め る 必 要 が あ る 。 ま た 、 職 員 に 求 め ら れ る 内 容 を 示 し た 行

動 規 範 と 連 携 を 図 る 必 要 が あ り 、 こ れ ら を 総 合 的 に 体 系 化 す る た め 、 令 和

４ 年 度 に 人 材 育 成 基 本 方 針 の 改 定 を 検 討 す る 。  

  

Ｎｏ．２５  ハラスメント防止体制の強化 担当課  人 事 課  

現状と課題 

（～H30）  

平 成 30 年 ４ 月 か ら ハ ラ ス メ ン ト の 防 止 及 び 排 除 の た め 、行 政 経 営 課 内 に 、職 員

向 け に「 相 談 苦 情 処 理 窓 口 」を 設 置 し 、職 場 等 の ハ ラ ス メ ン ト の 相 談 を 受 け て い

る 。相 談 窓 口 に つ い て は 、職 員 に 対 し て 周 知 し 、利 用 し や す い 環 境 づ く り に 努 め

る 必 要 が あ る 。  

取組内容  

(R1～ R4) 

職 場 等 に お け る ハ ラ ス メ ン ト を 防 止 す る た め 、研 修 を 実 施 す る 。ま た 、職 員 が 職

場 等 に お け る ハ ラ ス メ ン ト の 疑 い や 、強 い ス ト レ ス を 受 け た 場 合 に は 、人 事 課 に

設 置 す る ハ ラ ス メ ン ト 相 談 窓 口 を 利 用 し て も ら う 。  

取組計画 
R1 R2 R3 R4 

実績  予定 

ハ ラ ス メ ン ト 防 止 研 修 の 実 施  
 

   

ハ ラ ス メ ン ト 相 談 窓 口 の 設 置 ・

活 用  
    

R1 実 績  

ハ ラ ス メ ン ト の 防 止 及 び 排 除 の た め に 職 員 の 相 談 窓 口 を 設 置 し 、 ４ 件 の 相

談 が あ っ た 。 さ ら に 、 相 談 窓 口 の 存 在 や そ の 内 容 に つ い て 職 員 に 対 す る 周

知 を 行 う た め 、 リ ー フ レ ッ ト を 作 成 し 、 正 規 職 員 、 非 常 勤 職 員 を 含 め 全 職

員 に 対 し て 配 布 を 行 っ た 。 ま た 、 職 員 に 対 し て 職 場 等 に お け る ハ ラ ス メ ン

ト の 防 止 及 び 排 除 の た め 、 す べ て の 課 長 職 及 び 係 長 職 を 対 象 に 令 和 2 年 1

月 に 職 員 研 修 を 実 施 し た 。  
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R2 実 績  

相 談 苦 情 処 理 窓 口 の 名 称 を 「 ハ ラ ス メ ン ト 相 談 窓 口 」 に 変 更 し た 。  

引 き 続 き 、 新 規 採 用 職 員 な ど に 、 職 員 向 け の ハ ラ ス メ ン ト 相 談 窓 口 の リ ー

フ レ ッ ト を 配 布 し 、 職 場 等 の ハ ラ ス メ ン ト の 相 談 に つ い て 周 知 し た 。 令 和

２ 年 度 は 、 ８ 件 の 相 談 を 受 け る 。 ま た 、 職 員 に 対 し て 職 場 等 に お け る ハ ラ

ス メ ン ト の 防 止 及 び 排 除 の た め 、 主 に 新 任 課 長 職 及 び 新 任 係 長 職 と 一 定 年

数 を 経 過 し た 職 員 な ど を 対 象 に 職 員 研 修 を 行 っ た 。  

ハ ラ ス メ ン ト を 根 絶 し 、 職 員 が 快 適 に 働 く こ と が で き る 職 場 環 境 を 実 現 す

る た め に 必 要 な 取 組 に つ い て 検 討 す る た め 、 ハ ラ ス メ ン ト 根 絶 等 推 進 特 別

チ ー ム を 設 置 し 、 検 討 会 議 を 開 催 し た 。  

R３ 実 績  

（ R３ .12 現 在 ）  

令 和 ２ 年 度 に 設 置 し た ハ ラ ス メ ン ト 根 絶 等 推 進 特 別 チ ー ム に お い て 、 令 和

２ 年 １ ２ 月 末 か ら ９ 回 に わ た り ハ ラ ス メ ン ト 根 絶 に 向 け た 検 討 会 議 を 開 催

し 、 １ ０ 月 末 に 特 別 チ ー ム か ら 市 長 に 提 言 を 行 っ た 。 提 言 内 容 の 実 施 に 向

け て 、 提 言 と 併 せ て 提 出 さ れ た ハ ラ ス メ ン ト 防 止 要 綱 の 一 部 改 正 案 と 、 ハ

ラ ス メ ン ト 防 止 指 針 案 の 内 容 に つ い て 、 １ ２ 月 に 全 職 員 を 対 象 に パ ブ リ ッ

ク コ メ ン ト を 実 施 し た と こ ろ で あ り 、 寄 せ ら れ た 意 見 の と り ま と め を 進 め

て い る 。 ま た 、 ７ 月 を 「 ハ ラ ス メ ン ト 根 絶 強 化 月 間 」 と 定 め 全 職 員 を 対 象

に 動 画 配 信 研 修 な ど を 実 施 す る と と も に 、 １ １ 月 に 部 長 、 次 長 、 課 長 、 係

長 な ど の 管 理 監 督 者 に 加 え 、 主 査 及 び 主 任 を 対 象 に ハ ラ ス メ ン ト 防 止 研 修

を 実 施 し た 。  

  

Ｎｏ．２６  職員研修制度の充実 担当課  人 事 課  

現状と課題 

（～H30）  

自 ら 考 え な が ら 研 修 が 受 講 で き る よ う 選 択 型 研 修 や 資 格 取 得 支 援 制 度 の 導 入 、自

主 研 究 グ ル ー プ な ど 自 学 型 研 修 の 充 実 を 図 っ た 。多 様 化・専 門 化 す る 市 民 ニ ー ズ

等 に 対 応 す る た め 、職 員 に 求 め ら れ る 能 力 が 高 度 化・専 門 化 す る と と も に 、研 修

内 容 も 時 代 に 適 応 し た も の へ と 見 直 す 必 要 が あ る 。  

取組内容 

(R1～ R4) 

高 度 化 多 様 化 す る 市 民 要 望 に 応 え る た め に 、高 度 な 専 門 知 識・技 能・実 務 を 習 得

さ せ る と と も に 、自 ら 学 習 す る 自 学 の プ ロ セ ス を 支 援 す る 。研 修 委 員 会 等 で の 意

見 を 踏 ま え 、他 自 治 体 等 の 研 修 内 容 も 参 考 に 専 門 研 修 、実 務 研 修 な ど 研 修 メ ニ ュ

ー の 充 実 や 、 研 修 制 度 の 一 部 見 直 し 等 を 実 施 す る 。  

取組計画  
R1 R2 R3 R4 

実績  予定  

派 遣 研 修 の 充 実（ 国 、県 、他 自 治

体 、 専 門 研 修 機 関 ）  

 
   

自 学 型 研 修 の 充 実      

研 修 メ ニ ュ ー 、 制 度 の 充 実      
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R1 実 績  

派 遣 研 修 と し て 国 に 2 名 、 愛 知 県 に 3 名 、 自 治 大 学 校 に 課 長 職 1 名 、 係 長

職 1 名 を 専 門 研 修 機 関 に 派 遣 し 、 高 度 な 専 門 知 識 ・ 実 務 経 験 な ど の 習 得 を

図 っ た 。 ま た 、 通 信 教 育 制 度 な ど の 研 修 を 引 き 続 き 行 う と と も に 、 研 修 制

度 に つ い て は 、 特 に 職 場 ハ ラ ス メ ン ト の 防 止 及 び 排 除 に 向 け て 、 新 任 課 長

職 及 び 新 任 係 長 職 を 対 象 に 新 た に 研 修 メ ニ ュ ー に 追 加 し た 。  

R2 実 績  

令 和 元 年 度 と 同 様 、 国 に 2 名 、 愛 知 県 に 3 名 の 職 員 を 派 遣 し て い る が 、 新

型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 に よ り 、 自 治 大 学 校 へ の 市 職 員 派 遣 は 中 止 と し

た 。 ま た 、 通 信 教 育 制 度 と 資 格 取 得 補 助 制 度 に つ い て は 、 当 初 公 募 を 行 う

が 予 定 人 数 よ り 少 な か っ た こ と か ら 追 加 募 集 を 実 施 し 、 受 講 を 促 し た 。  

R３ 実 績  

（ R３ .12 現 在 ）  

派 遣 研 修 と し て は 国 に 2 名 、 愛 知 県 に ２ 名 、 地 方 公 共 団 体 情 報 シ ス テ ム 機

構 に １ 名 の 職 員 を 派 遣 し て い る 。 令 和 ３ 年 度 は 自 治 大 学 校 へ １ 名 の 派 遣 を

実 施 し た 。 ま た 、 研 修 計 画 に つ い て 、 研 修 委 員 会 に お い て 研 修 内 容 や 開 催

回 数 な ど の 見 直 し を 検 討 し た 。 ま た 、 令 和 ４ 年 度 に デ ジ タ ル 庁 に 職 員 を １

名 派 遣 す る た め の 庁 内 公 募 を 実 施 し た 。  

  

Ｎｏ．２７  ワーク・ライフ・バランスの推進 担当課  人 事 課  

現状と課題 

（～H30）  

行 政 需 要 の 多 様 化 や 国 や 県 か ら の 権 限 移 譲 に 伴 い 、 市 が 担 う 業 務 が 増 加 す る 中 、

20 時 退 庁 や 夏 季 朝 型 勤 務 制 度 な ど に 取 り 組 ん で き た が 、 引 き 続 き ワ ー ク ・ ラ イ

フ ・ バ ラ ン ス を 推 進 し 職 員 の モ チ ベ ー シ ョ ン を 向 上 さ せ る 等 の 必 要 が あ る 。  

取組内容  

(R1～ R4) 

20 時 退 庁 や 夏 季 朝 型 勤 務 制 度 な ど ワ ー ク ・ ラ イ フ ・ バ ラ ン ス の 推 進 を 継 続 し 生

産 性 を 高 め な が ら 時 間 外 勤 務 を 縮 減 し 、 職 員 が 意 欲 的 ・ 効 率 的 に 働 く 職 場 風 土

を 醸 成 す る 。  

テ レ ワ ー ク の 活 用 に つ い て は 、 ま ず は 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 拡 大 防 止 の 三 密

（ 密 閉 ・ 密 集 ・ 密 接 ） 解 消 の 緊 急 対 応 と し て 実 施 す る 。  

取組計画 
R1 R2 R3 R4 

実績  予定 

20 時 退 庁 、時 差 出 勤 制 度 の 運 用  
 

   

R1 実 績  

ワ ー ク ・ ラ イ フ ・ バ ラ ン ス の 推 進 を 継 続 し 、 時 間 外 勤 務 の 縮 減 を 図 る た

め 、 引 き 続 き 20 時 退 庁 と 朝 型 勤 務 制 度 を 実 施 す る と と も に 、 多 様 な 働 き

方 を 目 指 し た 新 た な 取 組 み と し て 、 令 和 2 年 2 月 か ら 夕 型 勤 務 制 度 を 試 行

し た 。  
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R2 実 績  

ワ ー ク ・ ラ イ フ ・ バ ラ ン ス の 推 進 を 継 続 し 、 時 間 外 勤 務 の 縮 減 を 図 る た

め 、 引 き 続 き 20 時 退 庁 に つ い て 実 施 し た 。 ま た 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の

影 響 に よ り 通 勤 時 の 密 集 緩 和 を 図 る た め 、 4 月 末 か ら 朝 型 勤 務 制 度 と 夕 型

勤 務 制 度 を 同 時 に 行 い 、 6 月 か ら は 両 制 度 を 時 差 出 勤 制 度 と し て 一 本 化

し 、 通 年 利 用 可 能 と な る よ う 制 度 化 を 行 っ た 。  

令 和 ２ 年 ４ 月 に 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 拡 大 防 止 の た め 、 勤 務 場 所 内 に

お け る 職 員 密 度 を 下 げ 、 ま た 、 業 務 停 止 の 事 態 を 避 け る た め 、 出 勤 と テ レ

ワ ー ク （ 在 宅 勤 務 又 は サ テ ラ イ ト オ フ ィ ス 勤 務 ） を 隔 日 で 実 施 す る よ う 取

り 組 ん だ 。  

R３ 実 績  

（ R３ .12 現 在 ）  

令 和 ３ 年 度 に お い て も 、 ワ ー ク ・ ラ イ フ ・ バ ラ ン ス の 推 進 を 継 続 し 、 時 間

外 勤 務 の 縮 減 を 図 る た め 、 引 き 続 き 20 時 退 庁 に つ い て 実 施 す る と と も

に 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 対 策 と し て 、 通 勤 時 の 密 集 緩 和 を 図 る た

め 、 時 差 出 勤 制 度 を 実 施 し た 。 時 差 出 勤 と 併 せ て 、 勤 務 場 所 内 に お け る 職

員 密 度 を 下 げ 、 業 務 停 止 の 事 態 を 避 け る た め 、 引 き 続 き テ レ ワ ー ク (在 宅 勤

務 又 は サ テ ラ イ ト オ フ ィ ス 勤 務 )に 取 り 組 ん だ 。  
 

Ｎｏ．２８  職員の接遇能力の向上 担当課  人 事 課  

現状と課題  

（～H30）  

市 民 に 親 し ま れ 信 頼 さ れ る 職 員 と な る よ う に 、若 手 職 員 を 中 心 に 職 員 の 接 遇 応 対

の 向 上 を 図 っ て き た 。引 き 続 き ア ン ケ ー ト 調 査 な ど を も と に 来 庁 者 の 満 足 度 を 高

め 、市 民 サ ー ビ ス の 向 上 を 図 る と と も に 、市 役 所 に 対 す る 信 頼 感 や 親 し み や す さ

を 醸 成 す る 必 要 が あ る 。  

取組内容  

(R1～ R4) 

職 員 研 修 の ほ か 日 常 業 務 に よ り コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 や 接 遇 能 力 を 高 め る と

と も に 、引 き 続 き 職 員 に よ る 接 遇 応 対 の 向 上 を 図 る 活 動 を 実 施 し 、市 民 の 満 足 度

を 高 め る 。  

取組計画 
R1 R2 R3 R4 

実績  予定  

さ わ や か 応 対 推 進 グ ル ー プ に よ

る 啓 発 活 動  

 
   

職 員 研 修      

R1 実 績  

年 度 当 初 に 新 規 採 用 職 員 や 臨 時 嘱 託 職 員 を 対 象 に 接 遇 研 修 を 実 施 し 、 職 員

の 接 遇 能 力 の 向 上 を 図 っ た 。 ま た 、 さ わ や か 応 対 推 進 グ ル ー プ に よ り 、 年

2 回 (5 月 ・ 11 月 )の 接 遇 応 対 に 関 す る キ ャ ン ペ ー ン を 実 施 し 、 職 員 に 対 し

て 接 遇 に 関 す る 意 識 啓 発 を 行 い 、 市 民 サ ー ビ ス の 向 上 を 目 指 し た 。  
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R2 実 績  

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 に よ り 、 年 度 当 初 に 予 定 し て い た 接 遇 研 修 を 中

止 と し た 。 ま た 、 さ わ や か 応 対 推 進 グ ル ー プ の 活 動 に つ い て は 、 接 遇 応 対

に 関 す る キ ャ ン ペ ー ン を 中 止 と し た が 、 あ い さ つ 運 動 を 始 め と す る 今 後 の

活 動 や 職 員 の 身 だ し な み に 関 す る 基 準 な ど に つ い て 検 討 を 行 っ た 。  

R３ 実 績  

（ R３ .12 現 在 ）  

５ 月 に 接 遇 研 修 を 実 施 し 、 職 員 の 接 遇 能 力 の 向 上 を 図 っ た 。 ま た 、 さ わ や

か 応 対 推 進 グ ル ー プ の 活 動 に つ い て は 年 ２ 回 (５ 月 ・ １ １ 月 )の 接 遇 応 対 に

関 す る キ ャ ン ペ ー ン を 実 施 す る と と も に 、 職 員 の 身 だ し な み に 関 す る 基 準

な ど 接 遇 向 上 に つ な が る 資 料 を ま と め た 「 さ わ や か 応 対 ガ イ ド ブ ッ ク 」 を

更 新 し 、 職 員 に 周 知 す る と と も に 市 民 サ ー ビ ス の 向 上 を 目 指 し た 。  

ま た 、 公 務 員 と し て 品 位 を 損 な わ ず 、 節 度 あ る 服 装 の 範 囲 内 に お い て 、 働

き や す く 業 務 能 率 を 高 め る こ と で 市 民 サ ー ビ ス の 向 上 に つ な げ る こ と を 目

指 し て 、 一 年 を 通 じ て ノ ー ネ ク タ イ や ス ニ ー カ ー （ 運 動 靴 ） で の 勤 務 を 可

能 と す る 「 ス マ ー ト ビ ズ 」 を 導 入 し た 。  

  

Ｎｏ．２９  創造性・機動性の高い組織体制の整備 担当課  行 政 改 革 課  

現状と課題 

（～H30）  

平 成 26 年 度 以 降 、第 ６ 次 小 牧 市 総 合 計 画 新 基 本 計 画 に あ わ せ 、創 造 性・ 機 動 性

の 高 い 組 織 の 構 築 に 向 け て 組 織 改 正 を 行 う と と も に 、そ の 後 も 新 た な 行 政 課 題 に

迅 速 に 対 応 す る た め 所 掌 事 務 の 見 直 し や 組 織 改 正 を 行 っ た 。  

ま ち づ く り 推 進 計 画 の 内 容 に 基 づ い た 組 織 体 制 と す る た め の 検 討 を 進 め て き た 。 

取組内容  

(R1～ R4) 

ま ち づ く り 推 進 計 画 の 内 容 に 基 づ く 組 織 体 制 を 整 備 す る 。ま た 、施 策 の 進 捗 度 や

そ の 時 々 の 行 政 課 題 に 対 応 す る た め 、必 要 に 応 じ て 、事 務 分 掌 や 組 織 の 見 直 し を

行 う こ と で 、 常 に 効 果 的 で 効 率 的 な 組 織 体 制 を 維 持 す る 。  

取組計画 
R1 R2 R3 R4 

実績  予定 

組 織 の 見 直 し  
 

   

所 掌 事 務 の 見 直 し      

R1 実 績  

新 病 院 の 開 院 に あ わ せ て 、 よ り 優 れ た 医 療 サ ー ビ ス の 提 供 や 機 動 性 の 高 い

病 院 経 営 を 推 進 す る た め 、 平 成 ３ １ 年 ４ 月 に 市 民 病 院 組 織 の 改 正 を 行 っ

た 。 ま た 、 日 曜 休 日 窓 口 の 実 施 に 伴 い 小 牧 駅 出 張 所 を 廃 止 し た 。 さ ら に 、

東 部 地 区 に お け る 今 後 の ま ち づ く り の 取 組 を 推 進 す る た め 、 東 部 ま ち づ く

り 推 進 室 を 設 置 し た 。  

小 牧 市 ま ち づ く り 推 進 計 画 の 策 定 を 見 据 え 、 創 造 性 ・ 機 動 性 の 高 い 組 織 を

構 築 す る た め 、 令 和 元 年 8 月 に 、 建 設 部 と 都 市 政 策 部 の 新 設 、 多 文 化 共 生

や 空 き 家 対 策 を 取 り 扱 う 専 門 部 署 を 新 設 す る な ど 組 織 改 正 を 行 っ た 。  
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R2 実 績  

小 牧 市 ま ち づ く り 推 進 計 画 と の 整 合 を 図 る と と も に 、 新 た な 行 政 課 題 に 対

し 、 迅 速 か つ 効 果 的 な 行 政 サ ー ビ ス を 提 供 で き る 組 織 体 制 を 整 備 す る た

め 、 令 和 2 年 4 月 に 、 健 康 生 き が い 支 え 合 い 推 進 部 、 福 祉 部 の 新 設 、 健

康 ・ 生 き が い づ く り 及 び 支 え 合 い づ く り に 係 る 企 画 調 整 業 務 等 を 所 管 す る

健 康 生 き が い 推 進 課 の 新 設 な ど の 組 織 改 正 を 行 っ た 。  

令 和 2 年 5 月 に 、 特 別 定 額 給 付 金 に 係 る 事 務 を 実 施 す る た め 、 市 長 公 室 行

政 改 革 課 に 「 特 別 定 額 給 付 金 係 」 を 新 設 し た 。  

令 和 2 年 7 月 に 、 生 涯 学 習 、 文 化 及 び ス ポ ー ツ 施 策 に 関 す る 取 組 を 横 断 的

か つ 一 体 的 に 企 画 し 実 行 な ど す る た め 文 化 ・ ス ポ ー ツ 課 の 生 涯 学 習 文 化 係

と ス ポ ー ツ 推 進 係 を 再 編 し た 他 、 学 校 教 育 に お け る ICT を 活 用 し た 学 習 環

境 を 早 急 に 整 え る た め 学 校 教 育 ICT 推 進 室 を 新 設 し た 。  

令 和 2 年 12 月 に 、 こ ま き 多 世 代 交 流 プ ラ ザ の 供 用 開 始 に あ わ せ て 、 こ ど

も を 中 心 に 世 代 を 越 え て 市 民 が つ な が り 、 支 え 合 う こ と が で き る 子 育 て 支

援 の 拠 点 と し て 事 業 を 推 進 す る た め 多 世 代 交 流 プ ラ ザ を 新 設 し た 。 （ 多 世

代 交 流 プ ラ ザ 準 備 室 及 び ま な び 創 造 館 は 廃 止 。 ）  

R３ 実 績  

（ R３ .12 現 在 ）  

令 和 ３ 年 ４ 月 に 以 下 の と お り 組 織 改 正 を 行 っ た 。  

・ 広 報 業 務 と 広 聴 業 務 を 一 体 的 か つ 効 果 的 に 実 施 し 、 市 政 へ の 関 心 や 理 解

度 の 向 上 を 図 る た め 、 SNS な ど を 積 極 的 に 活 用 す る 新 た な 戦 略 的 広 報 活 動

を 推 進 す る 体 制 を 構 築 す る た め 広 報 広 聴 課 広 報 係 を 廃 止 （ 統 合 ） し 、 「 広

報 広 聴 係 」 及 び 「 情 報 メ デ ィ ア 係 」 を 新 設 し た 。  

・ 新 た に 策 定 し た 小 牧 市 デ ジ タ ル イ ノ ベ ー シ ョ ン 推 進 計 画 を 踏 ま え 、 行 政

の デ ジ タ ル 化 を 推 進 す る た め 、 行 政 改 革 課 「 情 報 政 策 係 」 を 「 デ ジ タ ル イ

ノ ベ ー シ ョ ン 係 」 に 名 称 変 更 し た 。 ま た 、 特 別 定 額 給 付 金 の 事 業 廃 止 に 伴

い 「 特 別 定 額 給 付 金 係 」 を 廃 止 し た 。  

・ 中 央 図 書 館 の 開 館 に 伴 い 、 円 滑 な 運 営 体 制 を 構 築 す る た め 、 教 育 委 員 会

図 書 館 に 「 施 設 運 営 係 」 を 新 設 し 、 ２ 係 体 制 と し た 。 ま た 、 教 育 委 員 会 新

図 書 館 建 設 推 進 室 を 廃 止 し た 。  

・ 市 民 病 院 に お い て 、 が ん 薬 物 療 法 の 一 層 の 充 実 を 図 る た め 、 外 来 化 学 療

法 セ ン タ ー と が ん ゲ ノ ム セ ン タ ー を 所 管 す る 「 が ん 診 療 セ ン タ ー 」 を 新 設

し た 。  
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Ｎｏ．３０  組織横断的なプロジェクトチームの活用 担当課  行 政 改 革 課  

現状と課題 

（～H30）  

一 つ の 部 署 の み で は 対 応 困 難 な 臨 時 又 は 特 別 の 行 政 課 題 に 柔 軟 に 対 応 す る た め

に 、 新 た な 部 署 を 設 け る の で は な く 、 組 織 横 断 的 な プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム を 設 置 、

活 用 し て き た 。  

通 常 の 組 織 体 制 の み で は 、複 雑 多 岐 に わ た る 市 民 ニ ー ズ や 行 政 課 題 に 対 応 す る こ

と が 困 難 な 場 合 が あ り 、今 後 も 柔 軟 か つ 機 動 的 な 対 応 が で き る 組 織 横 断 的 な プ ロ

ジ ェ ク ト チ ー ム の 活 用 が 必 要 で あ る 。  

取組内容  

(R1～ R4) 

複 数 の 組 織 に わ た る 課 題 の 解 決 に あ た っ て は 、関 係 部 署 が 連 携 し て 対 応 す る 横 断

的 な 組 織 を 積 極 的 に 設 置 ･活 用 す る 。  

取組計画 
R1 R2 R3 R4 

実績  予定 

組 織 横 断 プ ロ ジ ェ ク ト の 設 置 ・

活 用  

 
   

R1 実 績  
令 和 元 年 度 は 、 6 月 に 新 た に 設 置 し た 個 人 番 号 カ ー ド 利 活 用 検 討 プ ロ ジ ェ

ク ト チ ー ム （ 担 当 ： 秘 書 政 策 課 ） を 含 め 計 4 チ ー ム が 活 動 を 行 っ た 。  

R2 実 績  
令 和 2 年 度 は 、 新 た に 設 置 し た フ レ イ ル 対 策 の あ り 方 検 討 プ ロ ジ ェ ク ト チ

ー ム （ 担 当 ： 健 康 生 き が い 推 進 課 ） を 含 め 計 ４ チ ー ム が 活 動 し た 。  

R３ 実 績  

（ R３ .12 現 在 ）  

令 和 ３ 年 度 は 、 新 た に 設 置 し た ス マ ー ト 窓 口 検 討 プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム （ 担

当 ： 行 政 改 革 課 ） を 含 め 計 ５ チ ー ム が 活 動 し て い る 。  

  

Ｎｏ．３１  内部統制の機能強化 担当課  行 政 改 革 課  

現状と課題 

（～H30）  

内 部 統 制 整 備 の 一 環 と し て 、自 治 体 を 取 り 巻 く 多 種 多 様 な リ ス ク に 対 応 す る と と

も に 、行 政 運 営 に 対 す る 市 民 か ら の 信 頼 を 得 る た め 、平 成 ２ ３ 年 度 か ら 継 続 し て

リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト に 取 り 組 み 、リ ス ク の 洗 い 出 し や リ ス ク 対 応 策 の 整 備 を 進 め

て い る 。  

ま た 、平 成 ２ ９ 年 ６ 月 に 地 方 自 治 法 が 一 部 改 正 さ れ 、本 市 は 努 力 義 務 で あ る も の

の 、地 方 公 共 団 体 の ガ バ ナ ン ス 強 化 を 目 的 と し て 、令 和 ２ 年 ４ 月 よ り 都 道 府 県 及

び 指 定 都 市 に 対 し て 、 内 部 統 制 制 度 の 導 入 が 義 務 付 け ら れ た 。  

取組内容  

(R1～ R4) 

業 務 に お け る AI、 RPA な ど の 活 用 と い う 状 況 を 踏 ま え な が ら 、 リ ス ク マ ネ ジ メ

ン ト に 取 り 組 む と と も に 、内 部 統 制 の 重 要 性 に 関 す る 職 員 意 識 の よ り 一 層 の 向 上

や 、国 か ら 示 さ れ た 内 部 統 制 制 度 の 基 本 的 な 枠 組 み や 他 の 自 治 体 な ど の 取 組 み な

ど を 参 考 に し な が ら 、 適 切 な 内 部 統 制 の 整 備 を 進 め る 。  

取組計画 
R1 R2 R3 R4 

実績  予定 

内 部 統 制 制 度 の 導 入 ・ 実 施  
 

   

リ ス ク の 洗 い 出 し ・ 回 避 策 の 策

定  
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R1 実 績  

リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト 推 進 委 員 会 を 開 催 し 、 令 和 元 年 度 の リ ス ク マ ネ ジ メ ン

ト 実 施 方 針 を 策 定 す る と と も に 、 実 施 方 針 に 基 づ き 、 リ ス ク の 洗 い 出 し や

リ ス ク 対 応 策 の 整 備 を 進 め た 。 ま た 、 国 か ら 示 さ れ た 内 部 統 制 制 度 の 基 本

的 な 枠 組 み や 他 の 自 治 体 の 取 組 み な ど を 参 考 に し な が ら 、 適 切 な 内 部 統 制

の 整 備 を 検 討 し た 。  

R2 実 績  

リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト 推 進 委 員 会 を 開 催 し 、 令 和 ２ 年 度 の リ ス ク マ ネ ジ メ ン

ト 実 施 方 針 を 策 定 す る と と も に 、 実 施 方 針 に 基 づ き 、 リ ス ク の 洗 い 出 し や

リ ス ク 対 応 策 の 整 備 を 進 め た 。  

ま た 、 令 和 ４ 年 度 か ら 「 内 部 統 制 制 度 」 の 導 入 を 予 定 し て お り 、 国 か ら 示

さ れ た 内 部 統 制 制 度 の 基 本 的 な 枠 組 み や 他 の 自 治 体 の 取 組 み な ど を 参 考 に

し な が ら 、 適 切 な 内 部 統 制 の 整 備 を 検 討 す る た め 、 検 討 部 会 を 設 置 し 議 論

を 重 ね た 。 部 会 に お い て 、 内 部 統 制 対 象 事 務 の 範 囲 を 「 財 務 」 及 び 「 情 報

管 理 」 と 定 め 、 そ の 中 か ら 評 価 対 象 リ ス ク を 14 項 目 選 定 す る な ど し て 、

本 市 に お け る 内 部 統 制 に つ い て の 組 織 的 な 取 組 み の 方 向 性 を 示 す 「 小 牧 市

内 部 統 制 基 本 方 針 （ 試 行 案 ） 」 を 策 定 し た 。  

R３ 実 績  

（ R３ .12 現 在 ）  

リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト 推 進 委 員 会 を 開 催 し 、 令 和 3 年 度 の リ ス ク マ ネ ジ メ ン

ト 実 施 方 針 を 策 定 す る と と も に 、 実 施 方 針 に 基 づ き 、 リ ス ク の 洗 い 出 し や

リ ス ク 対 応 策 の 整 備 を 進 め た 。  

ま た 、 内 部 統 制 制 度 の 試 行 と し て 、 評 価 対 象 リ ス ク 14 項 目 に つ い て は 、 8

月 に 整 備 状 況 の 評 価 を 行 い 、 １ 月 以 降 に 運 用 状 況 の 評 価 を 行 う 。  

さ ら に 、 令 和 ４ 年 度 か ら の 「 内 部 統 制 制 度 」 導 入 に 向 け て 、 先 行 し て 制 度

を 導 入 し て い る 自 治 体 の 状 況 を 調 査 研 究 し 、 14 項 目 に 限 定 し て い る 評 価 対

象 リ ス ク の 内 容 や 、 市 長 部 局 と 上 下 水 道 部 に 限 定 し て い る 内 部 統 制 制 度 の

評 価 対 象 組 織 の 範 囲 の 見 直 し な ど 、 内 部 統 制 制 度 導 入 時 に お け る 制 度 内 容

の 修 正 を 検 討 し た 。  
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Ｎｏ．３２  行政評価制度の推進 担当課  行 政 改 革 課  

現状と課題 

（～H30）  

事 務 事 業 評 価 は 、主 に 事 務 事 業 の 改 善 な ど を 目 的 に 平 成 17 年 度 か ら 、施 策 評 価

は 、主 に 新 基 本 計 画 の 進 捗 管 理・経 営 資 源 の 最 適 配 分 な ど を 目 的 に 、平 成 29 年

度 か ら 本 格 導 入 し た 。  

限 ら れ た 経 営 資 源 の 最 適 配 分 を 行 う た め に「 選 択 と 集 中 」が 必 要 で あ る と い う こ

と を 職 員 が 十 分 に 理 解 し て PDCA を 回 す こ と や 、 行 政 評 価 、 実 施 計 画 、 予 算 編

成 等 の 各 制 度 間 の 連 動 を よ り 一 層 高 め て い く こ と が 課 題 で あ る 。  

取組内容  

(R1～ R4) 

限 ら れ た 経 営 資 源 の も と 効 率 的・効 果 的 な 行 財 政 運 営 を 行 う た め に 、施 策 評 価 と

事 務 事 業 評 価 に つ い て 、よ り 客 観 的 な 視 点 も 取 り 入 れ る な ど 必 要 に 応 じ て 改 善 を

図 り な が ら 実 施 す る 。  

取組計画 
R1 R2 R3 R4 

実績  予定 

施 策 評 価  
 

   

事 務 事 業 評 価      

R1 実 績  

法 定 受 託 系 事 業 や 施 設 整 備 系 事 業 な ど を 除 い た 一 般 事 業 で あ る １ ３ ８ 事 業

を 対 象 に 事 務 事 業 評 価 を 実 施 し 、 そ の 評 価 結 果 は 、 「 拡 大 」 が ７ 事 業 、

「 維 持 」 が １ ２ ８ 事 業 、 「 縮 小 」 が １ 事 業 、 「 廃 止 ⇒ 新 規 」 が １ 事 業 、

「 令 和 元 年 度 以 降 終 了 」 が １ 事 業 と な っ た 。 ま た 、 平 成 29 年 度 か ら 実 施

し て い る 施 策 評 価 は 、 「 ま ち づ く り 推 進 計 画 」 の 策 定 中 で あ っ た こ と も あ

り 、 実 施 し な か っ た 。  

R2 実 績  

業 務 プ ロ セ ス ・ 手 順 や 業 務 量 の 「 可 視 化 」 を 行 い 、 業 務 上 の 課 題 を 検 証 す

る こ と で 事 務 事 業 の 見 直 し な ど の 改 善 に 向 け た 取 組 み に 繋 げ る こ と を 目 的

と す る 業 務 の 棚 卸 を 優 先 し て 実 施 し た た め 、 行 政 評 価 （ 施 策 評 価 ・ 事 務 事

業 評 価 ） は 実 施 し な か っ た 。  

R３ 実 績  

（ R３ .12 現 在 ）  

既 存 事 業 の 見 直 し に よ る 経 費 の 節 減 合 理 化 を 図 る た め 、 事 業 内 容 や 事 業 費

の 見 直 し を 主 な 目 的 と し て 事 務 事 業 評 価 を 実 施 し た 。  
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Ｎｏ．３３  戦略会議の開催 担当課  
秘 書 政 策 課  

関 係 課  

現状と課題 

（～H30）  

新 た な 行 政 課 題 に 即 応 で き る よ う 、有 識 者 を 交 え た 意 見 交 換 を す る 市 政 戦 略 会 議

に つ い て 、庁 内 関 連 部 署 と 連 携 し て 運 営 す る 。市 政 戦 略 本 部 設 置 当 初 は 、市 政 戦

略 係 が す べ て の 戦 略 会 議 の 事 務 局 機 能 を 担 っ て い た が 、内 容 に 応 じ た 柔 軟 な 対 応

が 必 要 で あ る 。  

取組内容 

(R1～ R4) 

新 た な 行 政 課 題 に 即 応 で き る よ う 、有 識 者 を 交 え た 意 見 交 換 が で き る 市 政 戦 略 会

議 の 設 置 運 営 を 行 う 。開 催 に あ た っ て は 、内 容 に 応 じ て 関 係 部 課 と 役 割 分 担 を し

て 庁 内 連 携 を 図 る 。  

取組計画  
R1 R2 R3 R4 

実績  予定  

戦 略 会 議 の 設 置 ・ 開 催  
 

   

R1 実 績  

中 心 市 街 地 グ ラ ン ド デ ザ イ ン の 策 定 に 向 け て 課 題 の 洗 い 出 し や 方 針 の 整 理

等 を 行 う た め 、有 識 者 等 か ら な る 中 心 市 街 地 グ ラ ン ド デ ザ イ ン 戦 略 会 議 を 設

置 し 、 2 回 開 催 し た 。  

ま た 、東 部 地 域 の ま ち の 将 来 像 及 び そ の 実 現 の た め の 取 組 を 明 確 に す る 東 部

振 興 構 想 の 策 定 方 針 を 定 め る た め に 、有 識 者 等 か ら な る 東 部 ま ち づ く り 戦 略

会 議 を 設 置 し 、 2 回 開 催 し た 。  

R2 実 績  

中 心 市 街 地 グ ラ ン ド デ ザ イ ン の 策 定 方 針 を 定 め る た め 、 戦 略 会 議 を 2 回 開

催 し た 。  

東 部 振 興 構 想 の 策 定 方 針 を 定 め る た め 、戦 略 会 議 を 2 回 開 催 し た 。な お 、令

和 2 年 8 月 8 日 に 開 催 し た 第 3 回 東 部 ま ち づ く り 戦 略 会 議 に お い て は 、住

民 等 か ら も 意 見 を 聴 く パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン 形 式 で 会 議 開 催 し た 。  

R３ 実 績  

（ R３ .12 現 在 ）  

戦 略 会 議 に つ い て は 、必 要 に 応 じ て 設 置・ 開 催 す る こ と と し て お り 、令 和 3

年 度 に つ い て は 現 在 の と こ ろ 開 催 し て い な い 。  

  

Ｎｏ．３４  広域連携の推進 担当課  
秘 書 政 策 課  

関 係 課  

現状と課題 

（～H30）  

効 果 的・効 率 的 な 自 治 体 経 営 の 観 点 か ら 、ご み 処 理 な ど 一 部 事 務 組 合 で 実 施 す る

取 組 み の ほ か 、小 売 電 気 事 業 者 か ら の 電 力 共 同 購 入 や 、消 防 通 信 指 令 事 務 、権 利

擁 護 支 援 セ ン タ ー の 共 同 運 用 な ど を 行 っ て い る 。  

取組内容 

(R1～ R4) 

引 き 続 き 周 辺 市 町 と 協 議 し 、広 域 的 な 視 点 か ら 、業 務 の 連 携 、効 率 化 等 に つ い て

検 討 す る 。  

取組計画  
R1 R2 R3 R4 

実績  予定  

周 辺 市 町 と の 連 携 に よ る 広 域 課

題 に 対 応 す る た め の 調 査 ・ 研 究  
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R1 実 績  

2 市 3 町 と「 電 算 」「 電 力 」「 防 災 」「 協 働 」の 4 つ の 分 野 に お い て 、広 域

連 携 に 向 け た 調 査 研 究 を 進 め た 。「 協 働 」部 会 で は 、協 働 フ ォ ー ラ ム や 職 員

研 修 を 実 施 し た ほ か 、 「 電 力 」 部 会 で は 、 R2 の 電 力 共 同 調 達 先 の 更 新 に 向

け て 検 討 を 進 め た 。  

R2 実 績  

引 き 続 き 2 市 3 町 と 「 電 算 」 「 電 力 」 「 防 災 」 「 協 働 」 の 4 つ の 分 野 を 中

心 に 、広 域 連 携 に 向 け た 調 査 研 究 を 進 め た 。「 電 力 」部 会 で は 、2 市 3 町 と

協 議 の 上 、 R2 以 降 の 電 力 共 同 調 達 先 を 選 定 し た 。 「 協 働 」 部 会 で は 、 令 和

3 年 2 月 に 職 員 研 修 の 実 施 を 予 定 し て い た が 、 緊 急 事 態 宣 言 の 発 出 に 伴 い

延 期 と な っ た 。  

R３ 実 績  

（ R３ .12 現 在 ）  

2 市 3 町 で 、「 電 算 」「 電 力 」「 防 災 」「 協 働 」の ４ つ の 部 会 に お い て 、広

域 連 携 に 向 け た 調 査 研 究 を 進 め て い る が 、「 電 算 」「 防 災 」「 協 働 」は 新 型

コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 影 響 も あ り 、開 催 し な か っ た 。「 電 力 」部 会 は 令 和

３ 年 ８ 月 に 、 庁 舎 電 灯 LED 化 の 今 後 の 導 入 に つ い て 情 報 交 換 を 行 っ た 。 令

和 ４ 年 １ 月 に も 令 和 ４ 年 度 契 約 の 対 象 施 設 追 加 を 検 討 す る た め 開 催 す る 予

定 。  

  

Ｎｏ．３５  提案・改善報告制度の推進 担当課  行 政 改 革 課  

現状と課題 

（～H30）  

職 員 の 積 極 的 な 創 意 工 夫 と 仕 事 へ の 主 体 的 な 取 組 み を 促 進 す る と と も に 、効 率 的

な 業 務 遂 行 と 働 き や す い 職 場 の 実 現 を 図 る た め 、提 案 制 度 と 改 善 報 告 制 度 を 実 施

し て い る 。  

平 成 26 年 度 よ り 、提 案 制 度 は 原 則 、部 で １ つ 以 上 、改 善 報 告 制 度 は 原 則 、１ 係

１ 改 善 を 報 告 す る 運 用 と し 制 度 の 活 性 化 を 図 っ た ほ か 、職 場 の モ チ ベ ー シ ョ ン が

高 ま る よ う 表 彰 式 の 見 直 し 等 を 行 っ た 。  

取組内容  

(R1～ R4) 

市 民 サ ー ビ ス の 向 上 や コ ス ト 削 減 の ほ か 、職 場 の 活 性 化 等 の 観 点 か ら 、引 き 続 き

職 員 の 創 意 工 夫 や 改 善 意 欲 を 生 か し た 制 度 と す る よ う 、他 自 治 体 の 取 組 手 法 を 調

査 す る な ど 見 直 し を 図 り な が ら 実 施 し て い く 。  

取組計画 
R1 R2 R3 R4 

実績  予定 

他 自 治 体 の 調 査  
 

   

提 案 制 度      

改 善 報 告 制 度      
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R1 実 績  

提 案 制 度 に お い て は 、24 件 の 提 案 が 出 さ れ 、そ の う ち「 採 択 」が 3 件 、「 一

部 採 択 」 が 5 件 で あ り 、 採 択 さ れ た 提 案 に つ い て 担 当 課 が 取 り 組 ん だ 。  

ま た 、引 き 続 き「 や る 気 ヒ ラ メ キ ☆ 職 員 元 気 サ ー ク ル 」制 度 を 実 施 し 、3 つ

の テ ー マ に つ い て 6 サ ー ク ル が 活 動 し た 。  

改 善 報 告 制 度 に お い て は 、1 係 に つ き 、1 つ 以 上 の 改 善 を 行 う こ と を 目 指 す

「 チ ャ レ ン ジ ☆ 1 係 1 改 善 運 動 」 を 実 施 し た 結 果 、 223 件 の 改 善 が 報 告 さ

れ た 。  

な お 、 29 年 度 よ り 実 施 し て い る 優 秀 改 善 に 対 す る 辞 令 交 付 式 で の 表 彰 式 に

つ い て は 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 拡 大 防 止 の た め 令 和 ２ 年 度 表 彰 式

（ 令 和 元 年 度 実 績 ） は 中 止 し た 。  

R2 実 績  

提 案 ・ 改 善 報 告 制 度 の 見 直 し を 図 る た め 、 他 自 治 体 の 取 組 手 法 等 に つ い て

の 調 査 を 行 っ た 。  

提 案 制 度 に お い て は 、 29 件 の 提 案 が 出 さ れ 、 そ の う ち 「 採 択 」 が 10 件 、

「 一 部 採 択 」 が １ 件 で あ り 、 採 択 さ れ た 提 案 に つ い て 担 当 課 が 取 り 組 ん

だ 。  

ま た 、 引 き 続 き 「 や る 気 ヒ ラ メ キ ☆ 職 員 元 気 サ ー ク ル 」 制 度 を 実 施 し 、 4

サ ー ク ル が 活 動 し た 。  

改 善 報 告 制 度 に お い て は 、 232 件 の 改 善 が 報 告 さ れ た 。  

辞 令 交 付 式 に お い て 、 優 秀 改 善 に 対 す る 表 彰 式 を 実 施 し た 。  

R３ 実 績  

（ R３ .12 現 在 ）  

他 自 治 体 の 調 査 結 果 等 を 受 け 、 提 案 を 随 時 受 付 し 、 提 案 審 査 を 年 ２ 回 実 施

す る な ど 、 提 案 ・ 改 善 報 告 制 度 の 見 直 し を 行 っ た 。  

提 出 さ れ た 40 件 （ う ち 、 25 件 は 審 査 済 ） の 提 案 に つ い て 、 関 係 課 に 意 見

聴 取 を 行 い 、 提 案 審 査 委 員 会 に よ る 予 備 審 査 、 市 長 決 裁 を 経 て 、 採 否 を 決

定 す る 予 定 。  

「 や る 気 ヒ ラ メ キ ☆ 職 員 元 気 サ ー ク ル 」 制 度 に つ い て は 、 テ ー マ 募 集 、 い

い ね ！ の 投 票 を 行 っ た 。 希 望 者 を マ ッ チ ン グ し 、 １ サ ー ク ル が 活 動 し て い

る 。  

辞 令 交 付 式 に お い て 、 優 秀 改 善 に 対 す る 表 彰 式 を 実 施 す る 予 定 。  
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Ｎｏ．３６  業務の棚卸 担当課  行 政 改 革 課  

現状と課題 

（～H30）  

地 方 分 権 な ど の 影 響 に よ り 自 治 体 職 員 の 業 務 量 は 増 加 し て い る 。ま た 、会 計 年 度

任 用 職 員 制 度 や 幼 児 教 育 無 償 化 な ど 国 や 県 に よ る 制 度 変 更 や 少 子 高 齢 化 の 進 行

に よ る 扶 助 費 増 加 な ど 、今 後 財 政 負 担 が 増 加 し て い く こ と も 予 想 さ れ て い る 。そ

の よ う な 中 で 、職 員 の 働 き 方 改 革 を 行 い な が ら 、市 民 サ ー ビ ス の 品 質 の 維 持・向

上 を 図 り つ つ 、継 続 し て 提 供 し て い く た め に は 、よ り 一 層 、業 務 の 効 率 化 な ど 生

産 性 の 向 上 を 図 っ て い く こ と が 必 要 で あ る 。  

取組内容  

(R1～ R4) 

業 務 の 棚 卸 を 通 じ て 、業 務 プ ロ セ ス ・ 手 順 や 業 務 量 の「 可 視 化 」を 行 い 、業 務 上

の 課 題 を 検 証 す る こ と で 、 事 務 事 業 の 見 直 し な ど の 改 善 に 向 け た 取 組 み に 繋 げ

る 。  

取組計画 
R1 R2 R3 R4 

実績  予定 

業 務 の 棚 卸  
 

   

業 務 改 善 横 展 開    
 

 

R1 実 績  

令 和 ２ 年 度 か ら 実 施 を 予 定 し て い る 業 務 の 棚 卸 に 向 け 、 業 務 状 況 調 査 支 援

業 務 委 託 プ ロ ポ ー ザ ル に よ る 委 託 事 業 者 選 定 の た め の 準 備 や 、 他 の 自 治 体

の 事 例 な ど の 研 究 を 進 め た 。  

R2 実 績  

令 和 ２ 年 度 は 、 業 務 改 善 ア ド バ イ ザ ー の 指 導 ・ 助 言 を 受 け な が ら 、 「 時 間

外 が 多 い 」 「 処 理 件 数 が 多 い 」 「 職 員 数 が 多 い 」 等 の 課 題 を 抱 え て い る 部

署 の 中 で 「 人 事 課 」 「 障 が い 福 祉 課 」 「 幼 児 教 育 ・ 保 育 課 」 の ３ 部 署 を モ

デ ル 部 署 と し て 選 定 し 、 業 務 遂 行 上 の 問 題 点 や 業 務 量 な ど に 関 す る ア ン ケ

ー ト 、 ヒ ア リ ン グ と い っ た 業 務 状 況 調 査 を 実 施 し て 、 業 務 遂 行 上 の 問 題 点

を 把 握 ・ 検 証 し 、 そ の 改 善 を 図 る 方 策 に つ い て 検 討 を 行 っ た 。  

R３ 実 績  

（ R３ .12 現 在 ）  

モ デ ル 部 署 に つ い て は 、 令 和 ３ 年 度 に 入 り 、 各 部 署 に お け る 環 境 変 化 や 費

用 対 効 果 等 も 踏 ま え な が ら 、 業 務 改 善 を 行 う 項 目 ご と に 、 現 状 と 課 題 、 改

善 内 容 、 業 務 改 善 ス ケ ジ ュ ー ル な ど の 業 務 改 善 計 画 を 立 て 、 業 務 改 善 の 取

組 を 進 め て い る 。  

ま た 、 業 務 改 善 横 展 開 と し て 、 モ デ ル 部 署 に 対 し て 実 施 し て い る 業 務 改 善

の 取 組 内 容 な ど を 踏 ま え て 修 正 し た 「 類 型 化 し た 業 務 改 善 案 」 に 基 づ き 、

業 務 遂 行 上 の 課 題 の 解 決 を 図 る た め 、 「 時 間 外 が 多 い 」 「 処 理 件 数 が 多

い 」 「 職 員 数 が 多 い 」 等 の 課 題 を 抱 え る 部 署 を １ ０ 課 選 定 し て 、 所 属 長 及

び 係 長 、 主 査 へ ア ン ケ ー ト 調 査 を 実 施 し た 。 今 後 、 業 務 改 善 横 展 開 の 候 補

と な る 課 を ３ 課 程 度 選 定 す る 予 定 。  

さ ら に 、 候 補 と な っ た 課 へ ヒ ア リ ン グ や 必 要 に 応 じ て 業 務 量 調 査 等 に よ り

業 務 上 の 問 題 を 把 握 し 、 そ の 結 果 を 分 析 、 改 善 の 方 向 性 を 検 討 し 、 業 務 改

善 の ス ケ ジ ュ ー ル な ど を 整 理 し 、 改 善 計 画 を 立 案 し て も ら う 。  
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Ｎｏ．３７  ＡＩ、ＲＰＡなどの導入・活用 担当課  行 政 改 革 課  

現状と課題 

（～H30）  

多 様 化・複 雑 化 す る 市 民 ニ ー ズ や 増 加 す る 行 政 課 題 に 限 ら れ た 職 員 数 で 対 応 す る

必 要 が あ り 、近 年 、さ ら な る 行 政 事 務 の 効 率 化 や 生 産 性 の 向 上 、効 果 的 な 施 策 推

進 に 向 け て 、 定 型 的 な 業 務 に 対 し て AI-OCR・ RPA な ど を 活 用 し て 対 応 す る こ

と が 求 め ら れ て い る 。  

取組内容 

(R1～ R4) 

AI-OCR・RPA を 活 用 し 、デ ー タ の 読 取 及 び 入 力 等 の 定 型 で あ り 非 専 門 的 な 業 務

に つ い て 、自 動 化 を 行 う こ と で 、業 務 の 効 率 化 を 実 現 す る 。令 和 元 年 5 月 に 行 っ

た 実 証 実 験 結 果 を 踏 ま え 、 AI-OCR 及 び RPA が 活 用 で き る 業 務 （ 口 座 振 替 依 頼

書 入 力 業 務 、児 童 手 当 の 認 定 請 求 書 入 力 業 務 、こ ま き プ レ ミ ア ム 商 品 券 市 民 ア ン

ケ ー ト 結 果 集 計 業 務 な ど ） を 対 象 に 、 順 次 導 入 ・ 活 用 す る 。  

取組計画  
R1 R2 R3 R4 

実績  予定  

AI-OCR、 RPA を 活 用 し た 業 務

の 実 施  
    

R1 実 績  

令 和 元 年 5 月 に 、 AI-OCR 及 び RPA 技 術 の 導 入 に よ り 業 務 の 効 率 化 が 行

え る か 検 証 す る た め 、 口 座 振 替 依 頼 書 入 力 業 務 、 児 童 手 当 の 認 定 請 求 書 入

力 業 務 、 及 び こ ま き プ レ ミ ア ム 商 品 券 市 民 ア ン ケ ー ト 結 果 集 計 業 務 を 対 象

に 実 証 実 験 を 実 施 し た 。 そ の 結 果 、 導 入 効 果 が 期 待 で き る と 判 断 さ れ た た

め 、 令 和 2 年 度 の 導 入 ・ 運 用 開 始 に 向 け て 準 備 を 行 っ た 。  

R2 実 績  

AI-OCR 及 び RPA を 活 用 し 、 口 座 振 替 依 頼 書 入 力 業 務 、 児 童 手 当 認 定 請 求

書 入 力 業 務 、 こ ま き プ レ ミ ア ム 商 品 券 市 民 ア ン ケ ー ト 集 計 業 務 、 給 与 所 得

者 異 動 届 出 書 入 力 業 務 、 児 童 ク ラ ブ 加 入 申 込 書 入 力 業 務 、 妊 産 婦 ・ 乳 児 健

康 診 査 受 診 票 結 果 入 力 業 務 の 6 業 務 で 導 入 を 行 っ た 。  

R３ 実 績  

（ R３ .12 現 在 ）  

AI-OCR を 活 用 し 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の ワ ク チ ン 接 種 計 画 の た め

の ア ン ケ ー ト 、 介 護 保 険 認 定 調 査 票 （ 口 腔 ケ ア に 関 す る 項 目 ） 、 広 報 こ ま

き 市 民 （ 読 者 ） ア ン ケ ー ト 、 人 間 ド ッ ク ・ 特 定 健 康 診 査 受 診 結 果 通 知 表 の

４ 業 務 で 導 入 を 行 っ た 。  

RPA を 活 用 し 、 給 与 シ ス テ ム 入 力 業 務 （ 基 本 情 報 登 録 、 通 勤 届 、 給 与 振 込

口 座 登 録 ） 、 市 県 民 税 申 告 書 （ ０ 円 ） 受 付 業 務 、 確 定 申 告 デ ー タ の 他 市 回

送 業 務 、 区 画 整 理 仮 換 地 課 税 移 行 業 務 の ６ 業 務 で 導 入 を 行 っ た 。  
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Ｎｏ．３８  入札制度改革の推進 担当課  契 約 検 査 課  

現状と課題 

（～H30）  

平 成 ２ ５ 年 ３ 月 に 策 定 し た「 入 札 制 度 改 革 基 本 方 針 」に つ い て 、そ の 基 本 的 方 向

に 沿 っ た 取 組 や 要 望 に 対 す る 取 組 を 積 極 的 に 実 施 し て き た が 、策 定 か ら ５ 年 が 経

過 し 、入 札 制 度 や 建 設 業 を 取 巻 く 環 境 な ど も 変 化 し て き て い る た め 、取 組 内 容 の

検 証 や 今 後 の 入 札 制 度 の あ り 方 を 検 討 す る 必 要 が あ る 。  

取組内容  

(R1～ R4) 

平 成 ３ ０ 年 度 に 入 札 制 度 検 討 委 員 会 及 び 入 札 制 度 検 討 部 会 を 開 催 し 、「 入 札 制 度

改 革 基 本 方 針 」見 直 し (案 )を 作 成 し た 。 令 和 元 年 度 は 、見 直 し た 改 訂 版 を 公 表 す

る と と も に 取 組 内 容 を 推 進 し て い く 。  

最 低 制 限 価 格 及 び 低 入 札 調 査 基 準 価 格 の 算 定 式 に つ い て 、 適 切 に 見 直 し を す る 。 

市 内 本 店 企 業 へ の 優 先 発 注 に 努 め 、 発 注 拡 大 の 検 討 を す る 。  

取組計画 
R1 R2 R3 R4 

実績  予定 

改 訂 版「 入 札 制 度 改 革 基 本 方 針 」

の 推 進  

 
   

最 低 制 限 価 格 及 び 低 入 札 調 査 基

準 価 格 の 算 定 式 の 見 直 し  
    

R1 実 績  

入 札 制 度 検 討 委 員 会 及 び 入 札 制 度 検 討 部 会 を 開 催 し 、「 入 札 制 度 改 革 基 本 方

針 」の 見 直 し を 行 い 、令 和 ２ 年 ３ 月 に 改 訂 版「 入 札 制 度 改 革 基 本 方 針 」を 公

表 し た 。  

R2 実 績  

入 札 制 度 改 革 基 本 方 針 を 推 進 す る た め 、 主 に 下 記 の 取 組 み を 実 施 し た 。  

① 最 低 制 限 価 格 に つ い て 、 国 の 方 針 、 変 動 型 最 低 制 限 価 格 制 度 の 入 札 結 果 、

落 札 率 と 工 事 成 績 と の 相 関 関 係 等 か ら 設 定 方 法 の 見 直 し を 令 和 元 年 度 に 行

い 、 そ の 結 果 を 踏 ま え 令 和 ２ 年 度 か ら 算 定 式 を 変 更 し た 。  

② 市 内 本 店 企 業 へ の 発 注 拡 大 の た め 、一 定 の 予 定 価 格 以 上 の 土 木 一 式 工 事 に

つ い て 、 市 内 本 店 建 設 企 業 限 定 で 制 限 付 一 般 競 争 入 札 を 実 施 し た 。  

R３ 実 績  

（ R３ .12 現 在 ）  

① 他 市 の 総 合 評 価 落 札 方 式 の 低 入 札 に 対 す る 対 応 策 に つ い て 調 査 研 究 を 実

施 し 、 低 入 札 調 査 基 準 価 格 に つ い て 見 直 し を 検 討 し た 。  

② 市 内 本 店 企 業 へ の 発 注 拡 大 の た め 、一 定 の 予 定 価 格 以 上 の 水 道 施 設 工 事 に

つ い て 、 市 内 本 店 建 設 企 業 限 定 で 制 限 付 一 般 競 争 入 札 を 実 施 し た 。  
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Ｎｏ．３９  ウェブ会議の活用 担当課  行 政 改 革 課  

現状と課題 

（～ R1）  

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 拡 大 防 止 の 必 要 性 か ら 、こ れ ま で の よ う な 外 部 の 人 と の

打 合 せ や 会 議 、研 修 へ の 参 加 等 が 制 限 さ れ る 中 、積 極 的 な ウ ェ ブ 会 議 の 活 用 が 必

要 と な っ て い る 。  

取組内容 

(R2～ R4) 

ウ ェ ブ 会 議 に 利 用 で き る 端 末 の 拡 充 や モ バ イ ル Wi-Fi の 導 入 、ウ ェ ブ 会 議 室 を 設

置 す る 等 ウ ェ ブ 会 議 が 可 能 な 環 境 の 整 備 を 行 い 、新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 拡 大 防

止 に 対 応 し な が ら 、ペ ー パ ー レ ス 化 、旅 費 や 移 動 の 削 減 に も 繋 が る ウ ェ ブ 会 議 を

積 極 的 に 活 用 す る 。  

取組計画  
R1 R2 R3 R4 

実績  予定  

ウ ェ ブ 会 議 の 環 境 整 備  
  

  

R2 実 績  

・ タ ブ レ ッ ト 端 末 ４ 台 、 PC１ 台 を ウ ェ ブ 会 議 に 活 用 で き る よ う 整 備 を し

た 。  

・ 大 型 モ ニ タ ー を 配 置 し た 簡 易 的 な ウ ェ ブ 会 議 室 の 設 置 を し た 。  

・ ウ ェ ブ 会 議 の 開 催 が で き る よ う ZOOM 有 料 ラ イ セ ン ス (Pro)を ２ ラ イ セ

ン ス 購 入 し た 。  

R３ 実 績  

（ R３ .12 現 在 ）  

・ モ バ イ ル Wi-Fi１ 台 を 導 入 し た 。  

・ 貸 出 機 器 の 予 約 方 法 を 簡 素 化 し た 。  

・ 一 人 用 ウ ェ ブ 会 議 室 を 設 置 し た 。  

  

Ｎｏ．４０ 使用料・手数料の見直し 担当課 財 政 課  

現状と課題 

（～H30）  
平 成 29 年 度 に 使 用 料 ・ 手 数 料 の 見 直 し を 行 っ た 。  

取組内容 

(R1～ R4) 

受 益 と 負 担 の 適 正 化 を 図 り 自 主 財 源 を 確 保 す る た め 、物 価 の 動 向 、他 市 の 状 況 等

を 勘 案 し つ つ 、 定 期 的 な 見 直 し な ど を 実 施 す る 。  

取組計画  
R1 R2 R3 R4 

実績  予定  

担 当 課 ヒ ア リ ン グ  

使 用 料 ・ 手 数 料 の 見 直 し  

 
   

R1 実 績  

令 和 元 年 度 9 月 議 会 で 議 決 の 上 、 令 和 元 年 10 月 １ 日 か ら 消 費 税 率 の 改 定

（ ８ %→ 10％ ） に 伴 い 、 消 費 税 を 転 嫁 す る べ き 使 用 料 ・ 手 数 料 の 改 定 を 行

っ た 。  

R2 実 績  

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 感 染 拡 大 防 止 の 対 策 と し て 、 郵 便 等 に よ り 戸

籍 の 謄 本 の 交 付 等 を 請 求 し た 場 合 の 手 数 料 を 臨 時 的 に 免 除 す る 改 正 を 実 施

し た 。  
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R３ 実 績  

（ R３ .12 現 在 ）  

概 ね ５ 年 ご と に 実 施 し て い る 使 用 料 ・ 手 数 料 等 の 見 直 し を 全 庁 的 に 実 施 し

て い る 。 検 討 結 果 を 市 ホ ー ム ペ ー ジ 等 で 公 表 し た 後 、 条 例 改 正 が 必 要 な も

の は 、 12 月 議 会 で 議 決 さ れ た た め 、 令 和 4 年 4 月 1 日 か ら の 改 定 を 予 定

し て い る 。  

  

Ｎｏ．４１  新たな自主財源の確保 担当課  
財 政 課  

関 係 課  

現状と課題 

（～H30）  

平 成 27 年 度 に 庁 舎 内 に 広 告 付 き 市 域 地 図 情 報 案 内 板 を 設 置 し 、 30 年 度 に こ の

案 内 板 に モ ニ タ ー を 追 加 し デ ジ タ ル サ イ ネ ー ジ 広 告 を 開 始 し た 。  

こ ま き 応 援 寄 附 金 は 、平 成 25 年 度 に 記 念 品 配 布 を 開 始 し 、寄 附 額 は 平 成 26 年

度 の 8,400 万 円 か ら 平 成 30 年 度 の 3 億 9,600 万 円 へ と 大 幅 に 増 加 し た 。  

取組内容  

(R1～ R4) 

自 主 財 源 確 保 に つ な げ る た め 、現 在 の 取 組 を 継 続 す る と と も に 、新 た な 財 源 確 保

の た め の 検 討 を 進 め る 。  

ま た 、国 や 県 な ど の 補 助 事 業 の 積 極 的 な 活 用 に つ い て 検 討 を 進 め 、財 源 の 確 保 に

努 め る 。  

取組計画 
R1 R2 R3 R4 

実績  予定 

有 料 広 告 の 活 用  
 

   

こ ま き 応 援 寄 附 金 制 度 の 推 進      

R1 実 績  

ネ ー ミ ン グ ラ イ ツ や 壁 面 有 料 広 告 、 広 告 付 き 市 域 地 図 情 報 案 内 板 、 デ ジ タ

ル サ イ ネ ー ジ 広 告 、 市 民 病 院 ホ ー ム ペ ー ジ の バ ナ ー 広 告 な ど の 取 組 を 継 続

し た 。  

ま た 、 よ り 多 く の 寄 附 金 を 獲 得 で き る よ う に 、 こ ま き 応 援 寄 附 金 の お 礼 を

原 則 1 社 1 品 か ら 1 社 10 品 ま で に 拡 大 し 、 ラ イ ン ナ ッ プ を 充 実 さ せ た 。  

さ ら に 、 ふ る さ と 納 税 ポ ー タ ル サ イ ト 「 楽 天 ふ る さ と 納 税 」 を 追 加 し 、 寄

附 間 口 を 拡 大 し た こ と に よ り 寄 附 者 の 利 便 性 向 上 及 び 寄 附 促 進 に 努 め た 。  

（ 各 取 組 に よ る 歳 入 額 、 寄 附 金 額 ）  

・ ネ ー ミ ン グ ラ イ ツ ・ 壁 面 有 料 広 告 ･･･1,253,308 円  

・ ホ ー ム ペ ー ジ バ ナ ー 広 告 ･･･765,040 円  

・ 広 告 付 き 市 域 地 図 情 報 案 内 板 ･･･690,240 円  

・ こ ま き 応 援 寄 附 金 ･･995,840,005 円 （ 35,634 人 ） ※ ３ 月 31 日 現 在  

※ 法 人 等 の 特 殊 寄 附 （ お 礼 の 品 を 提 供 し な い 寄 附 ） 673,005 円 含 む  
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R2 実 績  

ネ ー ミ ン グ ラ イ ツ や 壁 面 有 料 広 告 、 広 告 付 き 市 域 地 図 情 報 案 内 板 、 デ ジ タ

ル サ イ ネ ー ジ 広 告 、 ホ ー ム ペ ー ジ の バ ナ ー 広 告 な ど の 取 組 を 継 続 す る と と

も に 新 た に 小 牧 市 立 図 書 館 雑 誌 ス ポ ン サ ー 制 度 を 開 始 し た 。  

ま た 、 こ ま き 応 援 寄 附 金 の お 礼 の 品 を 1 社 10 品 か ら 無 制 限 に 拡 大 し 、 最

低 寄 附 金 額 を １ 万 円 か ら ５ 千 円 に 引 き 下 げ て お 礼 の 品 の ラ イ ン ナ ッ プ の 充

実 を 図 っ た 。  

さ ら に 、 ふ る さ と 納 税 ポ ー タ ル サ イ ト 「 ふ る な び 」 、 「 auPAY ふ る さ と 納

税 」 を 追 加 し 、 寄 附 間 口 を 拡 大 し 、 寄 附 者 の 利 便 性 向 上 並 び に 寄 附 促 進 に

努 め た 。  

（ 各 取 組 に よ る 歳 入 額 、 寄 附 金 額 ）  

・ ネ ー ミ ン グ ラ イ ツ ・ 壁 面 有 料 広 告 ･･･1,268,848 円  

・ ホ ー ム ペ ー ジ バ ナ ー 広 告 ･･･524,000 円  

・ 広 告 付 き 市 域 地 図 情 報 案 内 板 ･･･696,480 円  

・ こ ま き 応 援 寄 附 金 ･･･1,057,937,782 円 (38,041 人 )※ ３ 月 31 日 現 在  

※ 法 人 等 の 特 殊 寄 附 （ お 礼 の 品 を 提 供 し な い 寄 附 ） 3,535,282 円 含 む  

・ 企 業 版 ふ る さ と 納 税 ･･･10,000,000 円 （ １ 件 ）  

R３ 実 績  

（ R３ .12 予 定 ）  

ネ ー ミ ン グ ラ イ ツ や 壁 面 有 料 広 告 、 広 告 付 き 市 域 地 図 情 報 案 内 板 、 デ ジ タ

ル サ イ ネ ー ジ 広 告 、 ホ ー ム ペ ー ジ の バ ナ ー 広 告 な ど の 取 組 を 継 続 す る と と

も に 新 た に 広 告 付 き 窓 口 呼 出 し シ ス テ ム の 設 置 を 進 め て い る 。  

ま た 、 ふ る さ と 納 税 ポ ー タ ル サ イ ト を 「 ふ る さ と チ ョ イ ス 」 「 楽 天 ふ る さ

と 納 税 」 「 ふ る な び 」 「 auPAY ふ る さ と 納 税 」 の ４ 社 か ら 9 月 ２ 日 よ り

「 ふ る さ と プ レ ミ ア ム 」 10 月 29 日 よ り 「 さ と ふ る 」 を 加 え て 6 社 に 寄

附 間 口 を 拡 大 し 、 寄 附 者 の 利 便 性 向 上 並 び に 寄 附 促 進 に 努 め て い る 。  

（ 各 取 組 に よ る 歳 入 額 、 寄 附 金 額 ）  

・ ネ ー ミ ン グ ラ イ ツ ・ 壁 面 有 料 広 告 ･･･1,268,848 円 （ 予 算 額 ）  

・ ホ ー ム ペ ー ジ バ ナ ー 広 告 ･･･2,515,200 円 （ 予 算 額 ）  

・ 広 告 付 き 市 域 地 図 情 報 案 内 板 ･･･696,480 円 （ 予 算 額 ）  

・ こ ま き 応 援 寄 附 金 ･･･1,420,000,000 円 （ 予 算 額 ）  

・ 企 業 版 ふ る さ と 納 税 ･･･6,100,000 円 （ ２ 件 ） （ 見 込 額 ）  
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Ｎｏ．４２  市税等の収納率維持のための取組み 担当課  
収 税 課  

債権回収特別対策室

現状と課題 

（～H30）  

平 成 21 年 以 降 、コ ン ビ 二 エ ン ス ス ト ア に て 使 用 可 能 な 納 付 書 を 導 入 、電 話 催 告

オ ペ レ ー タ ー に よ る 催 告 及 び キ ャ ッ シ ュ カ ー ド に よ る 口 座 振 替 サ ー ビ ス を 開 始

し た 。ま た 、平 成 23 年 か ら 東 尾 張 地 方 税 滞 納 整 理 機 構 に 職 員 １ 名 を 派 遣 し 滞 納

整 理 に 努 め て い る 。 (令 和 元 年 度 終 了 ) 

取組内容  

(R1～ R4) 

上 記 施 策 の 周 知 を 図 り つ つ 、東 尾 張 地 方 税 滞 納 整 理 機 構 に 参 加 す る こ と で 得 た 徴

収 技 術 等 を 業 務 に 活 用 し て い く と と も に 、令 和 元 年 10 月 よ り 運 用 開 始 の 地 方 税

共 通 納 税 シ ス テ ム に よ る 電 子 納 税 や 、 令 和 ２ 年 度 か ら キ ャ ッ シ ュ レ ス 決 済 の

PayB を 導 入 す る こ と に よ り 、 今 後 も 効 果 的 な 徴 収 方 法 を 検 討 ・ 研 究 し つ つ 、 収

入 未 済 額 の 回 収 に 努 め 、 収 納 率 の 維 持 を 図 る 。  

取組計画 
R1 R2 R3 R4 

実績  予定 

徴 収 技 術 と 収 納 率 の 維 持  
 

   

PayB(キ ャ ッ シ ュ レ ス 決 済 ） の

運 用  
    

地 方 税 共 通 納 税 シ ス テ ム 運 用      

納 税 者 の 利 便 性 向 上 の た め の 取

組 み  
    

R1 実 績  

現 年 度 分 に つ い て は 、令 和 元 年 10 月 よ り 地 方 税 共 通 納 税 シ ス テ ム に よ る 電

子 納 税 が 開 始 さ れ 、利 便 性 が 向 上 し た 。滞 納 繰 越 分 に つ い て は 、強 く 納 付 催

告 す る と と も に 、東 尾 張 地 方 税 滞 納 整 理 機 構 に 派 遣 さ れ て い た 職 員 の 徴 収 技

術 を 活 用 し て い く 一 方 、さ ら に 効 果 的 な 徴 収 方 法 を 検 討 、研 究 し つ つ 、収 納

率 の 向 上 を 図 っ た 。  

参 考 （ 市 税 収 納 率 ）  

 現 年 度 分    99.15％ （ 前 年 度 99.18％ ）  

 滞 納 繰 越 分   24.03％ （ 前 年 度 22.77％ ）  

R2 実 績  

令 和 2 年 5 月 よ り ス マ ー ト フ ォ ン に よ る キ ャ ッ シ ュ レ ス 決 済「 PayB」で の

納 付 を 開 始 。さ ら な る 利 便 性 と 収 納 率 の 向 上 の 為 、他 市 で 運 用 し て い る ス マ

ー ト フ ォ ン 決 済 ア プ リ の 安 全 性 や 課 題 等 の 検 討 、 調 査 を 行 っ た 。  

参 考 （ 市 税 収 納 率 ）  

 現 年 度 分    98.45％ （ 前 年 度 99.15％ ）  

 滞 納 繰 越 分   23.22％ （ 前 年 度 24.03％ ）  

R３ 実 績  

（ R３ .12 現 在 ）  

令 和 3 年 4 月 よ り ス マ ー ト フ ォ ン 決 済 ア プ リ「 PayPay」「 LINEPay」を 新

た に 運 用 開 始 。 引 き 続 き 収 納 率 の 向 上 、 納 付 環 境 の 整 備 に 取 り 組 ん で い く 。 
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Ｎｏ．４３  経常的経費の削減 担当課  財 政 課  

現状と課題 

（～H30）  

平 成 24 年 度 か ら 平 成 29 年 度 の 当 初 予 算 編 成 時 に お い て 、経 常 費 の 1％ シ ー リ

ン グ （ 平 成 24 年 度 は 2％ ） を 実 施 し た 。  

平 成 29 年 度 の 当 初 予 算 編 成 か ら は 、行 政 評 価 と 連 動 さ せ 、行 政 評 価 で の 経 常 事

業 の 削 減 額 を 適 切 に 予 算 に 反 映 さ せ た 。  

取組内容 

(R1～ R4) 

コ ス ト 意 識 の 徹 底 と 費 用 対 効 果 の 検 証 を 行 い 、徹 底 し た 改 善・見 直 し を 行 う こ と

に よ り 、 経 常 的 な 経 費 の 節 減 に 努 め る 。  

取組計画  
R1 R2 R3 R4 

実績  予定  

経 常 的 経 費 の 削 減  

（ 適 宜 実 施 ）  

 
   

R1 実 績  

令 和 ２ 年 度 当 初 予 算 編 成 時 に 、 経 常 費 の 1％ シ ー リ ン グ （ 18,643 千 円 ）

を 実 施 し た 。 ま た 、 行 政 評 価 で の 経 常 事 業 の 削 減 額 （ H30 年 度 実 施 分

9,138 千 円 ） を 予 算 に 反 映 し 、 削 減 の 取 組 を 確 実 に 達 成 さ せ た 。  

R2 実 績  

令 和 ３ 年 度 当 初 予 算 編 成 時 に 、 令 和 2 年 度 当 初 予 算 額 を 基 準 に 、 予 算 要 求

の 上 限 額 を 設 定 し 、 経 常 事 業 経 費 の 削 減 （ 38,206 千 円 ） を 実 施 す る と と

も に 、 各 部 ・ 課 の 主 体 的 な 取 組 に よ り 必 要 な 財 源 を 確 保 さ せ 、 部 内 で の 調

整 、 や り く り を 推 進 し た 。  

R３ 実 績  

（ R３ .12 現 在 ）  

令 和 ４ 年 度 当 初 予 算 編 成 時 に 、 令 和 ３ 年 度 当 初 予 算 額 を 基 準 に 、 予 算 要 求

の 上 限 額 を 設 定 し 、 経 常 事 業 経 費 の 削 減 を 進 め る と と も に 、 行 政 評 価 と 連

動 し た 経 常 事 業 経 費 の 削 減 を 実 施 し て い る 。  

  

Ｎｏ．４４  
小牧市公共工事コスト改善プログラムの推

進 
担当課  契 約 検 査 課  

現状と課題 

（～H30）  

小 牧 市 公 共 工 事 コ ス ト 改 善 プ ロ グ ラ ム（ H26～ ）に 基 づ き 、関 係 各 課 が 公 共 工 事

の コ ス ト 縮 減 に 取 り 組 ん で い る が 、本 プ ロ グ ラ ム は 年 限 の 定 め が な く 、策 定 か ら

5 年 が 経 過 し て い る こ と か ら 、プ ロ グ ラ ム 内 の 取 り 組 む 具 体 策 の 内 容 に つ い て 見

直 し 、 修 正 し て い く 必 要 が あ る 。  

取組内容 

(R1～ R4) 

小 牧 市 公 共 工 事 コ ス ト 改 善 プ ロ グ ラ ム（ H26～ ）の 取 り 組 む 具 体 策 の 内 容 の 見 直

し 検 討 を 令 和 ２ 年 度 に 行 い 、令 和 ３ 年 度 か ら 導 入 す る と と も に 、引 き 続 き 公 共 工

事 に 関 す る 総 合 的 な コ ス ト の 縮 減 に 取 り 組 む 。  

取組計画  
R1 R2 R3 R4 

実績  予定  

取 り 組 む 具 体 策 の 見 直 し  
 

   

コ ス ト 縮 減 実 施 項 目 の 推 進  
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R1 実 績  

小 牧 市 公 共 工 事 コ ス ト 改 善 プ ロ グ ラ ム （ H26～ ） に よ り 、 関 係 課 (12 課 )に

お い て 公 共 工 事 の コ ス ト 縮 減 に 取 り 組 ん だ 。取 り 組 む 具 体 策 100 項 目 中 68

項 目 を 実 施 し 、 コ ス ト 縮 減 額 が 全 体 で 104,441 千 円 と な っ た 。  

R2 実 績  

小 牧 市 公 共 工 事 コ ス ト 改 善 プ ロ グ ラ ム（ H26～ ）の 取 り 組 む 具 体 策 の 内 容 の

見 直 し 検 討 を 行 う た め 、小 牧 市 公 共 工 事 コ ス ト 縮 減 対 策 に 関 す る 行 動 計 画 策

定 委 員 会 を 開 催 し 、 R3.3 改 訂 版 を 策 定 し た 。  

R３ 実 績  

（ R３ .12 現 在 ）  

令 和 2 年 度 に 改 訂 し た 小 牧 市 公 共 工 事 コ ス ト 改 善 プ ロ グ ラ ム に つ い て 、 技

術 職 員 研 修 会 に て 見 直 し 内 容 の 説 明 を 行 い 、改 訂 プ ロ グ ラ ム に よ り コ ス ト 縮

減 に 取 り 組 む よ う 周 知 を 図 っ た 。  

  

Ｎｏ．４５  既存補助金等の見直し 担当課  財 政 課  

現状と課題 

（～H30）  

平 成 27 年 に「 補 助 金 規 則 の 逐 条 解 説 や 事 務 是 正 の ポ イ ン ト な ど 」と「 補 助 金 の

あ り 方 と 交 付 基 準 に つ い て 」を 通 知 し 、各 課 が 行 う 補 助 金 交 付 事 務 の 見 直 し を 促

し た 。  

平 成 27 年 度 に 158 件 の 補 助 金 等 に つ い て 一 斉 見 直 し を 行 い 、 7 件 を 廃 止 と し

た 。そ の 後 、縮 小 、終 期 設 定 、見 直 し 等 の 判 定 結 果 で あ っ た 22 件 の フ ォ ロ ー ア

ッ プ を 実 施 し 、 30 年 度 末 ま で に さ ら に 7 件 を 廃 止 し た 。  

取組内容  

(R1～ R4) 

各 種 補 助 金 等 の ね ら い 、目 的 を 補 助 対 象 者 等 に 周 知 し 、目 的 が 達 成 さ れ た 補 助 金

や 公 益 性 の 薄 れ た 補 助 金 を 廃 止 す る と と も に 、補 助 金 制 度 の 現 状 を 把 握 し 、一 定

の 基 準 に 基 づ き 整 理 を 行 う 。  

新 し い 補 助 金 等 を 設 置 す る 場 合 は 、「 終 期 設 定 」の 徹 底 を 図 り 、固 定 化 及 び 既 得

権 化 を 抑 制 す る 。  

取組計画 
R1 R2 R3 R4 

実績  予定 

既 存 補 助 金 の 見 直 し  
 

   

実 態 調 査      

R1 実 績  

平 成 27 年 度 に 実 施 し た 補 助 金 の 見 直 し 結 果 に 基 づ き 、 フ ォ ロ ー ア ッ プ す

る た め の 調 査 及 び ヒ ア リ ン グ を 実 施 し た 。 そ の 結 果 、 廃 止 す る 補 助 金 が ３

件 、 存 続 す る 補 助 金 が 6 件 、 引 き 続 き 検 討 を 行 う 補 助 金 が 1 件 と な っ た 。  

R2 実 績  

158 件 の 補 助 金 等 に つ い て 一 斉 見 直 し を 行 い 、 ３ 件 を 廃 止 、 １ ３ 件 を 縮

小 、 ３ ４ 件 を 終 期 設 定 の 判 定 と し た 。 そ の う ち 、 廃 止 ２ 件 、 縮 小 6 件 、 終

期 設 定 1 件 の 実 施 を 確 認 し た 。  

R３ 実 績  

（ R３ .12 現 在 ）  

令 和 ２ 年 度 に 実 施 し た 補 助 金 の 見 直 し 結 果 に 基 づ き 、 未 実 施 の 補 助 金 を フ

ォ ロ ー ア ッ プ す る た め の 調 査 及 び ヒ ア リ ン グ を 実 施 し た 。  
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Ｎｏ．４６  基金や市債の計画的な活用 担当課  財 政 課  

現状と課題 

（～H30）  

中・長 期 的 な 視 点 か ら 基 金 や 市 債 の バ ラ ン ス の と れ た 活 用 を 行 い 、世 代 間 負 担 の

公 平 化 を 図 る 。  

取組内容 

(R1～ R4) 

引 き 続 き 、中・長 期 的 な 視 点 か ら 基 金 や 市 債 の バ ラ ン ス の と れ た 活 用 を 行 い 、世

代 間 負 担 の 公 平 化 を 図 る 。  

取組計画  
R1 R2 R3 R4 

実績  予定  

計 画 的 な 市 債 の 借 入 れ ・ 基 金 の

運 用  

 
   

R1 実 績  

中 ・ 長 期 的 な 視 点 か ら 、 世 代 間 の 負 担 が 偏 る こ と の な い よ う 、 適 切 な 基 金

及 び 市 債 の 活 用 に 努 め た 。  

（ 一 般 会 計 、 特 別 会 計 及 び 企 業 会 計 を あ わ せ た 市 全 体 の 残 高 ）  

・ 市 債 385 億 円 、 基 金 294 億 円  （ 年 度 末 残 高 ）  

R2 実 績  

中 ・ 長 期 的 な 視 点 か ら 、 世 代 間 の 負 担 が 偏 る こ と の な い よ う 、 適 切 な 基 金

及 び 市 債 の 活 用 に 努 め た 。  

（ 一 般 会 計 、 特 別 会 計 及 び 企 業 会 計 を あ わ せ た 市 全 体 の 残 高 ）  

・ 市 債 366 億 円 、 基 金 272 億 円  （ 年 度 末 残 高 ）  

R３ 実 績  

（ R３ .12 現 在 ）  

中 ・ 長 期 的 な 視 点 か ら 、 世 代 間 の 負 担 が 偏 る こ と の な い よ う 、 適 切 な 基 金

及 び 市 債 の 活 用 に 努 め た 。  

（ 一 般 会 計 、 特 別 会 計 及 び 企 業 会 計 を あ わ せ た 市 全 体 の 残 高 ）  

・ 市 債 365 億 円 、 基 金 224 億 円  （ 年 度 末 見 込 ）  

  

Ｎｏ．４７  公金運用の推進 担当課  会 計 課  

現状と課題 

（～H30）  

財 政 状 況 が 年 々 厳 し く な る 中 、確 実 か つ 効 率 的 な 積 立 基 金 等 の 運 用 が 重 要 性 を 増

し て い る 。金 融 環 境 も 一 段 と 厳 し く 、極 め て 低 い 金 利 状 況 が 続 い て い る が 、有 利

性 の 追 及 も 視 野 に 入 れ た 資 金 運 用 が 必 要 で あ る 。  

取組内容 

(R1～ R4) 

元 本 回 収 の 確 実 性 や 支 払 準 備 の た め の 流 動 性 の 確 保 に 留 意 し な が ら 、効 率 的 な 公

金 運 用 を 行 い 、 基 金 利 子 等 の 収 入 確 保 に 努 め る 。  

取組計画  
R1 R2 R3 R4 

実績  予定  

歳 計 現 金 及 び 歳 入 歳 出 外 現 金 の

運 用  

 
   

基 金 に 属 す る 現 金 の 運 用      
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R1 実 績  

＜ 運 用 益 ＞  

・ 歳 計 現 金 及 び 歳 入 歳 出 外 現 金 の 運 用  

 大 口 定 期 ：   115,066 円  

（ 債 券 は 短 期 金 利 が 大 口 定 期 利 息 を 下 回 っ て い る た め 利 用 せ ず ）  

・ 基 金 に 属 す る 現 金 の 運 用  

 大 口 定 期 ：  5,415,754 円  

 債   券 ： 10,120,712 円  

R2 実 績  

＜ 運 用 益 ＞  

・ 歳 計 現 金 及 び 歳 入 歳 出 外 現 金 の 運 用  

 大 口 定 期 ：   125,613 円  

（ 債 券 は 短 期 金 利 が 大 口 定 期 利 息 を 下 回 っ て い る た め 利 用 せ ず ）  

・ 基 金 に 属 す る 現 金 の 運 用  

 大 口 定 期 ：  6,505,565 円  

 債   券 ： 20,411,819 円  

（ 令 和 ６ 年 に 償 還 を 迎 え る 債 券 の 占 め る 割 合 が 多 く 、償 還 時 の 国 債 状 況 が 不

透 明 な こ と か ら 、償 還 時 期 を 分 散 す る た め 、利 回 り の 低 い 債 券 ５ 本 の 入 れ 替

え を 行 っ た 。 ）  

R３ 実 績  

（ R３ .12 現 在 ）  

＜ 運 用 益 ＞  

・ 歳 計 現 金 及 び 歳 入 歳 出 外 現 金 の 運 用  

 大 口 定 期 ：   66,066 円  

（ 債 券 は 短 期 金 利 が 大 口 定 期 利 息 を 下 回 っ て い る た め 利 用 せ ず ）  

・ 基 金 に 属 す る 現 金 の 運 用  

 大 口 定 期 ：  6,714,300 円  

 債   券 ： 18,614,948 円  

  

Ｎｏ．４８  公共施設適正配置計画の見直し 担当課  資 産 管 理 課  

現状と課題 

（～H30）  

今 後 、年 少 人 口 の 減 少 に よ り 小 中 学 校 や 保 育 園 、子 育 て 支 援 施 設 な ど の 利 用 者 数

は 減 少 し 、現 在 の 施 設 定 員 に 対 し 余 剰 が 発 生 す る こ と が 予 想 さ れ る 。一 方 で 高 齢

者 人 口 の 増 加 に よ り 高 齢 者 の 福 祉 や 余 暇・生 き が い 活 動 の た め の 施 設 ニ ー ズ が 高

ま っ て い る こ と が 考 え ら れ る 。適 正 配 置 へ 向 け た 取 組 み と し て 、平 成 29 年 3 月

に 「 小 牧 市 公 共 施 設 適 正 配 置 計 画 」 を 定 め て い る 。  

取組内容  

(R1～ R4) 

社 会 情 勢 や 本 市 の 財 政 状 況 等 に 対 応 し た 計 画 と す る よ う 、令 和 ３ 年 度 に 公 共 施 設

適 正 配 置 計 画 の 中 間 見 直 し を 行 う 。  

取組計画 
R1 R2 R3 R4 

実績  予定 

公 共 施 設 適 正 配 置 計 画 の 実 施  
 

   

公 共 施 設 適 正 配 置 計 画 の 見 直 し      
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R1 実 績  

令 和 ３ 年 度 の 中 間 見 直 し に 向 け 、 全 国 自 治 体 等 FM 連 絡 会 議 に 参 加 し 、 他

行 政 庁 の 事 例 を 聴 講 す る 等 、 公 共 建 築 物 の 経 営 管 理 に 関 す る 情 報 収 集 を 行

っ た 。  

【 第 1 回 全 国 自 治 体 等 FM 連 絡 会 議  1 名 参 加  

第 2 回 全 国 自 治 体 等 FM 連 絡 会 議  2 名 参 加 】  

R2 実 績  

平 成 30 年 2 月 に 総 務 省 よ り 通 知 さ れ た 「 公 共 施 設 等 総 合 管 理 計 画 の 策 定

に あ た っ て の 指 針 の 改 訂 に つ い て 」 の 内 容 を 公 共 施 設 適 正 配 置 計 画 に 反 映

さ せ る 等 、 令 和 ３ 年 度 の 中 間 見 直 し に 向 け て 検 討 を 行 っ た 。  

し か し 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 影 響 に よ り 、 今 後 の 財 政 状 況 は 先 行

き 不 透 明 な 状 況 と な り 、 公 共 施 設 の 使 わ れ 方 、 あ り 方 に 大 き な 変 更 が 生 じ

る 可 能 性 も あ る 。 こ の た め 、 中 間 見 直 し の 着 手 は 、 ワ ク チ ン の 接 種 開 始 に

よ り 感 染 拡 大 が 一 定 程 度 収 ま る と 想 定 さ れ る 令 和 ３ 年 度 の 秋 以 降 と し 、 令

和 ３ 年 度 か ら 令 和 ４ 年 度 の 2 か 年 で 実 施 す る こ と と し た 。  

R３ 実 績  

（ R３ .12 現 在 ）  

公 共 フ ァ シ リ テ ィ マ ネ ジ メ ン ト 基 本 方 針 等 改 定 支 援 委 託 契 約 を １ ０ 月 に 締

結 し 、 公 共 施 設 適 正 配 置 計 画 の 中 間 見 直 し を 実 施 し て い る と こ ろ で あ り 、

見 直 し た 結 果 を 令 和 ４ 年 度 末 に 公 表 す る 予 定 と し て い る 。  

  

Ｎｏ．４９  
公共施設のバリアフリー化・省エネルギー

化の推進 
担当課  資 産 管 理 課  

現状と課題 

（～H30）  

平 成 29 年 3 月 に 公 共 施 設 全 体 の 今 後 と 取 り 組 む べ き 方 向 性 を 示 す 「 小 牧 市 公

共 フ ァ シ リ テ ィ マ ネ ジ メ ン ト 基 本 方 針 」を 定 め 、基 本 方 針 の 一 つ と し て 、公 共 施

設 の 質 の 維 持・向 上 を 掲 げ て い る 。施 設 整 備 、施 設 改 修 に あ た っ て は 施 設 の バ リ

ア フ リ ー 化 に よ る 利 便 性 の 向 上 や 、環 境 負 荷 の 低 減 を 図 る た め の 省 エ ネ ル ギ ー 化

を 推 進 し 、 使 い や す く 環 境 負 荷 の 低 い 施 設 と な る よ う 努 め て い る 。  

取組内容 

(R1～ R4) 

施 設 を 管 理 す る 各 所 管 課 よ り 、工 事 の 予 算 要 望 内 容 と 関 連 す る 箇 所 に 、バ リ ア フ

リ ー 化 さ れ て い な い も の が な い か 、確 認 の 上 、必 要 な 助 言 を 行 い 、各 公 共 施 設 の

利 便 性 の 向 上 を 推 進 す る 。ま た 、令 和 ３ 年 に 製 造 中 止 と な る 水 銀 灯 ラ ン プ を 使 用

し て い る 公 共 施 設 を 持 つ 所 管 課 に 対 し 、 計 画 的 に LED 化 改 修 を 行 う よ う 助 言 を

行 い 、 各 公 共 施 設 の 省 エ ネ ル ギ ー 化 を 推 進 す る 。  

取組計画  
R1 R2 R3 R4 

実績  予定  

公 共 施 設 の バ リ ア フ リ ー 化 ・ 省

エ ネ ル ギ ー 化  
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R1 実 績  

総 合 体 育 館 メ イ ン ア リ ー ナ 、 東 部 市 民 セ ン タ ー の 講 堂 、 味 岡 市 民 セ ン タ ー

の ロ ビ ー 、 小 中 学 校 ６ 校 の 体 育 館 等 に お い て 、 照 明 を LED 化 す る 工 事 を 実

施 し た 。  

【 省 エ ネ ル ギ ー 化 関 係 工 事  計 9 施 設 】  

R2 実 績  

温 水 プ ー ル の 屋 内 照 明 、 東 部 市 民 セ ン タ ー の 外 灯 、 さ か き 運 動 場 の 外 灯 、

小 中 学 校 １ ２ 校 の 体 育 館 等 に お い て 、 照 明 を LED 化 す る 工 事 を 実 施 し た 。  

ま た 、 上 末 会 館 、 横 内 会 館 の ト イ レ 、 保 育 所 2 施 設 の ト イ レ 、 史 跡 小 牧 山

桜 の 馬 場 屋 外 ト イ レ に お い て 、 バ リ ア フ リ ー 化 す る 工 事 を 実 施 し た 。  

【 省 エ ネ ル ギ ー 化 関 係 工 事  計 15 施 設 】  

【 バ リ ア フ リ ー 化 関 係 工 事  計 ５ 施 設 】  

R３ 実 績  

（ R３ .12 現 在 ）  

勤 労 セ ン タ ー の 屋 外 照 明 、 市 営 住 宅 公 園 の 外 灯 、 大 輪 体 育 館 、 味 岡 市 民 セ

ン タ ー 講 堂 、 市 民 病 院 健 診 セ ン タ ー 相 談 室 、 小 中 学 校 ５ 校 の 体 育 館 等 に お

い て 、 照 明 を LED 化 す る 工 事 を 実 施 し た 。  

ま た 、 二 重 堀 会 館 、 み ど り 台 会 館 の ト イ レ 、 保 育 所 ２ 施 設 の ト イ レ 、 池 之

内 川 南 集 会 所 の 玄 関 に お い て 、 バ リ ア フ リ ー 化 す る 工 事 を 実 施 し た 。  

【 省 エ ネ ル ギ ー 化 関 係 工 事  計 １ ０ 施 設 】  

【 バ リ ア フ リ ー 化 関 係 工 事  計 ５ 施 設 】  

  

Ｎｏ．５０  公共施設の保全計画の構築 担当課  資 産 管 理 課  

現状と課題 

（～H30）  

本 市 の 公 共 施 設 の 多 く は 、 昭 和 40～ 50 年 代 に 建 設 さ れ て い る 。 今 後 こ れ ら の

公 共 施 設 が 一 斉 に 耐 用 年 数 を 迎 え 、 更 新 費 用 の 増 大 が 懸 念 さ れ て い る 。  

今 後 は 、施 設 を で き る だ け 長 く 利 用 し 、長 寿 命 化 を 図 り な が ら 、維 持 修 繕 や 建 替

え に か か る 財 政 負 担 を 低 減 す る と と も に 、費 用 の 平 準 化 を 図 る た め に 、時 期 を 分

散 さ せ る 必 要 が あ る 。現 在 、公 共 施 設 を 構 成 す る 屋 根 、外 装 等 の 主 要 部 位 に つ い

て 、 改 修 周 期 を 設 定 し 、 過 去 の 工 事 履 歴 等 を 参 考 に 工 事 の 費 用 を 算 出 す る な ど 、

時 期 と 費 用 の 見 通 し を 示 す た め 、施 設 所 管 課 と 調 整 を 図 り 、学 校 施 設 を 除 い た 施

設 毎 の 保 全 計 画 を ま と め て い る 。  

取組内容  

(R1～ R4) 

学 校 施 設 を 含 め た 施 設 毎 の 保 全 計 画 の 作 成 、精 査 を 行 う 。そ の 後 は 保 全 計 画 を 各

所 管 課 に 通 知 し 、保 全 計 画 に 沿 っ た 施 設 の 工 事 計 画 と す る よ う 、各 所 管 課 に 促 し 、

工 事 費 用 の 平 準 化 を 図 っ て い く 。  

取組計画 
R1 R2 R3 R4 

実績  予定 

保 全 計 画 の 構 築 ・ 運 用   
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R1 実 績  

令 和 元 年 度 は 令 和 ２ 年 ３ 月 に 作 成 さ れ た 、 小 牧 市 学 校 施 設 等 長 寿 命 化 計 画

を 踏 ま え て 、 学 校 施 設 ご と の デ ー タ 入 力 作 業 を 行 い 、 保 全 計 画 作 成 に 向 け

た 準 備 を 行 っ た 。  

R2 実 績  

保 全 計 画 を 各 施 設 所 管 課 に 周 知 し 、 保 全 工 事 の 予 算 要 望 を 促 す こ と を 目 標

と し て い た 。 し か し 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 影 響 に よ り 、 今 後 、 本

市 の 財 政 状 況 が 厳 し く な る と 見 込 ま れ る こ と か ら 、 保 全 計 画 に よ る 計 画 的

な 改 修 は 、 建 物 が 劣 化 す る 前 に 行 う 予 防 保 全 工 事 で あ り 、 他 の 緊 急 性 を 要

す る 工 事 と 比 べ て 優 先 度 が 低 い こ と か ら 、 令 和 ２ 年 度 は 保 全 計 画 を 作 成 し

た が 、 各 課 周 知 は 見 送 っ た 。  

R３ 実 績  

（ R３ .12 現 在 ）  

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 影 響 等 に よ り 厳 し い 財 政 状 況 に あ る が 、 各 課

へ の 保 全 計 画 の 周 知 、 保 全 計 画 に 基 づ く 短 期 改 修 計 画 を 通 知 し 、 予 防 保 全

工 事 の 平 準 化 を 促 し た 。  

  

 


